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　今になって思い返せば、とっくにはじまっていたのだと思う。

　あのときには……。

　何事も気づいたことで現実になり、気づいたことで泡沫うたかたの如ごとく消えていく。

　気づかないうちは、あるのか、ないのかもわからない箱の中。

　中が見えないから、開けて見てみないとわからない。

　世の中の大切なことは、だいたい全部そんな感じにできている。

　まるで、シュレーディンガーの猫ねこだ。
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　その日、梓あずさ川がわ咲さく太たは夢を見た。

　七しち里りヶが浜はまの海岸に突っ立ち、ひとりでぽつんと海を眺ながめている夢。

　不思議なことに、潮しおの香かおりもしなければ、風の音も、波の音も聞こえてこない。

　目に映る世界の色もどこかおかしい。海の濃こい青もなければ、空の透すき通とおった青もない。全部が色いろ褪あせていて、淡あわく白く見えていた。

　だからこそ、夢の中で、「これは夢なんだろうな」とすぐに気づくことができた。

　右を見ても、左を見ても砂すな浜はまに人ひと影かげはない。正面の海にも、ウィンドサーフィンの帆ほは見当たらなかった。

　誰だれもいない海を独ひとり占じめだ。

　そう思った瞬しゆん間かん、砂すな浜はまを蹴ける軽い足音が、咲さく太たの脇わきを通とおり抜ぬけていく。赤いマフラーをひらひらさせながら……。

　ランドセルを背負った小さな女の子だ。

　波なみ打うち際ぎわまで行くと、濡ぬれないぎりぎりのところで立ち止まる。

　肩かたくらいまで伸のびた癖くせのない綺き麗れいな黒くろ髪かみ。背負ったランドセルはまだ新しくて、瑕きずや汚よごれは見当たらなかった。

　たぶん、六、七歳の女の子。

　咲さく太たの知らない子。

　だけど、ちらっと見えた横顔には見覚えがあるような気がした。

　どこで見たのだろうか。

　直接面識があるわけじゃない。六、七歳の女の子の知り合いなど咲さく太たにはいないから。

　でも、知っているようにも思える。

　風が吹いて、大きく女の子の髪かみが乱れた瞬しゆん間かん、咲さく太たは口を「あ」の形にぽかんと開けていた。

　確かに見たことがある。会って話したことがあるわけではないが、ＴＶの中で子役として活かつ躍やくしていたその姿は、おぼろげながら咲さく太たの記き憶おくに残っていた。

「麻ま衣いさん……？」

　だから、自然と名前を呼んでいた。

　咲さく太たの声に反応して、女の子が振ふり返かえる。少し警けい戒かいしたような瞳ひとみ。凜りんとした目がじっと咲さく太たを観察している。その目元には、十八歳になった今の『桜さくら島じま麻ま衣い』の面おも影かげがあった。

「おじさん、だぁれ」

　最初の一言には、小学生らしい無む邪じや気きさがあった。

　小学生から見れば、高校生は立派なおじさんらしい。

「僕ぼくもだいぶ大人っぽくなったからなあ」

「知らないおじさんと話したらダメって、お母さんに言われてるの。ごめんなさい」

　礼れい儀ぎ正ただしくお辞じ儀ぎをして、女の子はぷいっとそっぽを向いてしまう。

「そのお母さんは、どうした？」

　見たところ、周囲にいるのは咲さく太たと女の子だけだ。

「……」

　聞いてはいるようだが、返事はなかった。女の子は聞こえないふりをしている。

「ひとりで来たのか？」

「……」

　今度もお母さんの言いつけを守って、女の子は何も答えない。江えの島しまがある西側を見ていたかと思うと、鎌かま倉くらや葉は山やまがある東側を少し困った顔で確かく認にんしていた。

　咲さく太たも一いつ緒しよに右を見て、それから左を見る。やはり、砂すな浜はまには誰だれもいない。いるのは咲さく太たとランドセルの女の子だけだ。

「もしかして、迷子か？」

「っ!?」

　どうやら図星だったらしく、

「違ちがうもん」

　と、拗すねた顔で女の子が睨にらんできた。不ふ機き嫌げんな表情は今の麻ま衣いそのものだ。なんだか、それがおかしくてにやけてしまう。

「ここ、どこですか？」

　そんな咲さく太たを牽けん制せいするように、女の子がむすっとした顔で聞いてくる。

「知らないおじさんとは、話したらいけないんじゃなかったっけ？」

「……もういいです」

　ますます機き嫌げんを損そこねた顔で、女の子が咲さく太たに背中を向ける。そのまま、江えの島しまの方へと歩き出した。

「七しち里りヶが浜はまだよ」

　遠ざかっていく背中に声をかけると、ぴたりと女の子の足が止まる。

　振ふり返かえるのを待って、

「実際は一里もない七しち里りヶが浜はま」

　と、つけ足した。

「……」

　でも、女の子の口にはチャックがされたままだ。何も言わずに、咲さく太たを真まっ直すぐに見ている。

「僕ぼくはそこの……峰みねヶが原はら高校の生徒。名前は梓あずさ川がわ咲さく太た」

　海から見える校舎を指差しながら、今さらのように咲さく太たは名乗った。

「これで、もう知らないおじさんじゃないだろ？」

　その言葉に、女の子はきょとんとしていた。驚おどろいたように目を見開いて……でも、すぐに笑顔に変わる。

　そのあとで、女の子の口が動いて何かを言った気がした。

　だけど、聞き取ることはできなかった。

「おい、梓あずさ川がわ」

　と、また別の声が割り込んできて、咲さく太たは夢から覚めてしまったから……。




「おい、梓あずさ川がわ、起きろ」

　顔を上げると、英語の男性教師が怒おこったような、困ったような顔で咲さく太たを見下ろしていた。

「おはようございます」

　ひとまず、寝ね起おきに相応ふさわしい挨あい拶さつをしておく。

「はあ……」

　返ってきたのは深いため息。

「もういい。ここ、上かみ里さとが読んでみろ」

　窓まど際ぎわの咲さく太たの机から離はなれ、英語の教師が黒板の前へと戻もどっていく。

「は？　なんで私が？」

　代役として指名された隣となりの席の上かみ里さと沙さ希きが若じやつ干かんヒステリックな声を上げる。

「文句は梓あずさ川がわに言え」

　教師の言葉を受け、真横から沙さ希きが睨にらみつけてくる。咲さく太たは気づいていないふりをして、窓の外に視線を送った。

　つい先ほどまで、夢の中で見ていた七しち里りヶが浜はまの海が遠くまで続いている。午後三時を過ぎた時間。西に傾かたむいた太陽の光を浴びて、群ぐん青じよう色いろの海はきらきらと輝かがやいている。空は青白く透すき通とおっていて、真ん中に引かれた水平線はぼんやりと光を放ち、どこか神しん秘ぴ的てきに見えた。

　夢の中とは違ちがう色鮮あざやかな世界。

　窓の外に広がるすがすがしい景色。

　ぼーっと眺ながめているのが最高の風景。

　一月半ばのこの時期は、空気が澄すんでいて遠くまでよく見える。

　海の青さ、空の青さを視界に入れながら、咲さく太たは夢のことを思い出していた。中ちゆう途と半はん端ぱなところで起こされたので続きが気になる。

　幼い麻ま衣いと思おぼしき女の子は、最後に何を言ったのだろうか。

　もう一度寝ねて確かく認にんしようかと思ったが、机に突つっ伏ぷす前に英語の教師と目が合ってしまい、咲さく太たは二に度ど寝ねを諦あきらめた。

「ま、夢だし、いっか」

　片手で頰ほお杖づえを突いて、窓の外に目を向けながら口の中で呟つぶやく。流りゆう暢ちように英文を読み上げる上かみ里さと沙さ希きの声に、心なしか苛いら立だちが増した気がした。

　ただ、沙さ希きが咲さく太たの前で不ふ機き嫌げんなのはいつものことなので気にしないでおくことにした。

　しばらくして、六時間目の終了を告げるチャイムが鳴る。




「起立、礼」

　日直の号令で、「さいなら～」とか、「おつかれ～」とか、一日の終わりの挨あい拶さつが、二年一組の教室内を行き交った。

　部活に駆かけ出だしていくクラスメイト。面めん倒どうくさそうに掃そう除じ当番をはじめる生徒もいる。

　学校に残る理由がない咲さく太たは、上かみ里さと沙さ希きに因いん縁ねんをつけられる前にさっさと教室を出ることにした。虫の居所の悪い女子には近づかない方がいい。

「梓あずさ川がわ」

　廊ろう下かに出たところで呼び止められる。担任の男性教師だ。年ねん齢れいは四十代半ば。

「なんですか？」

「なんですかじゃなくて、進路調査。週明けくらいには出してくれよ」

「あー」

「あーってな、お前」

　苦笑して、生徒名めい簿ぼのファイルで咲さく太たの頭を軽く小こ突づこうとする。でも、当たる前に思い直して手を引っ込めていた。体たい罰ばつだなんだと教師も大変な時代のようだ。

「忘れてなければ出します」

「忘れんなって言ってんだ」

「わかりました」

　承しよう諾だくの返事だけして、咲さく太たは階段の方へと歩き出す。後ろからは「頼たのむぞ」と声がしたが、それには反応しなかった。早く帰らないと、上かみ里さと沙さ希きに捕つかまってしまうかもしれない。そうなっては面めん倒どうだ。

　教室のある二階から一階に下りていく。

　その際に、咲さく太たは進路のことを考えていた。

　とは言え、別に悩なやむような話でもない。大学への進学で咲さく太たの腹は決まっているし、志望校も二校に絞しぼられている。

　問題になりそうなのは大きく二点。ひとつは、咲さく太た自身の学力。これは咲さく太たが勉強をしてどうにかするしかない。

　もうひとつは学費で、咲さく太たは大学進学の意思を、まだ両親に伝えていなかった。

　同じ家で生活をしていれば、何かの拍ひよう子しに言う機会はあったかもしれない。聞かれる機会もあっただろう。だけど、妹のいじめ問題を切きっ掛かけにして、母親が子育てに自信をなくして精神的に参ってしまい、今は親子が別々に暮らしている。

　父親は母親の看病をしながら、咲さく太たと妹の花楓かえでの生活費を工面してくれている。そんな生活も、そろそろ二年。

　咲さく太たとしては、これ以上父親に経済的な負担はかけられないという思いがあった。私立よりは学費が安いとは言え、国立にしろ、市立にしろ、簡単に用意できる金額ではない。

　どの道、進路については父親も気にしているだろうから、一度話をしないといけない。だけど、タイミングが合わなくて、まだ話をできていない。それが、未いまだに進路調査の紙が無記入のまま鞄かばんに入っている理由だった。

「ま、それ以前に、勉強だけどな」

　合格しなければ、学費なんて必要ない。まずは相応の実力をつけてからだ。

　それに、進路調査くらい来週に出してしまえばいい。どんな問題があろうとも、そもそも咲さく太たに進学を諦あきらめるという選せん択たく肢しはなかった。

　一いつ緒しよの大学に行きたい。

　世界で一番かわいい彼女にお願いされたことだから。

　別に、不治の病を治してほしいと頼たのまれたわけじゃない。ただ、同じ大学に行くだけ。咲さく太たの努力で、かなりの部分がどうにかなる問題。学力はもちろん、学費だってバイトである程度は稼かせげるだろうし、奨しよう学がく金きんという手段だってある。

　自分で解決できることなら、むしろ、大だい歓かん迎げいだった。咲さく太たがどう足あ搔がいてもどうにもならないことに比べたら、大学に合格するくらい易しいことのように思える。

　そんなことを考えながら、昇しよう降こう口ぐちに来ると、

「咲さく太た」

　と、綺き麗れいな声で名前を呼ばれた。

　咲さく太たが所属する二年一組の下げ駄た箱ばこに背中を預けて待っていたのは、世界で一番かわいい咲さく太たの彼女。桜さくら島じま麻ま衣いだ。

　艶つややかな黒くろ髪かみ。凜りんとした目元に、透すき通とおるように白い肌はだ。身長は１６５センチと、女子にしてはそもそも高いのだが、すらっとした細身のスタイルが余計に麻ま衣いの存在感を引き立てている。使い古されて凹へこんだところもある汚よごれた下げ駄た箱ばこの前ですら、麻ま衣いが立っていると映画のワンシーンのように特別な空間に見える。

　絵になる存在。だから、周囲の視線も自然と集まる。その辺が、子役時代から芸能界で活かつ躍やくし続けている所以ゆえんなのだろう。一時期は活動休止をしていたが、再開してみれば、ドラマに映画、ＣＭ、ファッション雑誌のモデルと、咲さく太たとデートをする暇ひまもないほどに忙いそがしく飛び回っている。

　その麻ま衣いの側まで行くと、咲さく太たは上うわ履ばきを脱ぬぎながら声をかけた。

「麻ま衣いさん、待っててくれたんだ」

[image: ]

「誰だれかさんが、『毎日一いつ緒しよに帰りたいな～』って言ったんでしょ」

　下げ駄た箱ばこを開けて靴くつを出す。脱ぬいだ上うわ履ばきを突っ込んだ。

「言ったかな、そんなこと」

「言ったわよ」

「僕ぼくが言ったのは『麻ま衣いさん、もうすぐ卒業だから、仕事のない日は、毎日下校デートしたいなあ』だったと思うけど」

　デートの部分を強調して麻ま衣いに視線を送る。でも、麻ま衣いは気にした素そ振ぶりもなく、開いたままだった咲さく太たの下げ駄た箱ばこをぱたりと閉じてくれた。

「ほら、帰るわよ」

　咲さく太たが靴くつを履はき終おえる前に麻ま衣いが歩き出す。急いで咲さく太たも追いかけた。昇しよう降こう口ぐちから出たところで隣となりに並ぶ。校門に向けて歩き出すと、西日が眩まぶしくてあくびが出た。

「ふあ～」

「なによ。私と帰るのがそんなに退たい屈くつ？」

　麻ま衣いがちらりと横目で見てくる。表情はにこやかだけど、目は笑っていない。待たせておいて、あくびとはどういうことかと詰きつ問もんしてきている。

「ちょっと、変な夢を見たから、寝ね起おきに失敗して」

「なんで、六時間目が終わったばかりの放課後が寝ね起おきなのよ」

　呆あきれた瞳ひとみが咲さく太たに向けられていた。

「そりゃあ、嫌きらいな英語の時間だったから」

「ちゃんと授業は聞いておきなさいよ。私と一いつ緒しよの大学に行きたいんでしょ？」

「あれ？　僕ぼくと一いつ緒しよの大学に行きたいのは、麻ま衣いさんだよね？」

「そうね。私の方が咲さく太たのこと好きだもんね」

　さらっと、前を向いたままそんなことを言ってくる。

　ドキッとして、麻ま衣いを見てしまった以上、ここは咲さく太たの負けだ。しかも、その咲さく太たに、麻ま衣いは挑ちよう発はつ的てきな視線を送ってきた。瞳ひとみの奥おくで、「咲さく太たがそれでいいならいいけど？」と思いっきり咲さく太たを試ためしている。

「僕ぼくが麻ま衣いさんと一いつ緒しよの大学に行きたいんです」

　もちろん、麻ま衣いの願いであるから叶かなえたい。同時に、それが自分の願いであるから叶かなえたいと咲さく太たは思っている。そういうのが、きっと、以前ふたりで約束した『ふたりで幸せになる』ということだと思えるから。

　校門を出ると、すぐに踏ふみ切きりが見える。警告音が鳴って、遮しや断だん機きが下りてきた。

「どっち？」

　麻ま衣いからの質問は短い。『何が』の部分が抜ぬけている。それでも、何を聞かれたのか、咲さく太たにはわかっていた。この学校に通っていれば、踏ふみ切きりを通る電車がどっち方面の電車なのかを気にする場面だ。

「藤ふじ沢さわ行きだね」

　踏ふみ切きりから右を向けば、学校の最も寄よりの七しち里りヶが浜はま駅がある。そのホームに電車は停まっていない。左を向くと、鎌かま倉くら方面から走ってきた電車が、咲さく太たと麻ま衣い、その他の生徒たちを足止めした踏ふみ切きりをゆっくり通過していった。

　警告音が止んで遮しや断だん機きが上がる。

　すると、立ち止まっていた生徒の数名が、猛もうスピードで駆かけ出だして行った。走れば、今、通過したばかりの電車に駅で追いつける。

「走る？」

　隣となりの麻ま衣いにそう尋たずねる。あの電車を逃のがすと、次は十二分後だ。

「一分でも早く咲さく太たは帰りたいんだ？」

　麻ま衣いの瞳ひとみは悪戯いたずらっぽく笑っている。

「ここが開かずの踏ふみ切きりだったらいいのにって、麻ま衣いさんと一いつ緒しよにいるときは思ってる」

「それは不便だから嫌いや」

　一番最後になって、ふたりは踏ふみ切きりを渡わたろうと歩き出す。いつものペースで。一本電車を遅おくらせた分、下校デートの時間は十二分も長くなるのだから急ぐ理由はない。

　正面には、緩ゆるやかな下り坂が続いている。その先に見えているのは七しち里りヶが浜はまの海。肺いっぱいに吸い込んだ風は潮しおの香かおりがした。

　海を目の前にしながら、咲さく太たと麻ま衣いは踏ふみ切きりを渡わたってすぐ右に曲がった。小さな橋をひとつ渡わたると、緑色の看板を掲かかげた駅の入口が見えてくる。

　短い階段を上り、直立不動の改札機にＩＣカードをかざす。藤ふじ沢さわ行きの電車が行ったばかりの小さな駅のホームには、十数名の生徒が残っていた。彼らは鎌かま倉くら行きの電車を待っているのだろう。

　駅を走る線路は一本だけ。ホームもひとつだけ。同じ線路とホームに、右と左から、藤ふじ沢さわ行きと鎌かま倉くら行きの電車が交こう互ごにやってくる。趣おもむきのある単線の駅。

　交通量の多い道路も、人通りの多い繁はん華か街がいも近くにはないから、独特の静けさと、緩ゆるやかな時間がここには流れている。

　一番賑にぎわうのが朝の登校時間と放課後の下校時間。

　うっかり寝ね坊ぼうして学校に遅ち刻こくして行こうものなら、降りるのは自分ひとりだけなんてことも季節によってはある。

　藤ふじ沢さわ方面から走ってきた電車が、ブレーキ音を響ひびかせてホームに停車する。咲さく太たと麻ま衣いが乗る電車とは逆方面。

　利用者が乗り込むと、緑とクリーム色をしたレトロなデザインの車両は、のんびりと走り出した。

　ホームに残っているのは、咲さく太たと麻ま衣いを含ふくめて、六、七人程度。

　風に乗って聞こえてくる踏ふみ切きりの警告音を聞いていると、何の前まえ触ぶれもなく麻ま衣いが手を繫つないできた。とは言っても、咲さく太たの小指一本を軽く握にぎっているだけ……。マネージャーさんから、周囲の目を気にするようにと言われているからだ。一応、わきまえているというか、遠えん慮りよはしているというポーズ。

　事実、咲さく太たが目を向けても、麻ま衣いは視線までは絡からめてこない。何も言わずに、線路を何気なく見ているだけ。

　その横顔を、咲さく太たは何も言わずに眺ながめていた。

　こうして麻ま衣いの存在を身近に感じていられるだけで、心は満たされていく。

　隣となりにいてくれるだけであたたかい気持ちになれた。

　とても幸せな気分。

　特別なことは何もない。なんでもない普ふ通つうの放課後。麻ま衣いと一いつ緒しよに帰っているだけ。行ったばかりの電車を見送って、ふたりで次の電車を待っているだけの静かな時間。

　面白おもしろい会話が交わされるわけでもない。

　だけど、このなんでもない瞬しゆん間かんが、本当は何よりも大事なものなのだと咲さく太たはもう知っている。だから、ホームに流れる風を気持ちよさそうに受ける麻ま衣いの横顔から目を逸そらせない。ずっと見てしまう。飽あきるなんてことはない。一いつ瞬しゆん、一いつ瞬しゆんがかけがえのない時間だから。

「なに？　じっと見て」

　咲さく太たの視線に気づいた麻ま衣いが、風でなびく髪かみを軽く手で押おさえる。くすぐったそうな声を出して、ようやく咲さく太たの方を見た。

「麻ま衣いさんがいるなあって思ってた」

「なにそれ」

　わからないようなことを言いながらも、麻ま衣いの瞳ひとみは別のことを語っている。

「色々あったものね」

　ゆっくりと……想おもいを確かく認にんするように麻ま衣いが呟つぶやく。どこかやさしい目をしていた。

「色々ありすぎました」

　どんなに多くの言葉を重ねても表現しきれないくらいに、色々なことがあった。たくさん泣いて、たくさん叫さけんで、たくさん嘆なげいて、たくさん走り回った。それと同じだけ、笑ったとも思う。

　あれだけたくさんのことがあったから、今この瞬しゆん間かんを咲さく太たと麻ま衣いは大切に思えている。駅で電車を待っているだけなのに、同じ時間を過ごせていることがうれしい。その想おもいが同じであることがたまらなくうれしかった。

「……」

「……」

　お互たがいに目が合ったまま、どちらからも視線を逸そらさない。麻ま衣いに対する愛いとしさが、膨ふくれ上あがっていくのを咲さく太たは実感していた。ある衝しよう動どうとなって咲さく太たの全身を満たしていく。

「あのさ、麻ま衣いさん」

「だーめ」

　躾しつけでもするようなふざけた口調。でも、少し照れた顔で、麻ま衣いは視線を逸そらした。

「まだ何も言ってないんだけど」

「どうせ、キスしたいって言うんでしょ」

　ちらっと咲さく太たの様子を窺うかがってくる。

「チューしたいな～」

　麻ま衣いが周囲を気にする。ホームには少し人が増えていた。

「我が慢まんしなさい。私も我が慢まんしてるんだから」

　周りに聞こえないように、小さな声で囁ささやいてくる。

　同時に、小指だけ摑つかんでいた手を、麻ま衣いが握にぎり直なおしてきた。さっきよりも一本多く、咲さく太たの薬指も捕つかまえて、細い指でぎゅっと摑つかんでいる。

「えー」

　それだけでは物足りないと、咲さく太たは抗こう議ぎの声を上げる。だけど、咲さく太たの悲痛な叫さけびは、

「電車来たわよ」

　と、あっさり流されてしまった。




　咲さく太たと麻ま衣いを乗せた電車は、七しち里りヶが浜はま駅を出発すると、すぐに海岸線に出た。進行方向の左側……窓の外には群ぐん青じよう色いろの海が見える。奥おくの方には、海に浮うかんだ江えの島しまも見えてきた。

　乗り合わせた観光客は、窓の外の景色に釘くぎ付づけになっている。カメラを構えて写真を撮とっている外国人もいた。ここではよく見かける光景だ。

　麻ま衣いをドアの脇わきに立たせた咲さく太たも、つり革かわを握にぎってしばらくは流れる景色を眺ながめていた。いや、半分以上、麻ま衣いのことを見ていた。

　鎌かま倉くら高こう校こう前まえ駅、腰こし越ごえ駅に停車したあと、電車は江えノ島しま駅に到とう着ちやくした。多くの乗客が降りて、その半分くらいの客がまた乗ってくる。江えの島しま観光に向かう人たちと、帰ってきた人たちだろう。

　電車が走り出したところで、

「そう言えば、どんな夢だったの？」

　と、麻ま衣いに聞かれた。

「ん？」

「英語の授業中に咲さく太たが見たっていう変な夢」

「ランドセルを背負った麻ま衣いさんが出てくる夢だった」

　ありのままを答えると、一いつ瞬しゆんにして麻ま衣いの表情から穏おだやかな笑みが消えた。

「……」

　代わりに、侮ぶ蔑べつの眼まな差ざしが咲さく太たに降り注ぐ。これはこれでたまらない心地ここちよさがある。ただ、咲さく太たとしては心外な誤解を受けているようなので、ここは訂てい正せいしておきたかった。

「言っておくけど、今の麻ま衣いさんがランドセルを背負ってたわけじゃないからね」

「なら、どういうことよ」

　まだ麻ま衣いの眼まな差ざしは冷たい。

「六歳くらいの麻ま衣いさんが夢に出てきたの」

「ふーん」

　それには少し意外そうな顔をする。

「ほんと変な夢ね」

「だから、変な夢だって最初に言ったんですよ」

「咲さく太たって、年上好きなのにね」

　そういう解かい釈しやくでの『変』ではないのだが、麻ま衣いが納なつ得とくしているなら、この際それでもいい。

「でも、その夢……」

　少し声のトーンを下げた麻ま衣いは、意図的に咲さく太たの目を見上げてきた。

「思春期症しよう候こう群ぐんってわけじゃないわよね？」

　わずかに心配の色が瞳ひとみに混ざる。

　ネットの一部で囁ささやかれている不可思議な現象。思春期症しよう候こう群ぐん。他人の心の声が聞こえたとか、未来のことを夢に見たとか、そういうオカルトじみた出来事に関する眉まゆ唾つばものの噂うわさ話ばなし。

「……」

　咲さく太たに向けられた麻ま衣いの目が真しん剣けんなのは、それらが単なるネット上の戯たわ言ごとではないことを、お互たがいに身をもって知っているからだ。

　そもそも、咲さく太たと麻ま衣いの出会いの切きっ掛かけこそが、麻ま衣いに起こった思春期症しよう候こう群ぐんだった。

「考えすぎですって」

「咲さく太た、思春期症しよう候こう群ぐんに好かれているじゃない」

「そのおかげで、麻ま衣いさんとお近づきになれたんだから感謝しないとなぁ」

「……」

　麻ま衣いの目はまだ納なつ得とくしていない。

「夢なんて、麻ま衣いさんがイチャイチャしてくれない反動ですよ。それで、新しい世界に目覚めただけですって」

　構ってもらおうと、わざとふざけたことを言う。

　少し遅おくれて、頰ほおにふにっとした感かん触しよくが走った。

「生意気」

　麻ま衣いがきっちり咲さく太たの頰ほっぺたを抓つねってくれている。

「何かあったとしても、僕ぼくには麻ま衣いさんがいるから平気だし」

「ほんと、生意気なんだから」

　咲さく太たにいじわるをする麻ま衣いは、ちょっとうれしそうに笑っていた。




　七しち里りヶが浜はま駅から約十五分をかけて、電車は終点の藤ふじ沢さわ駅に到とう着ちやくした。

　改札を出ると、デパートに囲まれた藤ふじ沢さわの駅前が咲さく太たと麻ま衣いを出で迎むかえる。江えノ電でんの他に、ＪＲと小お田だ急きゆう江えノ島しま線せんが乗り入れる市の中心地。

　この時間帯は、近所の買い物客や帰宅途と中ちゆうの中高生の姿が多い。バスターミナルをすっぽりと覆おおう立体歩道を通って、咲さく太たと麻ま衣いは駅の反対側に出た。咲さく太たが住んでいるマンションは、駅の北側から十分ほど歩いたところにあるのだ。

「今日、スーパーで買い物はいいの？」

　家電量りよう販はん店てんの前に差さし掛かかったところで、隣となりを歩く麻ま衣いからそう聞かれた。

「買い物デートしたいけど、昨日、買い出しはしちゃったんで」

「じゃあ、それは今度ね」

　途と中ちゆう、境さかい川がわにかかる橋をひとつ渡わたる。そこから道なりに進むと、景色は駅前の賑にぎわいから落ち着いた住宅地に移り変わっていく。

　家の近くの公園まで来たところで、

「花楓かえでちゃん、学校は順調？」

　と、麻ま衣いに話を振ふられた。

「今のところ、毎日、張り切って朝から学校に行ってますよ」

　長いこと、不登校が続いていた咲さく太たの妹だが、去年の終わりから冬休みを使って、外に出る訓練を繰くり返かえした。目標にしていたのは年明けの三学期から学校に通うこと。その目標は今のところ見事に達成できている。

　ただ、同級生の視線は未いまだにこわいらしく、みんなよりも少し遅おそい時間に登校して、一日保健室で勉強。下校時間もちょっとずらして、ひとりで帰ってきているのが現状だ。まだ完全に慣れたわけではない。だから、張り切っているわけだが。

　約一年半の間、家から出られなかったことを考えれば、この一ヵ月くらいは本当にがんばってきたと思う。

「学校は、もっと気楽に行ければいいんですけどね」

「少しずつ慣れていけばいいのよ」

　そんな話をしているうちに、住んでいるマンションの前に到とう着ちやくした。麻ま衣いも真向かいのマンションに住んでいるため、ふたりの帰り道は完全に一いつ致ちしている。

「あれ、花楓かえでちゃんじゃない？」

　噂うわさをすればなんとやら。麻ま衣いが視線を向けていたのは駅とは反対方向の道路。こっちに向かってとぼとぼ歩いているシルエットは、麻ま衣いが言ったように花楓かえでだった。

　中学の制服の上から、コートを一枚着ている。俯うつむいた視線は、ちょっと先の地面を見ているようだった。

　その花楓かえでが、何かに気づいたように顔を上げる。視線を感じたのかもしれない。一いつ瞬しゆん、びくっとしていたが、咲さく太たと麻ま衣いを視界に入れると、花楓かえではちょっと困ったように笑った。外で知り合いに会うのがなんか恥はずかしいとか、たぶん、そんな感じなのだろう。

　少し早足になって、咲さく太たと麻ま衣いのところまでやってきた。

「おかえり、花楓かえでちゃん」

　その花楓かえでを麻ま衣いがやさしく出で迎むかえる。

「た、ただいま、麻ま衣いさん」

「コート、着てくれてるんだ」

「あ、はい！　お気に入りです」

　照れたように花楓かえでが笑う。着ているコートは、前に麻ま衣いからおさがりでもらったもの。麻ま衣いよりは低いが、花楓かえでも意外と背が高いので、サイズはぴったり合っていた。

「お兄ちゃん、今、帰ってきたの？」

　麻ま衣いに対する態度とは一転。花楓かえではむくれた顔で咲さく太たを見上げてきた。
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「見ての通りだけど」

「ふーん」

　ちらっと下がった花楓かえでの目は、咲さく太たの手元に向かっている。今も、麻ま衣いと繫つないだままの手。気づいた麻ま衣いがそれとなく手を離はなした。

「そうだ。お兄ちゃん……えっと」

　何か言いかけた花楓かえでの言葉が途と中ちゆうで止まる。

「なんだよ？」

「明日と明後日あさつて、どうしてる？」

　煮にえ切きらない質問。いまいち、何が聞きたいのかわからない。

「土曜日と日曜日を満まん喫きつしてる予定」

　だから、咲さく太たも曖あい昧まいかつ適当に答えておいた。

「ヒマか聞いてるの」

　咲さく太たの態度が面白おもしろくなかったのか、花楓かえでが頰ほおを膨ふくらませる。それを両手で挟はさんでとりあえず潰つぶしておいた。

「明日はバイトだな」

「日曜日は？」

「麻ま衣いさんとデートして、麻ま衣いさんに甘あまえて、麻ま衣いさんに甘あまやかされるのに忙いそがしい」

「むー」

　花楓かえでが不ふ機き嫌げんなうなり声を上げる。

「それじゃあ、困るよぉ」

　俯うつむいて、そんなことを呟つぶやいていた。

「大だい丈じよう夫ぶよ、花楓かえでちゃん。私、週末は用事あるから」

「えー、仕事？」

　今度は咲さく太たが不満の声を上げる。

「まあ、そんな感じ」

　咲さく太たの目を見て、麻ま衣いが微笑ほほえむ。その態度に、咲さく太たは違い和わ感かんを覚えた。仕事だったら『用事』なんて言い方はしないはず。何か隠かくしているように感じる。

　気にはなったけれど、追つい及きゆうしているだけの時間は与えられなかった。咲さく太たが声をかけるよりも先に、白いミニバンが走ってきて、すぐ脇わきに停車したのだ。

　麻ま衣いのマネージャーさんが乗っているのと同じ車種。運転席にいるのは、二十代半ばくらいのスーツ姿の女性。麻ま衣いのマネージャーさんに間ま違ちがいない。名前は花はな輪わ涼りよう子こ。

　車から降りてくると、

「また、咲さく太た君と一いつ緒しよに帰ってきたんですか？」

　と、半分怒おこって、半分困った顔で、麻ま衣いと咲さく太たを見比べていた。

「付き合ってるんですから、別々に帰ってくる方が不自然ですよ」

　しれっと、麻ま衣いが言い返す。

「写真撮とられて騒さわぎになったら困るんですからね」

　念を押おすように、涼りよう子こも引かない。

「噓うそをついて交際を否定したり、隠かくそうとするから騒さわがれるんですって。私と咲さく太たの場合、堂々と交際宣言しているので、今さらスキャンダルにはなりませんよ」

　小言は聞きき飽あきたと言わんばかりに麻ま衣いがそっぽを向く。年上の涼りよう子この前では、麻ま衣いも年相応の子供っぽさを見せる。

「あのですね、麻ま衣いさん。何度も申し上げていますが……」

　涼りよう子こがいよいよお説教モードに入りそうになったところで、

「わかりました。気をつけます」

　と、麻ま衣いはいい子のふりをしていた。

「もう、返事だけはいいんだから」

　振ふり回まわされているのは年上の涼りよう子この方だ。

「じゃあ、私は行くけど……咲さく太たは花楓かえでちゃんの話をきちんと聞いてあげなさいよ」

　咲さく太たに向き直った麻ま衣いがそう声をかけてくる。それから、

「花楓かえでちゃんもまたね」

　と、手を振ふって迎むかえの車に乗り込んだ。涼りよう子こも軽く会え釈しやくをしてから、運転席のドアを閉める。エンジンがかけっぱなしだった車はすぐに走り出した。

「んで、週末ってなんかあるのか？」

　車が角を曲がっていくのを見送りながら、隣となりの花楓かえでに声をかける。

　花楓かえでも車のナンバープレートあたりをじっと見つめていた。不ふ機き嫌げんに睨にらんでいるようにも見える。

「なんでもない」

　やっと口を開いたと思ったら、なんだかふてくされた顔を向けてきた。

「なあ、花楓かえで」

「なに？」

　まだご機き嫌げん斜ななめな様子。

「麻ま衣いさんに不満でもあるのか？」

「あ、あるわけないよ！　やさしくて、綺き麗れいで、かっこよくて……私もあんな風になりたいなあって思うもん」

「花楓かえで、僕ぼくからの貴重なアドバイスがある」

「なに？」

「家に帰ったら、とりあえず、鏡をよく見ろ」

「言われなくても、麻ま衣いさんみたいになれないことくらいわかってるよぉ」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませて、花楓かえでが睨にらんでくる。でも、全然こわくない。

「だったら、なんで不ふ機き嫌げんな顔してんだよ」

「お兄ちゃんが悪い」

　花楓かえではますますむくれている。年とし頃ごろの妹の考えはよくわからない。

「は？」

　だから、素すっ頓とん狂きような声を自然とあげていた。

「麻ま衣いさんにずっとデレデレしてるから」

「そりゃ、するだろ。あんなにかわいい彼女がいたら」

「わかってるけど、嫌いやなんだもん……」

　拗すねたようにそっぽを向いている。構ってほしいオーラが全力開放されている。

「今日、学校でなんかあったのか？」

　結局、まだ花楓かえでの用事は聞けていない。

「美み和わ子こ先生に言われたの……」

　ぽつりと口にしたのはスクールカウンセラーの先生の名前。友とも部べ美み和わ子こ。

「なんて？」

「進路の相談をしたいって」

　自信なさそうに、花楓かえでが上うわ目め遣づかいで咲さく太たを見てきた。

「へ～、進路か」

「うん、進路」

「誰だれの？」

「私のだよぉ」

「ま、そりゃそうだよな」

　全然考えていなかったわけではない。花楓かえでは中学三年生。今はもう三学期。卒業まで残された時間は少ない。けれど、ようやく学校に通えるようになって、まだ十日足らず。花楓かえでの進路のことは、咲さく太たの中で現実味を帯びてはいなかった。

　こうして、花楓かえでの口から聞かされたことで、やっぱり考えないといけないんだよなという気分に認にん識しきが塗ぬり替かわっていく。

「美み和わ子こ先生から、お父さんにも連れん絡らくしてほしいって言われて……」

　咲さく太たを見る花楓かえでの目は、何かを求めている。ここまで話を聞けば、あとはわかる。

「わかった。僕ぼくが聞いとく」

「うん、ありがと」

　それで、安心したのか、花楓かえでの表情はだいぶ和やわらいでいた。

「ちなみに、どうしたいか決まってんのか？　進路」

　郵便ポストを覗のぞいて、オートロックの扉とびらを開ける。後ろからついてきた花楓かえでは、

「どうって言われても……急すぎてわかんないよ、そんなの」

　と、一度合った目を咲さく太たから露ろ骨こつに逸そらした。

　だから、なんとなく、行きたい高校なりがあるんだろうなと咲さく太たは感じた。

　でも、今は言いたくないんだろうと思い、

「ま、そうだよな」

　と、何も気づいてないふりをしてエレベーターのボタンを押おした。





２






　翌々日の日曜日。一月十八日。

　約束の午後一時ぴったりにインターホンが鳴った。

　咲さく太たがスクールカウンセラーの友とも部べ美み和わ子こを玄げん関かんで出で迎むかえて、父親と花楓かえでのいるリビングに通す。

「こんにちは、花楓かえでちゃん」

「こんにちは」

「すみません。日曜日にお時間をいただいて」

　父親が軽く美み和わ子こにお辞じ儀ぎをする。

「いえ、こちらこそ、休日に無理を言ってしまって」

「どうぞ」

　父親に勧すすめられて、美み和わ子こがダイニングテーブルの席に座すわる。椅い子すの背もたれにかけようとしていたコートは咲さく太たが預かって、玄げん関かんの方に吊つるしておいた。午前中に掃そう除じはしたのだが、どうしても冬物にはなすのの毛が付きやすい。咲さく太たの家で飼かっている三み毛け猫ねこのなすの。今は、部屋の様子を、コタツの上から不思議そうな顔で窺うかがっていた。父親と美み和わ子こ……普ふ段だんは家にいない来客が続いて、気になっているようだ。

　リビングに戻もどった咲さく太たは、キッチンに入って急きゆう須すでお茶を淹いれた。

　その間に、話の枕まくらとして、花楓かえでの受験に関する相談は美み和わ子こが受け持つことになった……という説明がなされていた。本来なら中学の担任教師の仕事だが、長く不登校が続いていた花楓かえでに対しては、スクールカウンセラーの美み和わ子この方が安心できるだろう……と学校側の判断が下ったらしい。それを受けて、実際にどうするかに関しては、美み和わ子こと花楓かえでが相談した上で、学校から提案された方針に従うことに決めたそうだ。

　それに、小さく花楓かえでが頷うなずいていた。

　お盆ぼんに湯気の立つ湯飲みを四つと、父親が買ってきたお茶ちや請うけの落らく雁がんを皿に移して、咲さく太たもダイニングテーブルに戻もどった。

「どーぞ」

　お茶と鳩はとの形をした落らく雁がんを美み和わ子この前に置く。

「ありがと。あ、これおいしいですよね」

　いただいてもよろしいですか、と前置きをしてから、美み和わ子こは落らく雁がんを口に運んだ。じっくり味わってからお茶をすする。

　咲さく太たは椅い子すをひとつお誕生日席に移動させて、硬かたい表情をした花楓かえでの側に座すわった。緊きん張ちようしているのだろう。背筋はぴんと伸のびて、両手は太ももの上。顔を上げる勇気はないのか、咲さく太たが置いた湯飲みの底をじっと見ている。

「改めてになりますが、今日、お伺うかがいしたのは、花楓かえでさんの進路について、ご相談させていただきたかったからです」

「はい」

　父親が静かに相あい槌づちを打つ。会社に行くときと同じスーツ姿。ジャケットは脱ぬいでいるが、ネクタイはきちんと締しめられている。

　三十分ほど前に家に来たときには、玄げん関かんで見て、硬かたいなあと思ってしまったが、これが正解なのだと今ならわかる。

　父親の正面に座すわった美み和わ子こも、ジャケットを着たビジネススタイルだったから。

「今は、登校をはじめたばかりなので、できればもっと学校に慣れた上で、進路の相談をスタートさせたかったのですが……一いつ般ぱん的てきな高校受験の出願時期というのが、一月いっぱいに集中しているので、こうしてお話しする機会をいただきました」

　言いながら、美み和わ子こは鞄かばんからＡ４サイズの分厚い封ふう筒とうを取り出して、その中から数枚の書類をテーブルの上に置いた。

「これは、県立高校の主だった受験スケジュールになります。一月二十八日から一月三十日が願書の受付。二月十六日が入学試験。十六、十七、十八日の三日間で面接試験。二月二十七日が合格発表という流れです。私立だと出願開始の時期が一週間程度早くて、すでにはじまっているところもあります」

「あの」

　美み和わ子この説明が途と切ぎれたところで、父親から声が上がる。

「はい。何かご不明な点がありますか？」

「いえ、その……」

　逡しゆん巡じゆんした父親は一いつ瞬しゆんだけ花楓かえでに視線を向けた。言い出しにくいことを言おうとしているのがわかる。気持ちを切きり替かえるように、「失礼」と言って一度お茶を口に含ふくむ。それをゆっくりと飲み込んだあとで、父親は美み和わ子この方に向き直った。静かに息を吸い込む。

「花楓かえでは、普ふ通つうの高校に行けるんでしょうか」

　父親のストレートな質問に、花楓かえでの肩かたがぴくっと動いた。ものすごく根本的で、ものすごく大事な質問。だから、花楓かえでの前では言いい辛づらくても、父親は逃にげずに言葉にしたのだ。濁にごすことも、曖あい昧まいにごまかすこともしなかった。

「ご存知かとは思いますが、まず大前提として……中学校は義務教育のため、出席日数などは関係なく、三月で卒業となってしまいます」

「はい」

「高校進学に関して、ひとつの懸け念ねん事じ項こうである花楓かえでさんの学力面ですが……」

　話を続けながら、美み和わ子こは先ほどの分厚い封ふう筒とうから、また別の紙を取り出した。テーブルに置かれたのは、採点済みの答案用紙。氏名の欄らんには『梓あずさ川がわ花楓かえで』と書いてある。

「これは、昨年の県立高校の入試問題を、金曜日に花楓かえでさんに解いてもらったものです」

　試験結果をみんなの前で見られて、一段と花楓かえでが身を固くしている。肝かん心じんの正答率はというと、マルとバツが半分ずつくらい。

「偏へん差さ値ちという点では、志望校は絞しぼられてしまいますが……これだけ解けていれば、入学できる学校はありますし、選せん択たくの幅はばもあります」

　前に花楓かえでが言っていた。自分自身が勉強をした記き憶おくはないけれど、中学の勉強はある程度わかると。それは、解かい離り性せい障害のため記き憶おくを失っていた『花楓かえで』の代わりに、二年間『かえで』が勉強をがんばってくれていた証あかし。ここに『かえで』がいた証あかし。答案用紙の赤いマルは全部『かえで』が残してくれたもの。それを自覚すると、目め頭がしらが熱くなって、鼻の奥おくがどうしようもなくつんとしてくる。込み上げてくるものをごまかすように、咲さく太たは音を立ててお茶をすすった。

　その咲さく太たを少し不思議そうに花楓かえでが見ている。一いつ瞬しゆん、目は合ったがすぐに逸そらされてしまった。何か気になることでもあったのかを聞こうかと思ったが、美み和わ子こと父親の話が先に進んでしまい、遮さえぎるのもなんだなと思ってやめた。

「県立高校の場合、受験には内ない申しん点てんが大きく影響しますよね？」

　父親の質問に、美み和わ子こが大きく首を縦に振ふる。

「おっしゃる通りです。学校ごとに割合は多少違ちがいますが、中学校の成績をもとにした内ない申しん点てんが四割か五割。面接が二割。入試結果が三割か四割で合否の判定がされます」

「当日の試験ってそんな程度だったのか」

　自分が受験したときは、きちんとシステムを把は握あくしていなかった気がする。状じよう況きよう的てきにも、とにかく一いつ旦たん遠くの学校に行こうという考えだったから、気にしていられなかった。

「これでも、ア・テストが実じつ施しされていた頃ころに比べると、面接と入試で当日の割合は増えた方なのよ。私は最後の世代だけど、内ない申しん点てんが五割、ア・テストが二割で、試験を受ける前に、七割の点数が出ている状じよう況きようだったから。私の場合は、当日の試験で楽ができて、とても助かりましたけど」

　神か奈な川がわの県立受験は独特で、そういう試験があったというのは中学の頃ころに先生が言っていた気がする。だいぶ前に廃はい止しされて、今の形に落ち着いたとかなんとか。

「私も受けましたよ。ア・テスト」

　そう反応したのは父親だ。考えたこともなかったが、父親も高校は神か奈な川がわの県立高校に通っていたらしい。今になって知った。

　隣となりに座すわった花楓かえでは、話に参加できずに今も俯うつむいている。何か言いたいことがあるのか、ぎゅっと両手を握にぎっていた。

「どの道、今の話だと、県立の受験は厳しいように聞こえますけど？」

　何も言わない花楓かえでに代わって、咲さく太たが口を挟はさんだ。

　県立がダメなら私立ということになる。その場合、当然学費は跳はね上あがるので、咲さく太たとしても気になるポイントだった。

「ええ。県立は受験の仕組み自体が、今の花楓かえでさんにとってはどうしても不利になってしまいます」

　ずっと不登校が続いていた花楓かえでには、内ない申しん点てんがないに等しいのだから仕方がない。さらに、面接というのも性格上得意な分野とは言えなかった。美み和わ子こは不利になるとやわらかく言ってくれたが、とても現実的な話には聞こえない。

「そう言った場合に提案しているのが、私立高校が実じつ施ししているオープン型の受験方式です」

「オープン型？」

　聞きなれない言葉。自然と美み和わ子こに聞き返していた。

　その咲さく太たの疑問に答えてくれたのは、父親の方だった。

「当日の試験だけで、合否を判定する受験方式……という認にん識しきであっていますか？」

　確かく認にんするように、美み和わ子こに聞いている。

「間ま違ちがいありません。こちらは試験の日程も少し遅おそめなので、今からだとどうしても急ぎにはなってしまいますが、その中でも、まだ時間を取れる方法です」

　美み和わ子この説明を耳に入れながら、咲さく太たは父親の横顔を見ていた。妙みように受験のことに詳くわしいように思える。昨日今日で高校受験について調べた咲さく太たとは、持っている情報の強度が全然違ちがう気がした。もっと前から準備をしていた感じ。たぶん、花楓かえでの将来について、ずっと前から父親は考えていたのだ。こういう日が来ることもわかっていた。

「受験方式はよくても、私立の場合は、学費がどうしても高くなる傾けい向こうがあります」

　また一枚、美み和わ子こが封ふう筒とうから用紙を出して父親の前に提示する。入学金から三年間の学費を記したモデルケースが書かれていた。

　ちょっと目が飛び出るような金額だ。高校生のバイトで賄まかない切きれる額ではない。

「こちらは、今の花楓かえでさんの学力にあった私立高校の資料です」

　五、六冊のパンフレットを美み和わ子こはテーブルに置いた。

「今のお住まいから通いやすい範はん囲いの学校だけですが……もう少し遠くまで広げれば、まだまだ学校の選せん択たく肢しはあります。なので、学力面に関して言えば、花楓かえでさんの進学先はあると思っていただいて大だい丈じよう夫ぶかと思います」

「はい」

　話は一段落。だけど、父親も美み和わ子こも真しん剣けんな表情を崩くずさない。本題はここからだと理解しているからだ。それは咲さく太たもそうだったし、口を噤つぐんだままの花楓かえでの表情からも感じた。

「ここまで説明を申し上げておいて言うのもなんなのですが……全日制の高校へ今の花楓かえでさんが進学することを、スクールカウンセラーの立場としては、素す直なおにおすすめすることはできません」

　ひとつひとつ言葉を慎しん重ちように選びながら、花楓かえでの反応を逐ちく一いち確かく認にんしながら、ゆっくりと美み和わ子こは語りかけてきた。

「中学で不登校を経験した生徒さんが、高校でも不登校に陥おちいってしまうケースというのは非常に多いんです」

「ええ」

　美み和わ子こがしゃべりやすいように、父親が相あい槌づちを打つ。

「高校では留年もあります。それで、ますます学校から足が遠のいて、退学してしまう生徒さんを私はたくさん見てきました」

　なんとも言えない表情で、美み和わ子こが視線を落としていた。自分が受け持った生徒にもいたのだと思う。そういう、やりきれない顔をしている。力になれなかったという後こう悔かいが影かげを落としていた。

「中学で思い通りにならなくて、高校でも思い通りにならない……そうして、どんどん自信をなくしてしまうと、その先の人生にも大きな影えい響きようを残してしまうんです。一いち概がいにそうだとは言えないのもわかっていますが、可能性がとても高いと思っています」

　実際はどうなるかわからない。高校に入ってみたら、花楓かえでは普ふ通つうに友達を作って、毎日楽しそうに学校に通うようになるのかもしれない。今日の楽しかった出来事を、帰ってくるなり咲さく太たに話してくれるかもしれない。

　だけど、それが楽観的な願望であると言われれば、むきになって反論しようという気は咲さく太たにはさらさらなかった。

　今、聞きたいのは、だったら、花楓かえではどうすればいいのかだ。

「高校は、全日制の他に、こういったものもあります」

　美み和わ子こが鞄かばんから別のＡ４封ふう筒とうを取り出す。こちらも分厚い。その中から、また学校のパンフレットを出して、咲さく太たたちに見えるように置いた。

　一見すると普ふ通つうの高校の入学案内。だけど、どれも学校名の前に通信制と書かれていた。

　それらを見ても、父親と花楓かえでに特別な反応は見られなかった。知っていた。わかっていたという態度。花楓かえでは美み和わ子こから事前に聞かされていたのだろう。父親は事前に全部調べていたのだと思う。

「学校ごとに、特色は違ちがいますが、用意された映像授業などを見ながら、自分の家で、自分のペースで勉強をできるのが通信制高校の特とく徴ちようです。そうしながら、定期的に提出課題をこなして、卒業に必要な単位を取得します。この場合なら、いわゆる学校のクラスになじめないといった問題からは距きよ離りを置けますし、高校の卒業資格を取得する点では、全日制の高校となんら違ちがいはありません」

　パンフレットに手を伸のばして、そのうちのひとつをぱらぱらとめくってみる。どんな感じの学校なのかイメージは沸わいていなかったが、普ふ通つうに修学旅行に行って、普ふ通つうに文化祭をやって、普ふ通つうにスクーリングという授業風景の写真が紹しよう介かいされていた。それらの光景は、咲さく太たの知っている高校のイメージと特に違ちがうという印象はない。

　生徒たちは楽しそうに笑っている。むしろ、全日制の高校に通いながら、学校行事からあぶれている状態の咲さく太たよりずっと充じゆう実じつしているように見える。

「花楓かえでさんは登校を再開したばかりなので、高校の三年間を使って、ゆっくり慣れていくのもいいのではないかというのが、私からの提案です」

「通信制高校は、進級率や、卒業まで到とう達たつする生徒の割合が、全日制に比べて低いと聞きましたが」

「お父様のおっしゃる通りですね。通信制高校のすべての点がいいと申し上げるつもりはありません。毎日学校に通うわけではないので、勉強はきちんと自分のペースを見つける必要がありますし、そのためにはご家族の協力がとても大切になってきます」

「……」

　難しい顔で父親が頷うなずく。何が花楓かえでのためになるのかを考え、迷っているのだろう。美み和わ子こが経験から話してくれたことの意味もわかる。父親が悩なやんでいる理由もわかる。ふたりとも花楓かえでの将来のことをきちんと考えてくれている。

　だから、それはふたりに任せて、咲さく太たは縮こまっている花楓かえでに声をかけた。

「花楓かえではどうしたいんだ？」

　びくっとしてからゆっくりと花楓かえでは顔を上げた。咲さく太たを見たあとで、視線を感じたのか、ちらっと父親と美み和わ子このことも見ていた。でも、また俯うつむいてしまう。

　みんなが自分の話をしている場所に居続けるというのは、それだけでも精神的に疲つかれてしまう。ましてや、花楓かえでの性格では、体力の消しよう耗もうは激しいはず。だけど、こればかりは花楓かえでが決めた方がいい。花楓かえでのこれからのことだから。

「私は……」

　言いかけて口を噤つぐんでしまった花楓かえでを誰だれも急せかさない。花楓かえでが口を開くのを待っていた。花楓かえでには花楓かえでのペースがある。

　心配になったのか、なすのが足元に近づいてきて、花楓かえでの膝ひざに飛び乗った。その背中を花楓かえでがやさしく撫なでる。それで、気持ちが落ち着いたのか、花楓かえでの唇くちびるが再び動いた。

「私は……みんなと同じがいい」

　ぽつりとこぼれた花楓かえでの意思。

　その言葉にわずかに反応を示したのは、美み和わ子こだった。眉まゆ根ねが寄って、少し困った顔をしていた。真意まではわからない。

　ただ、花楓かえでの意見に対しては、肯こう定ていも否定もしなかった。

「全日制の高校に行きたいってことでいいのかな？」

　やさしい声で、花楓かえでに確かく認にんの言葉をかけただけ。

「……」

　無言で花楓かえでが頷うなずく。念を押おすように二回。

「具体的に、行きたい高校はある？」

　なすのの背中を撫なでていた手がぴたっと止まった。だから、やっぱり行きたい学校はあるんだと咲さく太たは感じた。

「それは……」

　花楓かえでは消えそうな声で呟つぶやいただけで、続きの言葉は出てこない。

「言うだけならタダだぞ」

　しばらくかかるだろうと思い、鳩はとの形をした落らく雁がんを口に放り込む。口の中の水分を全部持っていかれた。おかげで、お茶がものすごくおいしい。

　咲さく太たが湯飲みをテーブルに置くと、花楓かえでが何か言いたそうな顔で見ていた。瞳ひとみに想おもいを溜ため込こんで訴うつたえかけてきている。だから、すぐにぴんと来た。花楓かえでが行きたいという高校の名前に……。咲さく太たを見ているのが答えになっている。

「花楓かえでも、食べたいなら食べていいんだぞ」

　けれど、わかってしまったこそ、咲さく太たはあえてわかっていないふりをしてすっとぼけた。

「そうじゃなくて……」

　伝わらないもどかしさに、花楓かえでが不ふ機き嫌げんに口元を突き出す。

「あ、お茶、おかわり持ってきますね」

　美み和わ子この湯飲みが空になっていたので、そう言いながら席を立った。麻ま衣いがいたら笑われるであろう大だい根こん芝しば居い。それを美み和わ子こも、父親も突っ込んではこない。かと言って、咲さく太たの足が本当にキッチンに向かうこともなかった。その前に、花楓かえでの口から、

「お兄ちゃんと同じところ……」

　と、消えそうな声が聞こえたから。

　まだ俯うつむいたままだったけれど、花楓かえではもう少し大きい声で、

「お兄ちゃんが行ってる高校に行きたい」

　と、みんなの前で気持ちをきちんと告げた。

　美み和わ子こはこの日一番困った顔をしていた。県立高校の受験が難しい理由は、さっき聞いた通り。しかも、峰みねヶが原はら高等学校はそこそこの偏へん差さ値ちの高校でもある。周辺の県立高校の中では、上から三番目。合格する見込みはたぶんない。それが表情に出ていた。

　父親は「そうか」と花楓かえでの意見を言葉通りに受け止めている。

　咲さく太ただけは、花楓かえでの頭に手を置いて、

「それならそうと早く言え」

　と、緊きん張ちようしっぱなしの花楓かえでを笑い飛ばした。




　結局、今日だけで結論が出せるわけもなく、その後しばらく話をしたあとで、美み和わ子ことの面談はお開きになった。

　美み和わ子こからは、立場的にも、心情的にも言っておかなければならないこととして、

「峰みねヶが原はら高等学校を受験しても、合格する可能性は限りなくゼロに近いです」

　という見解をはっきりした口調で聞かされた。理由は咲さく太たもわかっている通りで、合否を決定づける四割の要素が内ない申しん点てんであり、二割が面接であること。さらに、峰みねヶが原はら高校の受験生の大半は、今の花楓かえでよりも入試で高得点を得るであろうこと。勉強すると言っても、試験まで残された時間は一ヵ月しかない。

　三つの要素のうち、三つとも、今の花楓かえでには伴ともなっているとは言えない状じよう況きよう。だから、限りなくゼロに近い。というか、たぶんゼロ。

　美み和わ子こはその厳しいだけの状じよう況きようを説明した上で、

「私は、花楓かえでさんが峰みねヶが原はら高校を受験するのには反対です。限られた時間にはなりますので、現実味のある進路選せん択たくをして、準備をさせてあげたいと思います」

　と、大人としての正しい判断を言ってくれた。

　それを聞いた花楓かえでが、部屋に閉じこもってしまい、呼んでも出てこなくなったので、今日の話し合いはお開きになったのだ。

「嫌きらわれちゃったかな」

　しょんぼりしていた美み和わ子こを下まで送り、

「プリンでも食べれば、忘れますよ、どうせ」

　と、言葉をかけて別れた。

　エレベーターで五階に上がり、部屋まで戻もどると、父親が帰かえり支じ度たくをして玄げん関かんで靴くつを履はいていた。

「もう帰るんだ」

「ああ」

　短い返事。急ぐ理由は聞かなくてもわかった。父親が理由を言わないことが理由になっている。

　母さんが心配だから。

「花楓かえでは？」

「部屋にいる。帰るって言ったら『うん』って返事はあったから平気だろ」

「そっか」

　父親と一いつ緒しよにもう一度玄げん関かんを出る。停まっていたエレベーターに乗って、ふたりで一階に下りた。会話は何もない。

　前の道路に出たところで、

「じゃあ」

　と、咲さく太たは軽く手をあげた。

「咲さく太た」

「ん？」

　部屋に戻もどろうとしていた咲さく太たを、父親が呼び止める。

「進路はどうするんだ？」

　花楓かえでの進路を聞いているんじゃないことは、咲さく太たを見み据すえる父親の目を見ればわかる。

「大学行くよ」

　考えも、悩なやみもしないで、咲さく太たは反射的に答えていた。妹が行きたい高校をみんなの前で告げたのに、ここで兄がまごついてはいられない。

「可能な範はん囲いで、学費は自分で稼かせぐけど……足りない分は助けてほしい、です」

　一応、真面目な顔でお願いをしておく。こんな風に父親に何かを頼たのむのははじめてのことで、なんかちょっとだけ緊きん張ちようした。

「わかった」

　そんな咲さく太たを前にして、父親は少しうれしそうに表情を緩ゆるめていた。笑っているのなんて、久しぶりに見た気がする。

「笑うとこ？」

　気になってそう聞いたけれど、父親は答えてくれなかった。

「花楓かえでのこと、頼たのむな」

　それだけ言って、駅の方へと歩き出してしまう。いそいそとした足取り。背中はどんどん小さくなっていく。その後ろ姿を見送っていると、父親がなんで笑ったのか、なんとなくわかった気がした。

　たぶん、うれしくて笑ったのだ。

　頼たよられたことが……頼たよってくれたことが。
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　週明けの月曜日。

　朝のＨＲが終わると、咲さく太たは教室を出て行った担任教師を追いかけて、廊ろう下かで「先生」と呼び止めた。

「梓あずさ川がわか、珍めずらしいな。どうした」

「先生が進路調査を出せって言ったんですよ」

　小さなぺら紙を担任に差し出す。担任はそれを反射的に受け取り、視線を落とした。すると、一いつ瞬しゆん遅おくれてぎょっとした顔をする。

　順番は今のところ適当だが、第一、第二志望の欄らんには、横よこ浜はまにある国立と市立の大学名が書かれているので、それに驚おどろいたのだ。

「そういうことなので」

「お前、今度面談な」

　難しい顔をしていたが、現段階で無む謀ぼうだとは言われなかった。二学期の中間、期末試験の結果がよかったことを知っているからだと思う。

　麻ま衣いに勉強を見てもらっているおかげと言うべきか……。いい結果に結びついていなかったら、麻ま衣いにこっ酷ぴどく[image: 叱]しかられるのは目に見えているので、咲さく太たもまあまあ必死でやっている。理由があると、人間とは結構がんばれるものらしい。

「ご指導のほどよろしくお願いします」

　咲さく太たが礼れい儀ぎ正ただしく言葉を返すと、担任は面食らった様子だった。だが、悪い気はしなかったのか、

「おう」

　と、胸を張っていた。




　進路調査も出してしまった手前、午前中の授業は真面目に受けた。数学、物理、英語と続いてまた数学。英語以外は理系選せん択たくの教科なので、教室内の九割は男子だ。そのため、景色がむさ苦しい。

　そんな灰色の午前中を過ごしたのち、咲さく太たは昼休みになると早々に教室を出た。何も持たずに。

　パンの出張販はん売ばいに駆かけ出だしていく生徒に追おい越こされる。階段では駆かけ下おりてくる上級生とすれ違ちがった。

　流れに逆走して、咲さく太たは三階に上がる。

　真まっ直すぐ伸のびた廊ろう下かの一番奥おく。空き教室のドアを開けて中に入る。

　普ふ段だんは誰だれも使っていない無人の教室には先客がいた。

「あ、咲さく太た」

　気配に気づいて振ふり向むいたのは麻ま衣いだ。窓まど際ぎわの机を向かい合せにくっつけて、咲さく太たが来るのを待っていた。その手には、弁当サイズの巾きん着ちやく袋ぶくろがふたつある。

　昨日、夜に麻ま衣いから電話があって、

「お弁当作ってあげるから、明日のお昼は一いつ緒しよに食べるわよ」

　と、昼休みデートに誘さそわれたのだ。

　海が見える窓まど際ぎわ。向かい合わせの席に座すわって、麻ま衣いお手製の弁当を広げる。下味のしっかりついた鶏とりの唐から揚あげ。刻んだ大葉を混ぜ込んださっぱりした味付けの卵焼き。カリッとしたベーコンの食感がアクセントになっているポテトサラダ。ご飯にはゴマと真ん中に梅干しが添そえられたお弁当らしいお弁当。どれもひと手間入っている感じで、とてもおいしい。その想おもいを率そつ直ちよくに、おいしい、おいしいとアピールしていたら、気をよくした麻ま衣いが一度だけ「あーん」をしてくれた。

　ただの昼休みでも、麻ま衣いと一いつ緒しよに過ごせれば至福の時間に変わる。

「ごちそうさまでした」

「お粗そ末まつ様さまでした」

　おかげですぐに食べ終わってしまう。

「けど、麻ま衣いさん急にどうしたの？」

　空っぽになった弁当箱を片付けながら、咲さく太たは素そ朴ぼくな疑問を口にした。

「どうしたのって、何が？」

「なんかあるのかな～って」

　片付けた弁当箱の巾きん着ちやくをそれとなく眺ながめる。

「急に咲さく太たのお弁当を作りたくなっただけよ」

　返ってきたのはそんなかわいい理由。

　その麻ま衣いは、弁当箱を鞄かばんにしまうと、代わりに薄うすいＢ５サイズの冊子を何冊か取り出していた。表紙の一番上には『外国語（英語・筆記）』と書いてある。その下には、注意事じ項こうが続いていたが、麻ま衣いがページをめくってしまったので、最後までは読み取れなかった。ただ、マークシートがどうのと書いてあった気がする。つまり、何かの試験問題。この時期にあるとすれば、大学入試に関係するあれが一番に思い当たる。

「麻ま衣いさん、それなに？」

　冊子を指差しながら質問をぶつける。なんとなく嫌いやな予感がしながら……。

　麻ま衣いはスマホも鞄かばんから出して、冊子を確かく認にんしながら何かを打ち込んでいた。

「センター試験の問題用紙だけど」

　そんな気はしていたが、本当にそうだった。

「過去問ってやつ？」

「ううん。今年の」

「今年の？」

「そう、今年の」

　スマホの操作に忙いそがしいらしく、麻ま衣いは咲さく太たを見てもくれない。

「……」

「……」

「えーっと、なんで今年のセンター試験？」

「昨日と一昨日受けてきたから」

　今なお、問題を見ながら、麻ま衣いはスマホの操作を続けている。英語は済んだらしく、続いて数学の問題冊子をめくっていた。

「それは、何してんの？」

　今度はスマホを指差しながら、麻ま衣いに質問する。

「自己採点よ」

　麻ま衣いはさらっと教えてくれたのだが、咲さく太たは全然すっきりしない。

「便利よね。スマホに解答を打ち込むだけで、得点計算してくれるんだから」

　全教科の入力が終わったらしく、点数の集計画面を咲さく太たの方へと向けてきた。詳しよう細さいはよくわからないけれど、九百点満点中、八百三十点を獲かく得とくしている。麻ま衣いのご機き嫌げんな様子からそれが高得点なのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。ミスが一割未満なのだから、それだけでも単純にすごい成績に思えた。満点の教科もあるんじゃないだろうか。

「麻ま衣いさん、今年受験するってこと？」

「ええ」

「一いち浪ろうして、僕ぼくと一いつ緒しよのキャンパスライフをエンジョイしたいんじゃなかったっけ？」

「受験は今年しておいて、一年休学することにしたの」

「その心は？」

「その方が、咲さく太たが死しに物もの狂ぐるいで勉強すると思ったから」

　両手で頰ほお杖づえを突いて、とても楽しそうに麻ま衣いは咲さく太たを見ている。スポーツドリンクのＣＭでやっていたさわやかな笑顔だ。「あの笑顔かわいすぎるだろ」と、今日も行きの電車の中で、別の学校の高校生が話題にしていた笑顔……。それが、今は咲さく太たにだけ向けられている。それはとても幸せなことなのだが、咲さく太たの想おもいはなんとも言えず複雑だった。

　つまり、これこそが咲さく太たを昼休みに呼び出した麻ま衣いの狙ねらい。

　お手製の弁当につられてやってきた咲さく太たに、ぶっとい釘くぎをどすんと刺さしておくこと。

　一いつ緒しよに受験するのなら、うっかり落ちても慰なぐさめてもらえるかもしれないと思っていた咲さく太ただったが、その逃にげ道みちを麻ま衣いは笑顔で塞ふさごうとしている。

　こうなると、よからぬことが頭を過よぎってしまう。国公立の受験は、二段階制。二次試験がまだ残っている。麻ま衣いにはその二次試験で盛せい大だいに失敗してもらって……。

「今、落ちればいいのにって考えたでしょ」

「まさか」

　あっさり心を見み透すかされている。動どう揺ようを静めるために、咲さく太たは窓の外に視線を向けた。海は広いなあとか考えてから、もう一度麻ま衣いに向き直った。

「ちゃんとがんばるからご褒ほう美びがほしいなって思ってるだけですって」

　やれるだけのことはやる。そのつもりではいる。気持ちの根っこはそこにある。でも、勉強に明け暮れる日々を思うと、やはり憂ゆう鬱うつにはなるのだ。潤うるおいはほしい。

「じゃあ、デートしてあげるわよ」

　麻ま衣いはいいことを思いついたという顔だ。

「今日、仕事もないし。放課後ね。今だと江えの島しまにチューリップ畑があるみたいよ」

　スマホの画面にチューリップ畑の様子を映して咲さく太たの方へと向けてくる。

　普ふ段だんならふたつ返事でオッケーしている。だが、この日はそういうわけにはいかなかった。

「あー」

　咲さく太たの口からもれたのはバツが悪そうな声。

「なに、嫌いやなの？」

　不満そうに麻ま衣いが目を細める。

「ちょっと用事が……」

「バイト？」

「まー、そんな感じ」

　曖あい昧まいに濁にごしていると、

「金曜日の当てつけかしら？」

　と、不満を通とおり越こして、不ふ機き嫌げんな光が麻ま衣いの瞳ひとみに宿る。

「滅めつ相そうもない。僕ぼくは麻ま衣いさんに隠かくし事ごとなんてしませんって」

「やっぱり、当てつけじゃない」

　容よう赦しやなく不ふ愉ゆ快かいだという感情を咲さく太たにぶつけていた麻ま衣いだったが、その調子は長く続かなかった。

「ま、いいけどね。咲さく太たが優先するってことは、どうせ、花楓かえでちゃんのことだろうし」

　金曜日に、花楓かえでが何か言いたそうにしていたのは麻ま衣いも知っている。だから、簡単に結びつけることができたのだと思う。

「そんな感じです」

「ふーん、いいけど」

　そう言うわりに、麻ま衣いの目は未いまだに不満げだ。机の下では、咲さく太たの足をやんわり踏ふんでいる。上うわ履ばきは脱ぬいでくれているので別に痛くはない。どちらかというと気持ちいい。そう思っていると、ちょっと強めに踏ふんできた。

「あの、麻ま衣いさん」

「なあに？」

　涼すずしい顔で何事もないように返事をしてくる。

「いえ、なんでもないです」

　だから、麻ま衣いの気が済むまで踏ふまれておくことにした。どんな理由があれ、かわいい彼女からの誘さそいを断ったのだから仕方がない。この程度の八つ当たりは、喜んで受け止められる男になりたいと思っていたので、むしろ丁度いい。きっと、今が男としての成長のチャンスなのだ。
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　放課後、咲さく太たは当番だった教室の掃そう除じを済ませてから、普ふ段だんは寄り付かない職員室に足を運んだ。

　帰りのＨＲが終わったあとで、

「梓あずさ川がわ、ちょっと職員室来てくれ」

　と、担任に言われたからだ。

「掃そう除じ当番はさぼっていいってことですね」

「掃そう除じ当番が終わったらでいい。ちゃんと来いよ」

　わざわざ念を押おされたので、すっぽかして帰るのも忍しのびない。一体何の用事だろうかと思いながら、

「失礼します」

　と挨あい拶さつをして、職員室のドアを開けた。

　教室ふたつ分くらいの広さがある室内を見回す。すると、部屋の真ん中あたりの席に座すわった担任と目が合った。

　何かのプリントを複数枚持って、咲さく太たが待つドア口までやってくる。

「これ解いて、今の実力を確かく認にんしておくように」

　差し出された用紙の一番上には、『外国語（英語・筆記）』と書いてある。どこかで見た表紙。下には試験を受ける際の注意事じ項こうが記されている。

　昼休みに麻ま衣いが自己採点をしていたセンター試験の問題。そのコピーだ。

　咲さく太たが受け取らずにいると、担任が胸むな元もとに押おし付つけてきた。

「目標は五科目の合計で、九百点満点中、七百五十点以上な」

「今朝、進路調査出したばかりなのに、随ずい分ぶん早いですね」

「遅おそいくらいだ。二年の夏にはみんなはじめてるぞ」

　咲さく太たが言ったのは、担任の行動が早い……という意味だったのが、すり替かえられてしまった。より意味を持つ方向へ……。

「はあ」

「ご指導のほどよろしくお願いしますって言ったのは梓あずさ川がわだろうが」

　気のない返事の咲さく太たに、担任は呆あきれた顔をしている。

「とにかく、やっておくように」

「わかりました」

　職員会議がどうのと、他の先生に担任が呼ばれたこともあって、話はそれで済んだ。

「失礼しました」

　誰だれも聞いてない挨あい拶さつをして、咲さく太たは職員室のドアを閉める。

　渡わたされたセンター試験の問題は、歩きながら鞄かばんに突っ込んだ。これでようやく帰れる。

　掃そう除じ当番に続いて、職員室への呼び出し。真まっ直すぐ帰っているいつもと比べたら三十分ほど遅おそい。校内は、咲さく太たの知っている放課後よりも静かな印象だった。

　帰宅する生徒はさっさと帰宅して、部活に出る生徒だけが残っている時間帯の独特の空気。誰だれもいない廊ろう下かには、遠くから部活の掛かけ声ごえが聞こえてきて、気だるい雰ふん囲い気きが漂ただよっている。結局、誰だれともすれ違ちがわずに、咲さく太たは昇しよう降こう口ぐちまでやってきた。

　だから、わざわざ麻ま衣いは待っててくれないだろうなと思った。

　でも、待っててくれているかもしれないという気持ちもあった。

　咲さく太たを驚おどろかすためだけに、妙みように健けな気げなことをしてくれたりもするから。

　そういう麻ま衣いの姿を、今日は期待してしまう。

　だが、残念なことに、下げ駄た箱ばこの前に麻ま衣いの姿はなかった。

　そもそも生徒の姿が見当たらない。

　昼休みに放課後デートを断ったばかりなので、これが現実だ……。

「ま、そうだよな」

　ひとり納なつ得とくしながら、下げ駄た箱ばこを開ける。

　すると、二つ折りにされた小さな紙が、はらりと舞まい落おちた。

「ん？」

　疑問に思いながら拾い上げる。

　開いて見ると、『ばーか』と麻ま衣いの綺き麗れいな字で書いてあった。

　デートを断ったことをまだ根に持っているというアピール。だけど、わざわざ麻ま衣いの方からアプローチしてきてくれているので、実際はそんなに怒おこってないんだとわかる。これは、あとで「私の機き嫌げんを取りなさいよ」というメッセージみたいなもの。

　それがおかしくて思わずにやけてしまう。

　すると、メモの下の隅すみっこに、小さな文字でまだ何か書いてあることに気づいた。


　──にやにやしないの



　完全に咲さく太たの反応が見み透すかされている。

　それで、ますます咲さく太たはにやにやしてしまった。

　こんなやり取りも最高に楽しい。

　だから、靴くつを履はいても、歩き出しても、咲さく太たのにやにやはなかなか収まらなかった。『ばーか』と書かれた小さな紙は、二つ折りにして制服のポケットに大切にしまっておいた。




　学校を出た咲さく太たは、いつも通り七しち里りヶが浜はま駅から電車に乗って、ぼんやり海を眺ながめながら藤ふじ沢さわ駅まで帰ってきた。

　江えノ電でん藤ふじ沢さわ駅のホームの時計は、午後四時半になろうとしている。

　改札を出て、連れん絡らく通路を人の流れに合わせて進む。ＪＲと小お田だ急きゆうの駅舎を通とおり抜ぬけ、駅の北側に出た。

　帰り道はここから家電量りよう販はん店てんの脇わきを進むルートだが、この日の咲さく太たは反対方向に舵かじを切った。

　やってきたのは、咲さく太たがバイトをしている駅近くのファミレス。日もだいぶ傾かたむいているので、外からだと店内がとても明るく見えた。

　その通い慣れたバイトの店先に、咲さく太たは知った顔を発見した。

　ウェイターの制服に、上着を一枚羽織った長身の男子。咲さく太たの数少ない友人のひとりである国くに見み佑ゆう真まだ。ほうきとちりとりを持って、店の周囲を掃そう除じしている最中だった。

「国くに見み」

　声をかけると、顔を上げた佑ゆう真まが咲さく太たを見た。

「あれ、咲さく太た、今日シフトだっけ？」

「お前こそ、部活は？」

　佑ゆう真まは学校ではバスケ部に所属している。学校の体育館で練習試合でもあろうものなら、女子が集まってそれなりにキャーキャー言われたりもしている人気者。

「土日、練習試合で遠えん征せいだったから、今日は休みなんだよ」

「だったら、休んどけよ」

　バイトを入れたら部活が休みになった意味がない。

「どうせ、他の連中だって遊びまわってんだし、なにしたって一いつ緒しよだろ」

　さわやかに本当のことを言ってのける。

「んで、咲さく太たは何？」

「ちょい、待ち合わせ」

「桜さくら島じま先せん輩ぱい？」

「違ちがう」

「浮うわ気きはほどほどにしておけよ」

「僕ぼくは国くに見みほどモテないから心配するな」

　店内を覗のぞくと、壁かべにかかった時計は四時四十分を示していた。約束の時間までは二十分ある。ひとりで店に入ってもヒマなので、佑ゆう真まの仕事の邪じや魔まをすることにした。

「なあ、国くに見み」

「ん？」

　どこからか飛んできた落ち葉をほうきではいて、ちりとりに放ほうり込こんでいる。

「高校出たら、国くに見みってどうするんだ？」

「なんだよ、急に」

　似合わねえと言いながら佑ゆう真まが軽く笑う。

「急でもないだろ。今年になって、進路調査とかあったし」

「あー、まーな。てか、咲さく太たは大学だろ？　桜さくら島じま先せん輩ぱいと一いつ緒しよの」

「それ、国くに見みに話したか？」

　言った覚えはない。

「双ふた葉ばに聞いた」

　理由としてあげられたのは、咲さく太たと佑ゆう真まの共通の友人。同じ学年の双ふた葉ば理り央お。放課後はいつも物理実験室で科学部の活動に勤いそしんでいるので、きっと、今いま頃ごろもそうしているはず。息いき抜ぬきに、アルコールランプとビーカーでコーヒーを淹いれて、くつろいでいるかもしれない。

「『梓あずさ川がわは楽しそうでいいね』って言ってたぞ」

「馬ば鹿かにされているように聞こえるのは気のせいか？」

「普ふ通つうに、『羨うらやましい』ってさ。俺おれもちょいわかるな」

「国くに見みには、アグレッシブな彼女がいるだろ」

「咲さく太たにだけな。つーか、上かみ里さととまた揉もめたんだってな。金曜かな？　めちゃくちゃ咲さく太たの文句言ってたぞ」

「安心しろ。僕ぼくはもう気にしてない」

「それ、加害者が言う台詞せりふじゃないっての」

　そういうとこだぞ、と佑ゆう真まが声を上げて笑う。ことの顚てん末まつは全部聞いているのだろう。咲さく太たが居い眠ねむりをしていて、その代わりに上かみ里さと沙さ希きが教師に当てられた。咲さく太たが直接何かをしたわけではないけれど、ここは素す直なおに加害者扱あつかいを受け入れておく。

「でも、いいよな。大学楽しそうで」

　立てたほうきの柄えに、佑ゆう真まが顎あごを乗せて体重を預ける。その目はそれとなく空を見上げていた。

「ま、勉強は勘かん弁べんだけど」

　すぐに、おどけたようにそうつけ足す。

「国くに見みは、受験勉強しなくていいのか。最高だな」

「いんや。ちょい勉強はしなきゃダメだ」

「何の？」

「採用試験の」

「何の？」

「消防士」

「へー」

　はじめて聞く話だったが、妙みように納なつ得とくしてしまう。向いているか、向いていないかは咲さく太たの勝手な印象に過ぎないが、佑ゆう真まらしい将来に思えた。そういう仕事は、佑ゆう真まのように誠実な人間にやってもらいたい。

「じゃあ、うちが火事になっても安心だな」

「火のもとに気をつけろよ」

　咲さく太たの軽口を、佑ゆう真まも冗じよう談だんで笑い飛ばしてくれる。

「双ふた葉ばには言ったのか、それ」

「双ふた葉ばは、火のもとに気をつけるって言ってたよ」

「振ふられた腹いせに、国くに見みを失業させる気か。やるな、双ふた葉ば」

「火事とか、災害がなくなるなら、失業でもいいかもな。まだ採用前だけど」

　のんきな調子で佑ゆう真まが笑った。これが冗じよう談だんでもないところが、佑ゆう真まのすごいところだと思う。

「とりあえず、初任給が出たら、就職祝いとして僕ぼくと双ふた葉ばに美味うまいものをご馳ち走そうしてくれな」

「そこは、咲さく太たがおごれよ」

　そんな馬ば鹿かげた話で盛り上がっていると、

「咲さく太た君」

　と、後ろから声をかけられた。

　振ふり向むくと、まだ約束の時間の十分前にもかかわらず、友とも部べ美み和わ子こが立っていた。

「咲さく太たって、ほんと年上好きなんだな」

　ぼそっと佑ゆう真まが何か言っていたが、それは聞こえなかったことにした。
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　美み和わ子ことはファミレスで一時間ほど話し込んだ。

　会計を済ませて店を出ると、外はすっかり夜の景色に変わっていた。見上げた空は薄うす暗ぐらい。周囲の繁はん華か街がいは煌こう々こうと明かりが灯ともっていた。

　ＪＲの改札まで美み和わ子こを送り、

「今日は、時間を作ってもらってありがとうございました」

　と、軽く頭を下げた。

「何かあったら、いつでも相談してね」

　小さく手を上げて、美み和わ子こは改札の中に消えていく。

　ひとりになると、咲さく太たは駅からの帰り道をとぼとぼと歩いた。そうすること約十分。住んでいるマンションの前にたどり着く。なんとなく見上げたのは、真向かいに立っている大きなマンション。九階の角部屋は麻ま衣いが住んでいる部屋だ。

　今は、明かりがついていなくて窓は真っ暗だった。

　放課後デートの誘さそいを咲さく太たが断ったから、ふて寝ねでもしているんだろうか。あとで電話の一本くらい入れておこう。ご機き嫌げんを取らないといけない。

　そんなことを考えながら、エレベーターで五階に上がった。

　鍵かぎを出して自分の家のドアを開ける。

　玄げん関かんの中に入ると、咲さく太たは足元に窮きゆう屈くつさを感じた。普ふ段だんよりも並んでいる靴くつの数が多い。咲さく太たのものでもなれば、花楓かえでのものでもない。見慣れてはいないが、見たことはある気がする靴くつが二足。

　リビングの方からは、女子の話し声がもれてきている。どうやら、来客があるらしい。

「ただいまー」

　靴くつを脱ぬいで家の中に入る。リビングに顔を出すと、

「あ、おかえり、咲さく太た」

　と、キッチンから声をかけられた。エプロン姿の麻ま衣いがじゃがいもの皮を剝むいている。

「ごめん。キッチン、借りてるわね」

「なんで、麻ま衣いさんが？」

「帰りに下で花楓かえでちゃんに会ったのよ。咲さく太た、用事あるって花楓かえでちゃんに言ってなかったんでしょ？」

　説明になっているような、全然なっていないような説明。

　咲さく太たの帰りが遅おそくなるかもしれないから、それを見み越こして、花楓かえでの夕飯を作りに来てくれたということだろうか。

　麻ま衣いに関しては、それで納なつ得とくしてもいい。というか、エプロン姿も拝おがめた上に、夕飯まで一いつ緒しよに食べられるので言うことはない。なんなら、料理を続ける麻ま衣いの様子を、このままずっとただ眺ながめていたいくらい。

　だが、来客はもうひとりいた。ダイニングテーブルに座すわった金きん髪ぱつの女子高生。その頭とう髪はつとは真逆の……時代と歴史を感じるお嬢じよう様さま学校の制服を着ているのは、麻ま衣いとは母親違ちがいの姉し妹まいである豊とよ浜はまのどかだ。『スイートバレット』というアイドルグループの一員でもある。

「あー、おかえり」

　と、咲さく太たに気のない挨あい拶さつをしたあとは、正面に座すわった花楓かえでに話しかけている。花楓かえでは真面目な顔で、うんうんと頷うなずいて、前に広げたノートに何やらメモを取っていた。

　よく見れば、ふたりの間には英語の教科書が広げられている。その文章をのどかは意外と流りゆう暢ちように読み上げながら指でなぞって……かと思うと、すらすらと和訳していた。「この場合のonはね」と、花楓かえでにやさしく解説しながら……。

　見た目は、金きん髪ぱつにギャルメイクのイケイケ女子高生なのに勉強はできる。着ている制服も、横よこ浜はまにある偏へん差さ値ちの高いお嬢じよう様さま学校のものだったりするから、性質たちが悪い。

「なんで、豊とよ浜はまがいるんだよ」

「お姉ちゃん、今日は咲さく太たの家でご飯食べるっていうからついてきた」

「ついてくるな。姉あね離ばなれをしろ」

　のどかは去年の秋から麻ま衣いの家に転がり込んで、姉し妹まいで暮らしている。このままずっとのどかに居い座すわられていては、咲さく太たとしては不便で仕方がない。咲さく太たの家には花楓かえでがいるから、ゆっくり麻ま衣いとふたりきりになれる空間の確保が難しいのだ。

「あと五年は無理」

　やけにはっきりとのどかはとんでもない期間を口にした。

「なんだ、五年って。ふざけんな」

　いくら何でも長すぎる。

「だって家に戻もどるより、大学もお姉ちゃんの家から通った方が近いし」

　困ったことに、麻ま衣いが大好きなのどかは麻ま衣いと同じ大学を受験すると豪ごう語ごしている。すなわち、今後、咲さく太たが合格を目指す大学と一いつ緒しよということ。

「僕ぼくと同じ学科だけは絶対に受けるなよ」

　のどかは咲さく太たと同じ学年なので、学科がかぶると、合格の枠わくをひとつ奪うばわれてしまう。

「あ、でも、待てよ……」

　そこまで考えたところで、咲さく太たはあることを思いついた。

「やっぱり、同じ学科でもいいや」

「は？　たった一年で、あたしより勉強できるようになる気？」

　どこか挑ちよう発はつ的てきな視線。前に勉強を教えてもらったこともあるので、咲さく太たの学力はのどかに筒つつ抜ぬけになっている。だが、勉強ができるからと言って、咲さく太たの考えが理解できるとは限らない。世の中には、偏へん差さ値ちで測れないものがたくさんある。

「違ちがうわよ、のどか。落ちたときに、咲さく太たはのどかのせいにするつもりなの」

　さすがというか、麻ま衣いにはあっさり狙ねらいがばれてしまった。

「じゃあ、絶対に咲さく太たとは別の学科にする」

「つれないこと言うなよ。同じ学科でキャンパスライフを謳おう歌かしようぜ、どかちゃん」

　ファンから呼ばれているあだ名で呼ぶと、ものすごく嫌いやそうな顔でのどかは睨にらんできた。

　からかうのはこの辺にしておいた方がよさそうだ。

　のどかの沸ふつ点てんの問題もあるけれど、それ以上にさっきからちらちらと咲さく太たを見ている花楓かえでのことが気になっていた。

　目が合うと、

「おかえり」

　と、今さらのように花楓かえでが言ってくる。

「あー、ただいま」

「……」

　何か言いたそうな花楓かえでの目。でも、何も言ってこない。キッチンから出てきた麻ま衣いが、その花楓かえでの両りよう肩かたに後ろからぽんっと両手を置いた。

「咲さく太たに話があるんでしょ？」

　そう言って、肩かた越ごしに顔を覗のぞき込こむ。

　一度大きく頷うなずくと、花楓かえでは席を立って咲さく太たの前までやってきた。

「わ、私……！」

　突とつ然ぜんの大きな声。部屋の隅すみにいた三み毛け猫ねこのなすのがびくっとして目を見開いている。じっと、こっちの様子を窺うかがっていた。

「え、えっと……私ね」

　今度はボリュームをコントロールして、咲さく太たを見上げてきた。

「私……やっぱり、お兄ちゃんが通ってる高校に行きたい」

　花楓かえでの声はわずかに震ふるえていた。

「お兄ちゃんの学校がいい」

　瞳ひとみは不安と緊きん張ちようで満たされている。

「試験、受けたい」

　それでも、花楓かえでは最後の一言を告げるまで、咲さく太たから視線を逸そらさなかった。ぎゅっと、両手を無意識にお腹なかのあたりで握にぎって、不安や緊きん張ちようと戦っている。今も。

「んじゃ、これ書いてな」

　軽い口調で言いながら咲さく太たが鞄かばんから出したのは、薄うすっぺらなＡ４サイズの封ふう筒とう。それを花楓かえでの頭の上に置いた。

「な、なに、お兄ちゃん」

　わけがわからないという表情で、花楓かえでが封ふう筒とうに手を伸のばす。その花楓かえでが封ふう筒とうから引っ張り出したのは、少し厚みのある一枚の用紙。

　視線を落とした花楓かえでの目には、『入学願書』の文字が見えたはずだ。

「え……え!?　どうして？」

「友とも部べさんにもらってきた」

　今日、麻ま衣いの誘さそいを断ってまで美み和わ子こと会ったのはこのため。花楓かえでが峰みねヶが原はら高校を受験できるようにお願いするつもりだった。だけど、そこは美み和わ子この方が一枚上手で、ファミレスの席に座すわるなり、願書を差し出された。咲さく太たに呼び出された時点で、相談内容はわかっていたと言われて……。

　そのあとは、複雑な胸の内を語ってくれた。できないことをできないとはっきり言ってあげることも大人の役目。やりたい気持ちを尊重してあげることも、同じように大人の役目だろうと。

　そして、その先のことを考えて、寄より添そってあげることが自分の役割だからと言って……咲さく太たに願書を預けてくれた。

「だから、勉強がんばれよ」

「がんばるから……お兄ちゃんにお願いあるんだけど」

　何を言われるかはだいたい予想がついた。だからこそ、

「ん？」

　と、すっとぼけておく。麻ま衣いとのどかの生温かい視線がなんとも居い心地ごこちが悪い。

「勉強教えてほしい」

　自信のなさそうな困った顔で、花楓かえでが見上げてくる。

　最初から返事は決まっていたから、

「落ちても、僕ぼくのせいにするなよ」

　とだけ言って、咲さく太たは着き替がえるために、自分の部屋に向かった。

　ドアを半分だけ閉めて、制服を脱ぬぐ。パンツ一丁になると、リビングの方からは、スタート地点に立った花楓かえでを、麻ま衣いとのどかが祝福する声が聞こえてきた。

　ただ、こうなってくると、ひとつ大きな問題が浮ふ上じようしてくる。

「中学の勉強なんて、僕ぼく、覚えてんのかな……」

　一番の心配事は、咲さく太た自身の基き礎そ学力だった。







[image: 第二章　歩くような速さで]











１






　ビーカーの中で沸ふつ騰とうしはじめた水が、ぽこっ、ぽこっと音を立てる。最初はゆっくり間かん隔かくをあけて……。次し第だいに勢いがついてくると、気き泡ほうの大合唱へと変わっていく。

　その音の変化を、咲さく太たは受験対策用の問題集を見ながら聞いていた。エネルギー保存の法則に関する設問の答えを考えつつ……。

　すると、難しい顔をした咲さく太たに、話しかけてくる声があった。

「あのさ、梓あずさ川がわ」

「ん？」

　呼ばれるまま視線を上げる。実験テーブルの真向かいに座すわっていたのは、咲さく太たの数少ない友人のひとり……同級生の双ふた葉ば理り央おだ。

　知的なメガネに、頭の後ろでまとめた長い髪かみ。身長１５５センチの小こ柄がらな体に、今日も制服の上から白衣をまとっている。

「梓あずさ川がわは、桜さくら島じま先せん輩ぱいと同じ大学を受験するんじゃなかったっけ？」

　理り央おはビーカーの下からアルコールランプを引ひき抜ぬくと、キャップを被かぶせて火を消した。咲さく太たに話しかけてきておきながら、先ほどから一度も咲さく太たを見ようとはしない。火を使っている以上は、火の用心だ。さすが、消防士になるという国くに見み佑ゆう真まを失業させる決意を固めているだけのことはある。

「そうだよ。前に言ったろ？　おかげで受験勉強が大変でさ」

　よりにもよって麻ま衣いが選んだ志望大学は、国公立限定。センター試験は五教科すべてある。当然、五教科分の試験対策をしなければならない。

　とりあえず、現在の実力を自覚するために、今年麻ま衣いが受けたというセンター試験の問題を咲さく太たも解いてみたのだが、結果は芳かんばしくなかった。

　全教科の合計を九百点満点として、咲さく太たの点数は五百五点。正答率にして、約五十五パーセント。

　これが学校の試験であれば、それほど悲観的になる数字ではないと思うのだが、センター試験となると勝手が違ちがうらしい。

　実際、こっそり今年のセンター試験を受けていた麻ま衣いの自己採点結果は、九百点満点中の八百三十点だった。正答率にすると、九十パーセントを超こえている。

　教科によっては、満点を狙ねらうのが当然のようなことを言われた。数学なんかは特に。人生初となる満点を、咲さく太たは来年のセンター試験本番で取らなければならないらしい。

　ふがいない点数しか取れなかった咲さく太たを、麻ま衣いは怒おこらなかった。呆あきれた顔をすることもなかった。ただ、聖母のように微笑ほほえんで、

「咲さく太た、私のこと好きよね？」

　と、やさしく言ってきただけ……。

　むしろ、この方が辛つらい。

　こんなことなら、怒おこられて、呆あきれられて、[image: 叱]しかられた方がましだった。「勉強しなさい」とストレートに言われた方が、まだ救いがあった。

　大変ありがたいことに、麻ま衣いは咲さく太たの扱あつかい方かたを本当によくわかっている。

「気づいてないようだから、友人としてひとつ教えておくけど」

　理り央おの声で我に返る。

　視線をテーブルに向けると、理り央おがインスタントコーヒーの瓶びんを開けていた。適量の粉を新しいビーカーに入れて、アルコールランプで沸わかしたお湯を注いでいく。白い湯気が立ち、コーヒーの香かおりがテーブルの周囲に漂ただよってきた。

「なんだよ？」

　無む謀ぼうな受験だから諦あきらめろ、とでも言うつもりだろうか。けれど、咲さく太たの知る理り央おなら、そんなことは言わないはずだ。もし言うのなら、最初に麻ま衣いと同じ大学を受験すると告げた際に言われていると思う。

　実験で使うガラス製の攪かく拌はん棒ぼうでコーヒーを軽く混ぜながら、理り央おがようやく視線を上げた。一いつ瞬しゆんだけ目が合い、でも、すぐに咲さく太たの手元に視線を落とすと、

「梓あずさ川がわが見ているその問題集、高校受験用のやつだよ」

　と、心配するような声で言ってきた。

　理り央おにつられて、咲さく太たの視線も手元の問題集に落ちる。先ほどから見ていたエネルギー保存の法則に関する問題は、確かに高校受験対策用の内容だ。位置エネルギーから運動エネルギーへの変へん換かん。中学生レベルの問題。

「いろんな意味で大だい丈じよう夫ぶ？」

　眼鏡のレンズ越ごしに、かわいそうな人に向ける目で理り央おは咲さく太たを見ていた。

「これは、花楓かえでに勉強を教えるための予習だ」

　問題集を閉じて、実験テーブルの上に置く。表紙には、県立高校の試験対策問題集と大きな文字で書いてある。

「それを聞いて安心した」

　淹いれたばかりのコーヒーに理り央おが口をつける。

「双ふた葉ば、わかってて聞いたろ」

「さすがに、間ま違ちがえてるってことはないと思ったけど……梓あずさ川がわの学力が、中学の勉強からやり直さないといけないレベルである可能性については否定できなかった」

　ゆっくりコーヒーを飲みながら、淡たん々たんとそんなことを言ってくる。その顔を、咲さく太たがじっと見ていると、理り央おがインスタントコーヒーの瓶びんを咲さく太たの前に置いてきた。残ったビーカーのお湯を使って、「勝手に飲めば？」という合図だ。

　コーヒーが飲みたくて、理り央おを恨うらめしそうに見ていたわけではないのだが、せっかくなのでいただいておく。

　物理教師の私物なので、奮発して濃こいめのコーヒーを作った。

　六時間目まで授業があった金曜日。一月二十三日。グラウンドからは野球部の掛かけ声ごえが聞こえてくる放課後の午後四時。暖だん房ぼうの効いた物理実験室で飲むコーヒーは、たとえインスタントだとしても贅ぜい沢たくに思える。お湯を自由に沸わかせるので、ここは何かと便利だ。

「でも、花楓かえでちゃん、県立受けるんだ」

「ん？　ああ、峰みねヶが原はら高校を、受験したいんだってさ」

「……」

　咲さく太たの返事に、理り央おが一いつ瞬しゆん言葉を詰つまらせる。県立高校の受験システムを理解しているからこその反応だ。ずっと登校できていなかった花楓かえでには内ない申しん点てんがない。その不利を背負って峰みねヶが原はら高校を受けるという意味を、頭の回転が速い理り央おが気づかないわけがなかった。

「そっか。それは梓あずさ川がわも大変だね」

「双ふた葉ばには随ずい分ぶん助けられてるよ」

「……？」

　理り央おの瞳ひとみが「私、何かした？」と疑問を投げかけてくる。

「前に、勉強見てくれたろ？」

「夏の話？　梓あずさ川がわの家に泊とめてもらってたときの」

　夏休みの間、理り央おはわけあって咲さく太たの家に居い候そうろうしていたことがある。

「ああ」

「あれ、かえでちゃんだよ」

「勉強したときのことは覚えてなくても、勉強した内容は覚えてるからさ」

　おかげで、理科と数学に関しては、理解がだいぶ早い。

「じゃあ、梓あずさ川がわはわざわざそれを言うために、今日は顔を出したんだ」

　机の下から、科学部の実験で使う道具を取り出しながら理り央おが言ってきた。

「バイトまで時間あるから、ヒマ潰つぶしに寄っただけ。ここはタダでコーヒー飲めるし」

「時間があるなら、桜さくら島じま先せん輩ぱいと過ごせばいいでしょ、梓あずさ川がわは」

「麻ま衣いさんは、昨日から泊とまりのＣＭ撮さつ影えいで、学校来てないんだよ」

　長なが崎さきのどこかに行くと言っていた気がする。帰ってくるのは今日の夕方以降。長なが崎さきだとお土産みやげはなんだろうか。真っ先に思いつくのはカステラだ。

「ま、どちらにしても、また思春期症しよう候こう群ぐんの相談じゃなくてよかったよ」

「あー、それなんだけどさ」

　準備の手を止めて理り央おが咲さく太たの方に視線を戻もどす。そのタイミングで咲さく太たは気まずそうに窓の方に顔を向けた。すると、

「はぁ……」

　と、理り央おが大げさなため息を吐はく。

「梓あずさ川がわ、まだ懲こりてないわけ？」

　咲さく太たが好き好んで首を突っ込んできたわけではないから、この言われ方は心外だ。

「今回は、ちょっと気になってるってだけだ。別に思春期症しよう候こう群ぐんってわけじゃないと思う」

　絶対の自信があるわけではないから、とりあえず、理り央おの見解を聞いておきたかった。聞いておいて損はない。

「どうだか。その点に関して、梓あずさ川がわはまったく信用できないね」

「ほんとだって」

「じゃあ、聞くだけは聞いてあげる」

　うんざりした顔をしながらも、理り央おは目で「何があったわけ」と尋たずねてきた。実験をはじめたいから、さっさと話せと言っているようにも思えるが、それには気づいてないふりをすることにした。

「小学生のときの麻ま衣いさんを夢に見たのって、なんの暗示だと思う？」

　咲さく太たが真顔で問いかけると、理り央おはとりあえず視線を逸そらして、コーヒーに口をつけた。「ふぅ」と一息。そのあとで、

「ブタ箱に入れられる前ぜん兆ちようだと思う」

　と、冷たい目で言ってきた。

「安心してくれ。断然、今の麻ま衣いさんの方がいい」

　ランドセルを背負った小学生が相手では、何の気分も乗ってこない。

「堂々とそんな発言をするところは、少しも安心できないけどね」

「どうせ夢に見るなら、今の麻ま衣いさんと夢のような時間を僕ぼくは過ごしたい」

「それは現実ですればいいんじゃない？」

「いいこと言うな、双ふた葉ばは」

　まったくもってその通りだ。現実に麻ま衣いは存在していて、咲さく太たは麻ま衣いとお付き合いをしているのだから。わざわざ夢の世界でイチャイチャする必要はない。

「てか、真面目な話、どう思うよ？」

　普ふ通つうに考えれば、ただの夢だと思うだけ。けれど、そう思い切れない理由が咲さく太たにはある。これまでの経験を踏ふまえれば、何かの予よ兆ちようか合図か、はたまたもう何かがはじまっているのかを疑ってしまう。

「いいんじゃないの、別に」

　そんな咲さく太たに対して、理り央おの返事はあっけらかんとしたものだった。

「何がいいんだよ」

「梓あずさ川がわの見た夢が、なんらかの思春期症しよう候こう群ぐんだとしても大だい丈じよう夫ぶって意味」

　言っていることは冷たく感じるが、理り央おの口調はどことなく楽しげで余よ裕ゆうがある。

「その心は？」

「何が起きたとしても、梓あずさ川がわはどうにかするよ」

　咲さく太たに向けられた理り央おの視線には、茶化すような気分や、冗じよう談だん半分の感情は乗っていなかった。本当にそう思っているのが伝わってくる。

「双ふた葉ばは、僕ぼくのことをなんだと思ってる？」

「意外と頼たよりになると思ってる」

　咲さく太たの質問に対する理り央おの答えはひたすら真まっ直すぐだった。少しだけ面めん食くらう。だが、買いかぶりだ。

「梓あずさ川がわはそれだけのことをしてきたんだし」

「僕ぼくがひとりでやったことなんてたかが知れてるよ」

『今』を作ったのは咲さく太たじゃない。咲さく太たが憧あこがれたひとりの女性であり、ひとりの女子であり、ひとりの女の子。彼女の勇気が咲さく太たに今という幸せな時間をくれたのだ。

「それに、頼たよりになるのは双ふた葉ばの方だろ」

　そう言って、咲さく太たは立ち上がるとビーカーに残っていたコーヒーを飲み干した。

「ごちそうさま」

[image: ]

　まだ少し早い時間だったが、咲さく太たはバイトに行くことにした。これ以上、理り央おと話をしていると、さらに体が痒かゆくなることを言われそうだったから。





２






　予定より少し早めに学校を出ることになった咲さく太たは、午後四時半過ぎにバイト先である藤ふじ沢さわ駅近くのファミレスに到とう着ちやくした。

「おはようございます」

　と、レジにいたパートのおばちゃんに挨あい拶さつをしてから、着き替がえるために店の奥おくへと引っ込んだ。手早くウェイターの制服に着き替がえる。

　きちんと身なりを整えた咲さく太たが休きゆう憩けいスペースに顔を出すと、部屋の隅すみっこに置かれたタイムカードの時計は四時四十五分を示していた。バイトの開始時間まで十五分ある。

　今までなら、こういう空き時間はただぼーっと座すわって過ごしていた。けれど、この日の咲さく太たは違ちがっていた。

「ちょっとやっとくか……」

　ロッカーにしまった鞄かばんから、新書サイズの本を一冊取り出す。それを持って、休きゆう憩けいスペースの丸まる椅い子すに座すわった。

「ふぅ……」

　ため息交じりに咲さく太たがページを開いたのは、英語の単語帳だ。収録されている単語は千四百語。まだ折り目もついていなくて真新しい。それもそのはずで、一昨日、麻ま衣いにもらったばかりのもの。仕事帰りの麻ま衣いから電話があって、呼び出されるままマンションの前までほいほい出て行くと、「私からのプレゼント」とかわいい笑顔で渡わたされたのだ。

　まさか単語帳だとは思っていなかったので、無む警けい戒かいに受け取ってしまった。

「まずはこれを三ヵ月で覚えなさい」

「多くない？」

　ぱらぱらとめくった単語帳は三百ページ以上もある。

「ちゃんと覚えたか、毎週テストしてあげるから」

「点数よかったら、ご褒ほう美びくれる？」

「点数悪かったら、お仕置きね」

「それはそれで捨てがたいなあ」

　咲さく太たが思わず本音を口走ると、麻ま衣いは妙みようにやさしげな表情で咲さく太たを見ていた。おかげで、それ以上ふざけたことは言えなかった。もちろん、咲さく太たとしては、百パーセント本気ではあったのだけど……。

　そんなわけで、花楓かえでの受験勉強も大事だが、咲さく太たは一年後に控ひかえた自分の大学受験に対する備えも進めていかなければならなかった。

　あと一年あるとは言え、ちょっとした空き時間を、有効活用していかなければ、本番に間に合わなくなってしまう。

　二年の夏ぐらいから準備をはじめる生徒が多いと、担任の教師も言っていた。スタートが遅おそい分は、覚かく悟ごを決めて勉強するようにと……。

　最初のページに書かれた単語をひとまず頭に入れる。左側に英単語、その横に単語の意味、右側には実際に単語を使った例文があってわかりやすい。

　付属の赤いシートをかざすと、赤文字で書かれた単語の意味は見えなくなるので、覚えているかを実際にチェックしてみる。覚えていないやつを再度脳内で反はん芻すうして頭に焼き付けた。

　それの繰くり返かえしで、とりあえず六ページ分を暗記した。全部で二十個程度。麻ま衣いから課せられたノルマは、一週間に百個強の記き憶おくなので一日の数としては十分だろう。あとは明日になっても、覚えていられるかどうか。

「とりあえず、夜寝ねる前にもう一度確かく認にんだな」

　明日のことは明日になってみないとわからないから、明日の自分に任せるしかない。

　そんなことを考えていると、休きゆう憩けいスペースの外で、ドアが開いて閉まる音がした。恐おそらく、女子更こう衣い室しつから誰だれかが出てきたのだろう。

　少し遅おくれて休きゆう憩けいスペースに人の気配が入ってきた。その気配は、咲さく太たのすぐ隣となりまでやってくると、驚おどろいたような吐と息いきをもらしていた。

「……先せん輩ぱい、なにやってんの？」

　たっぷり間を置いてから声をかけてくる。女子の声。相手が誰だれなのかは、顔を確かく認にんしなくてもわかった。咲さく太たのことを「先せん輩ぱい」と呼ぶのは、宇宙がどれだけ広かろうとも、この世界にたったひとりしかいない。同じ高校に通う一年生の後こう輩はいにして、バイト仲間でもある古こ賀が朋とも絵えだ。

「なにしてるように見える？」

　意識は単語帳に向けたまま、咲さく太たは朋とも絵えに聞き返した。

「勉強しているように見える」

　なんだか信じられないという朋とも絵えの声。

「正解」

「……」

　質問には答えたはずなのに、無言の朋とも絵えからはまだ疑問の視線を感じた。仕方なく顔を上げると、ぽかんと口を開けた朋とも絵えが横に立っていた。

「かわいい顔して、どうかしたのか？」

「か、かわいいって言うな！　どうかしてるのは先せん輩ぱいじゃん！」

「僕ぼくのどこがどうかしてるって？」

「自覚ないんだ。頭、大だい丈じよう夫ぶ？」

　なんとも失礼な言い草だ。けれど、この程度のやり取りはいつものことなので腹が立ったりもしない。むしろ、これくらいフランクな方がやりやすい。その分、咲さく太たも遠えん慮りよなく言いたいことが言えるので。

「学力的に大だい丈じよう夫ぶじゃないから、勉強してるんだよ」

　タイムカードの時計を見ると、シフト開始時間の二分前になっていた。単語帳を閉じて丸まる椅い子すから立ち上がる。

　ロッカーに単語帳をしまっていると、

「先せん輩ぱい、大学行くんだ？」

　と、朋とも絵えが休きゆう憩けいスペースに置かれたロッカー越ごしに声をかけてきた。

「合格したらな」

　残念ながら行きたいという気持ちだけでは入学させてくれない。それ相応の学力と全然お安くない学費が必要になる。

「バイトは？　辞やめちゃうとか？」

　ロッカーの扉とびらを閉めて休きゆう憩けいスペースに戻もどると、朋とも絵えは少し唇くちびるを尖とがらせた顔で咲さく太たを見てきた。不ふ機き嫌げんなような、拗すねているような表情。でも、すぐにそっぽを向くと、

「別に、どっちでもいいけど」

　と、勝手に話を終わらせて、タイムカードを通す。咲さく太たの分も一いつ緒しよに打だ刻こくしてくれた。そのまま、休きゆう憩けいスペースを出てフロアに向かう。その後ろについていきながら、

「バイトは続けるよ。何かとお金は必要だし」

　と、朋とも絵えの背中に先ほどの返事をする。

「そうなんだ」

　少し笑みを含ふくんだ弾はずんだ声。

「なに笑ってんだよ」

「わ、笑ってない！」

　肩かた越ごしに振ふり向むいた朋とも絵えは、少しだけ頰ほおを膨ふくらませていた。

「学費の心配している僕ぼくを笑うとか酷ひどいな」

「そんな理由で笑ったんじゃない」

「なんだ、やっぱり笑ってたのか」

「わ、笑ってない！　もう、ほんと先せん輩ぱいってむかつく」

　ますます膨ふくれっ面つらになった朋とも絵えは、前に向き直ってすたすたとフロアに出ていった。早さつ速そく、客が帰ったばかりのテーブルを片付けはじめる。「ほんと、先せん輩ぱいって……」と、何やら咲さく太たの文句を口の中でぶつぶつ続けながら……。

「なあ、古こ賀が」

「さぼってないで先せん輩ぱいも仕事してよ」

　てきぱきと手を動かし、テーブルの皿を朋とも絵えが重ねていく。小さな体をいっぱいに伸のばして、ボックス席の広いテーブルをアルコール消毒しながら拭ふいていた。

「その前に大事な話があるんだが」

「なに？　どうせ、変な話でしょ？」

　テーブルに身を乗り出した体勢で、朋とも絵えが首を捻ひねって振ふり返かえる。その目は咲さく太たのことを疑っている。

「まー、ある意味、変な話ではあるかな」

「もう、だからなに？」

　聞かれて咲さく太たの視線が少し下がる。丁度、朋とも絵えのお尻しりのあたりに……。

「古こ賀がのスカート、ぱつぱつすぎるだろ」

「っ!?」

　慌あわてて体を起こした朋とも絵えは、咲さく太たの方に向き直ると同時に両手でお尻しりを押おさえた。

「薄うっすらパンツの線まで見えてたぞ」

　真まっ直すぐ立っていれば大だい丈じよう夫ぶだが、テーブルを拭ふこうとして前かがみになったりすると、スカートが引っ張られて、お尻しりの丸みがくっきりと出てしまうのだ。

「お前、また太った？」

「太ってないし！　『また』って何!?」
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「正月明け、体重増えたって騒さわいでたろ」

「先せん輩ぱいが顔ぱんぱんとか言って、からかってきたからじゃん！」

「そうだっけ？」

「てか、ちゃんと二キロ瘦やせたし」

　よく見ろと、朋とも絵えが咲さく太たを睨にらんでくる。

「にしてはさ」

　視線をスカートに下げる。見ているのは朋とも絵えの腰こし回まわり。でも、実際に咲さく太たが見たいのは、お尻しりの方だ。

「しょ、しょうがないじゃん」

「どの辺が？」

「た、体重減っても、お尻しりだけは小さくならないんだもん！」

　なんてことを言わせるんだと、顔を真っ赤にした朋とも絵えが小声で抗こう議ぎしてくる。

「そうか。でも、ま、古こ賀がらしくていいんじゃないか」

「先せん輩ぱいにとってのあたしらしさってなに!?」

「だから、お尻しり」

「もう、ほんとむかつく！　信じられない！」

「堂々と風紀を乱している古こ賀がの方が信じられないけどな」

　視線を再び朋とも絵えの腰こし回まわりに下げる。

「こっち、見ないで！」

　気にした朋とも絵えがエプロン部分の布を広げて視線からガードする。

「店長に言って、制服のサイズ上げてもらえよ」

「それは絶対イヤ」

　最善のアドバイスをしたのに、朋とも絵えはきっぱりと拒きよ否ひしてきた。

「きっとダイエットの効果が、もうすぐお尻しりにも出るし。すぐ小さくなるから」

「じゃあ、今日は、レジとオーダー受けだけにしとけよ。あ、ほら、三番テーブルのお客さんがお帰りだ」

　席を立った客がレジの方へ歩いていく。

「食器下げるのは、僕ぼくがやるから」

「ほんと、先せん輩ぱいのそういうとこ……」

　朋とも絵えが下からじっと睨にらんでくる。怒おこっているというよりは、ふてくされているようにしか見えない。

「そういうとこがどうしたって？」

「なんでもない」

　ぷいっとそっぽを向くと、朋とも絵えはレジの方へと振ふり返かえり、

「ただいま伺うかがいます」

　と、客に声をかけながら咲さく太たから離はなれていった。ちょっとだけお尻しりを気にしつつ……。




　来店客の案内と、オーダー受け、レジに関しては朋とも絵えに任せた分、咲さく太たは空いたテーブルの片付けとセッティング、紙ナプキンやグラスの補ほ充じゆうなど、裏と行き来の多い仕事をほどほどにこなした。

　そうして時給の分だけ業務に勤いそしむこと約二時間、午後七時を回り、テーブルの客も一いち巡じゆんしたあたりで、

「先せん輩ぱい、ちょっといい？」

　と、朋とも絵えに声をかけられた。

「早いな。もうお尻しりのダイエットに成功したのか？」

「そんなことばっか言ってると、先せん輩ぱい、いつか訴うつたえられるよ」

　振ふり返かえると、朋とも絵えがむすっとした顔で待ち構えていた。

「大だい丈じよう夫ぶだろ」

「なに、その自信」

「こんなこと古こ賀がにしか言ってない」

「それ、全然うれしくない！」

　興奮した様子で、朋とも絵えが頰ほおを紅こう潮ちようさせる。

「そう照れるなって」

「照れてない！」

「顔、赤いのに？」

「これは怒おこってるの！」

「ぷりぷりするのは、お尻しりだけにしとけよ」

「ほんと絶対瘦やせるからね！　そのときは、今までのこと全部謝あやまってよ？」

　照れたような、怒おこったような目で、朋とも絵えは咲さく太たを睨にらんでいた。

「瘦やせたらな」

　一体、これまでに何度朋とも絵えのダイエット宣言を聞いてきたことだろうか。ダイエットが成功したのか、失敗したのかもわからないうちに、また次のダイエット宣言を聞かされている気がする。咲さく太たの認にん識しきでは、朋とも絵えは常にダイエット中という状態だ。もはや、それが普ふ通つうの状態。

「ま、古こ賀がの体重はいいとして」

「いいなら、いちいち言ってこないでよ」

「なんか用があるんだろ？」

「あ、そうだ。ちょっと来て」

　思い出したようにそう言って、朋とも絵えはフロアの方へ歩き出す。咲さく太たがぼーっと突っ立っているのに気づくと、

「早く」

　と、手招きをしてきた。

「なんだよ。思わず、みんなに見せたくなるような面白おもしろい客でも来たのか？」

　仕方なく、朋とも絵えのあとに続いて咲さく太たもフロアに出た。ざっと店内の様子を見回す。特に、面白おもしろそうな客の姿は見当たらなかった。きゃーきゃー言いながら恋こいバナで盛り上がっている女子高生の四人組が目に留まったくらい。あとは、四人席なのに隣となり同士に座すわった若いカップル、ノートＰＣで仕事中のサラリーマン、ファミレスで居酒屋のごとくビールを飲んでいるおじさんの集団がいるだけだ。

「僕ぼくの人生をちょっとだけ豊かにしてくれる面白おもしろい客はどこだ？」

「外にいるお客さんなんだけど……」

　レジの脇わきから朋とも絵えが見ていたのは店の入口。透とう明めいなドアの向こう側。咲さく太たが視線を向けると、恐おそる恐おそるといった足取りでドアに近づいてくる人ひと影かげが見えた。体をちょっと小さく縮めた自信のなさそうな姿。ドアの少し手前で立ち止まると、危険がないか確かく認にんする小動物のような仕草で、店内の様子を窺うかがっていた。そのまま、入ってくるのかと思いきや、店を出ていく客と鉢はち合あわせになり、逃にげるようにドアの前から離はなれていく。

　ロングスカートの上に、コートを合わせたゆったりしたシルエット。肩かたにかかるくらいの長さで整えられた髪かみ。年ねん齢れいは中学生くらい。その人物に咲さく太たは見覚えがあった。むしろ、よく知っている。ひとつ屋根の下で暮らしている血の繫つながった妹なのだから知っていて当然だ。

　けれど、よく知っている妹だからこそ、不思議な光景に思えた。

　なんでこんなところにいるんだろうと素そ朴ぼくな疑問が頭を過る。

　何かの見み間ま違ちがいかもしれないと一度は思ったくらい。

　それくらい、花楓かえでが外出することが珍めずらしい。

　今年になってから、なんとか中学校には通えるようになったけれど、それ以外の時間は、家にこもっているのが花楓かえでの日常なのだ。

「さっきから入ってきそうで入ってこないんだけど、入れてあげた方がいいのかな？」

「僕ぼくがやっとく。あれ、妹だから」

「え、妹？　そっか、先せん輩ぱい、妹いたんだよね……」

　驚おどろいた様子の朋とも絵えの声は背中で聞いて、咲さく太たは店の入口にすたすたと歩いて近づいた。そのまま、ドアを開けて外に出る。ドアの音にびっくりしたのか、背中を向けていた花楓かえでの肩かたがびくっと動いた。

「花楓かえで」

　自信のなさそうな怯おびえた背中に声をかける。花楓かえではまた体をびくつかせたあとで、ゆっくりと咲さく太たを振ふり向むいた。

「あ、お兄ちゃん。えっと、これはね……」

「お前、ひとりで来たのか？」

　その質問に対する答えは、花楓かえでの返事を待つ前に出た。脇わきの駐ちゆう車しや場じように止まった車の陰かげに、花楓かえでを見守るように立っていたひとりの人物を見つけたから。

　ストレートに下ろしていることが多い長い黒くろ髪かみを今はおさげ風にして、変装用の伊達だてメガネをかけているのは麻ま衣いだ。

「なんだ、麻ま衣いさんが一いつ緒しよか」

　泊とまりのＣＭ撮さつ影えいから、もう帰ってきていたらしい。

「なんだとは失礼ね」

　不ふ機き嫌げんなふりをして近づいてきた麻ま衣いが咲さく太たの頰ほおをぎゅっと抓つねってくる。

「バイト中にも麻ま衣いさんに構ってもらえてうれしいなあ」

　素す直なおな喜びを言葉にする。

「席、空いてる？」

　でも、それに対する麻ま衣いの反応は淡たん白ぱくだった。もっと構ってほしかったのに、すぐに咲さく太たの頰ほおから手を離はなしてしまう。意識は咲さく太たではなく、咲さく太たの後ろ……店内の混雑具合を確かく認にんしていた。

「空いてますよ」

　今日は比ひ較かく的てき客足が鈍にぶい。平日でも、午後六時から八時くらいは、待ちが出ることが多いのだが、今のところ待たせずに席に案内することができていた。

「どうぞ」

　と言ってドアを開けて、店内に麻ま衣いと花楓かえでを招き入れる。レジの脇わきに残っていた朋とも絵えからメニューを二名分受け取って、店の奥おくへと向かう。

　その咲さく太たの後ろを緊きん張ちようした面おも持もちで花楓かえでがついてくる。少し俯うつむいて、でも、周囲をちらちらと気にしながら……。麻ま衣いはそんな花楓かえでを安心させるように、ぴったり背中にくっついて、花楓かえでの両りよう肩かたに両手を置いていた。

　咲さく太たがふたりを案内したのは、店の一番奥おくにあるボックス席。座すわってしまえば、あまり目立たない席だ。

「こちらの席でよろしいですか？」

「ええ」

　花楓かえでを座すわらせたあとで、麻ま衣いは長いスカートの裾すそを気にしながら腰こしを下ろした。

「メニューになります」

　持っていたメニューを麻ま衣いと花楓かえでに一冊ずつ渡わたす。「ただいま、水とおしぼりをお持ちします」と断ってから一度テーブルを離はなれた。

　伝えた通り、水とおしぼりを用意して麻ま衣いと花楓かえでのテーブルに戻もどると、ふたりの前にそれらを並べた。「ありがと」と微笑ほほえみかけてくる麻ま衣いとは対照的に、花楓かえでは縮こまっている。時折、視線を上げて、店内の様子を確かく認にんしていた。気にしているのは、他の客の視線……。

　みんな自分たちのおしゃべりに夢中で、誰だれもこっちを見てはいない。

「びくびくしてる方が、みんなが気にするぞ」

「だ、だって、こういうとこ、お父さん、お母さんとしか来たことなかったし。慣れてないんだもん……」

　どうすればいいのかわからないと、花楓かえでの目が訴うつたえかけてくる。

「普ふ通つうに座すわってるだけでいいんだって。だいたい、注目されるとしたら麻ま衣いさんだし、心配するな」

「う、うん。そうだよね」

　納なつ得とくしたような返事をしながらも、花楓かえでの背筋はまだ伸のびない。なるべく小さくなろうと努力している。

「大だい丈じよう夫ぶよ、花楓かえでちゃん。この席、他のお客さんからは殆ほとんど見えないし。ね？　咲さく太た」

　咲さく太たを見上げる麻ま衣いの目は「だから、ここにしたんでしょ？」と語っている。

「まー、そうですね」

　それで少しは気が楽になったのか、ようやく花楓かえでが顔を上げた。メニューを開くと、ぱらぱらめくっていく。美味おいしそうな料理の写真を前にして、表情にはだいぶ余よ裕ゆうが出てきた。

「てか、急にどうしたんだ？」

　その花楓かえでに、素そ朴ぼくな疑問をぶつける。

「別に、急ってわけじゃないもん……」

　メニューを見ながら言い訳のように言ってくる。そのあとで、

「えっと……」

　と、助けを求めるように麻ま衣いの方へと視線を向けた。

　パスタのページを開いていた麻ま衣いは、「私、これと、こっちのサラダね」と、手早く咲さく太たに注文をしてから、

「長なが崎さきのお土産みやげがあったから、咲さく太たの家に寄ったの。そしたら花楓かえでちゃんから、咲さく太たはバイトだって聞いて」

　と、わかるような、わからないような理由を教えてくれた。

「花楓かえでちゃん、夕ご飯まだだって言うし、食べたいものを聞いたら、咲さく太たのバイト先に行ってみたいって言うから」

「そうなのか？」

　花楓かえでが咲さく太たのバイト先に興味を持っているとは知らなかった。

「ら、来週、願書の提出あるでしょ？」

「ああ、あるな」

　随ずい分ぶんと話が飛んだ気がする。

「自分で、学校まで持っていかないとだし……外に出る練習になると思って」

　用紙を美み和わ子こにもらったときに、その話は聞かされていた。願書の提出は本人確かく認にんもあるため、自分で直接行かないとダメなのだと。意外なことに郵送は不可。

　二年前に、咲さく太たも経験しているはずなのに、願書提出日のことはあんまり記き憶おくに残っていない。たぶん、来らい賓ひん用ようの昇しよう降こう口ぐちにある事務室に持っていって、提出自体はすぐに終わってしまったから、記き憶おくに残りようがなかったのだと思う。

　咲さく太たにとってはそんな程度の出来事。

　だけど、外に出るのも一大事になってしまう花楓かえでにとっては、そのための練習が必要なのだ。願書の提出ができなければ、試験を受けられない。勉強以前の大きな問題だった。

「でも、麻ま衣いさんが一いつ緒しよとは言え、よくここまで来られたな」

「制服で外に出るよりは、大だい丈じよう夫ぶだった。駅の前は人がたくさんいて、ちょっとこわかったけど……」

　自分を勇気づけるように、花楓かえでが笑顔を作る。健けな気げなその姿を見ていると、自然と咲さく太たの口は動いていた。

「そっか。がんばったな」

「う、うん」

　咲さく太たが褒ほめると、花楓かえではうれしそうに笑った。今度は無理に作った笑顔じゃない。素す直なおに感情が働いて、頰ほおが緩ゆるんだ感じ。でも、すぐに恥はずかしくなったのか、花楓かえではメニューに視線を落として、何を食べようか選んでいた。

「麻ま衣いさんもありがと。付き合ってくれて」

「どういたしまして」

「花楓かえで、どれにするか決まったか？　ご褒ほう美びに僕ぼくがおごってやるぞ」

　見ると、オムライスとパフェのページを行ったり来たりしている。

「夕食だからオムライスだな」

「パフェは見てただけだもん……」

　尻しりすぼみに声が小さくなっている。目が輝かがやいていたので、絶対に見ていただけじゃない。とりあえず、パスタとサラダ、オムライスをオーダー用の端たん末まつに打ち込んだ。

　一応、マニュアル通りに確かく認にんを取ってから、一礼して麻ま衣いと花楓かえでのテーブルから離はなれた。客は他にもいるので、ずっとしゃべっているわけにはいかない。




　咲さく太たが出来上がった料理を、麻ま衣いと花楓かえでが待つテーブルに運んでいくと、花楓かえでは勉強中だった。

　数学の問題集とノートを開き、麻ま衣いから関数の解き方を教わっている。

　真しん剣けんに麻ま衣いの話を聞いている花楓かえでは、咲さく太たが側までやってきても気づかない。集中している。練習問題を解き終えるのを待ってから、

「お待たせしました」

　と、咲さく太たは声をかけた。

　驚おどろいた様子で花楓かえでが顔を上げる。

「こちら、オムライスになります」

　咲さく太たが皿を差し出すと、花楓かえでは開いていた問題集とノートを閉じて脇わきにずらした。空いたスペースにオムライスの皿を置く。ふわふわとろとろの艶つやのある黄色の卵。その上からかけられたデミグラスソースが、いい香かおりを運んでくる。

　目の前に置かれたオムライスを見る花楓かえでは、「おいしそう」と思わず呟つぶやいていた。

　麻ま衣いの前にも、パスタとサラダを並べる。

「食べよ、花楓かえでちゃん」

「は、はい」

「いただきます」

「いただきます」

　麻ま衣いに促うながされて、花楓かえでがオムライスにスプーンを入れる。卵の中に隠かくれていたとろけたチーズがまた食欲を刺し激げきしてくる。それをすくって、花楓かえでは少し緊きん張ちようした面おも持もちでぱくりと口に入れた。

　もぐもぐと咀そ嚼しやくするにしたがって、緊きん張ちようしていた頰ほおが徐じよ々じよに緩ゆるんでいく。

　幸せそうな顔。

　ファミレスのオムライスでこんな表情になれるのだから、花楓かえではお得だ。

　また一口頰ほお張ばる。最初のおいしさを思い出すように、今度はゆっくり味わっていた。スプーンを持つ手が止まらない。こぼれ落ちそうな笑顔。

　それを微笑ほほえましい気持ちで眺ながめていると、ふと咲さく太たの脳のう裏りに『かえで』の笑顔が呼び起こされた。いつも一いつ生しよう懸けん命めいで、咲さく太たの前ではにこにこしていたもうひとりの妹。『かえで』には、ここのオムライスを食べさせてあげることができなかった。食べさせてあげたかったという想おもいが過よぎる。

　きっと、楽しそうに、うれしそうに、「ほっぺたが落ちそうです！　お兄ちゃん、かえでのほっぺたはまだついてますか？」とか言ってきたに違ちがいない。

　けれど、その光景を咲さく太たが目にすることはもうない。その声を咲さく太たが聞くという願いはもう叶かなわない。胸にちくりと走る痛みこそが、この二年間、『かえで』が確かに存在していた証あかしだから……。

　それを後こう悔かいしているわけではない。やり切れない気持ちに苛さいなまれているわけでもない。

　花楓かえでがこうして少しずつ外に出られるようになり、受験勉強もがんばっている。だからこそ、『かえで』がいてくれた時間をより大切に思えるだけの話。それが、うれしくて、少し切ないだけ……。

「お兄ちゃん？」

「ん？」

　呼ばれて気づくと、花楓かえでが困った顔で咲さく太たを見上げていた。

「そんなに見られてると、食べにくい」

　恥はずかしそうに、唇くちびるをもごもごと動かしている。

「大だい丈じよう夫ぶ、気にするな」

「何が大だい丈じよう夫ぶなのか、わからないし、気になるよ。なんか、ぼーっとしてたし。変だったよ、お兄ちゃん」

「そうか？　僕ぼくは毎日こんな感じだろ。ね、麻ま衣いさん？」

　なんでもないふりをして、甘あまえるように視線を麻ま衣いに移す。

　丁度、麻ま衣いの唇くちびるにパスタがちゅるりと吸すい込こまれていくところだった。紙ナプキンに手を伸のばし、唇くちびるを軽く拭ふいたあとで、

「そうね。咲さく太たは毎日こんな感じよ」

　と、麻ま衣いは同意してくれた。自分で振ふっておいてなんだが、あまりうれしくはない。

「……」

　でも、花楓かえではまだ納なつ得とくしていないようで、じっと観察していた。

「もしかして、お兄ちゃん……」

　何か言いかけるが、途と中ちゆうでやめて花楓かえでは俯うつむいてしまう。

「なんだよ？」

「……やっぱり、なんでもない。そ、そうだ。明日と明後日あさつてもバイト？」

　と、花楓かえでは露ろ骨こつに話を逸そらしてきた。視線も食べかけのオムライスに向かう。スプーンでチキンライスと卵をすくう横顔は、少し落おち込こんでいるようにも見えた。

　明日は土曜日で、明後日あさつては日曜日。

「どっちも、日中はバイトだな」

「そっか……」

「だから、勉強は夜な」

　無言で花楓かえでが頷うなずく。

「じゃあ、昼間は私と勉強しようか」

　そう、花楓かえでに提案したのは麻ま衣いだ。

「え、麻ま衣いさん、オフなの？」

「入ってた撮さつ影えい、日程が変わったのよ。だから、土日は続けてお休み。どっちかは、咲さく太たとデートしようと思ってたのに、バイトじゃ仕方ないわね」

　首を傾かしげた麻ま衣いが、わざとらしく下から顔を覗のぞき込こんでくる。その仕草はどことなく意味深だ。もしかしたら、咲さく太たのついた『噓うそ』がばれたのかもしれない。そう悟さとったからこそ、咲さく太たは麻ま衣いから視線を逸そらさなかった。

「だったら、バイト入れなきゃよかった」

　と、深く落ち込んでおく。実際、デートできるチャンスが一回潰つぶれたのは残念なことなので、その気持ちそのものに噓うそはなかった。

「えっと、お願いしてもいいですか？」

　少し緊きん張ちようした顔で、花楓かえでが麻ま衣いに聞く。

「ええ、もちろん」

　やわらかい笑顔で麻ま衣いが答えると、花楓かえでもうれしそうに笑っていた。

　花楓かえでと麻ま衣いが勉強の約束を取り付けたところで、咲さく太たはふたりのテーブルから離はなれた。

　会計に向かう客がいたので、一いつ旦たんレジに立つ。朋とも絵えは料理を運んでいる最中だ。

「はい、丁度お預かりいたします。またのお越こしをお待ちしております」

　親子連れの客を見送ると、

「先せん輩ぱい、日曜日はシフト入ってないよね？」

　と、料理を運び終えた朋とも絵えが近づいてきた。内ない緒しよ話ばなしができる距きよ離りまで身を寄せてくる。

「なんだよ、古こ賀が。盗ぬすみ聞ぎきか？」

「たまたま聞こえたの」

　咲さく太たへの不満でも詰つまっているのか、頰ほおはぱんぱんだ。

「あんまり人前でたまたまって言わない方がいいぞ」

「うわ、さいてー」

　軽けい蔑べつの眼まな差ざしで朋とも絵えが咲さく太たを見ている。冷ややかな目。だけど、はっきり言って迫はく力りよく不足。この手の表情に関しては、麻ま衣いに勝る女子はいない。凍こおり付つくほどの強度に日々晒さらされている咲さく太たにとっては、朋とも絵えの視線くらいではぬるま湯だった。

「なんで、桜さくら島じま先せん輩ぱいと妹さんに噓うそついたの？」

「そりゃあ、黙だまっていた方がいいこともあるから」

　確かに、朋とも絵えの言う通りで、咲さく太たは明後日あさつての日曜日はバイトのシフトを入れていない。というか元々は入っていたのだが、他に用事ができたため、佑ゆう真まと代わってもらっていた。

「浮うわ気き、とか？」

　汚きたないものを見るような朋とも絵えの目。

「世界で一番かわいい彼女がいるのに、なんで浮うわ気きなんて面めん倒どうなことしないといけないんだよ」

「先せん輩ぱいの場合、それ、ほんとのことだから全然面白おもしろくない」

　朋とも絵えは心底つまらなそうな顔をしている。しらけているとはまさにこんな感じだろうか。別に、咲さく太たは面白おもしろい冗じよう談だんのつもりで言ったわけではないのだが……。思っているままの事実を口にしただけだ。それが、場合によっては客観的な事実でもあるから、朋とも絵えも乾かわいた笑みを浮うかべているのだろうが……。

「わかったよ。口止め料として担たん々たん麵めんセットおごるから」

　唐から揚あげ二個とライスが付いたちょっと珍めずらしいボリューム感のある組み合わせ。

「それ、この店で一番カロリー高いやつ！」

「古こ賀がが古こ賀がらしくあるために必要だろ、カロリー」

「先せん輩ぱい、お願いだから、一発グーで殴なぐらせて」

「あ、僕ぼくも古こ賀がにお願いあるんだった」

「な、なに？」

　露ろ骨こつに朋とも絵えが身構える。

「いちごのパフェを用意しといてくれ」

　冬の時期限定の一品。いちごをたっぷりあしらった一皿は、先ほど花楓かえでが熱心に見ていた一いち押おしのメニューだ。

「だから、それもカロリー！」

「古こ賀がの分じゃなくてだな」

「なら、なに？」

「オムライス食べ終わったら、妹のテーブルに持ってってほしいんだよ。オーダー入れとくから」

　朋とも絵えに向かってそう言いながら、咲さく太たは端たん末まつにオーダーを打ち込んだ。

　今日はがんばってここまで来たのだから、これくらいのご褒ほう美びがあっても、ばちは当たらないだろう。
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　二日後の日曜日。一月二十五日。

　この日、咲さく太たは「バイトに行ってくる」と花楓かえでに告げて、まだ日が昇のぼりかけの午前九時に家を出た。

　向かったのは徒歩で十分ほどの距きよ離りにある藤ふじ沢さわ駅。三路線が乗り入れる市の中心地は、今日も人の往来が盛さかんだった。

　咲さく太たのバイト先であるファミレスは、咲さく太たの住むマンションからだと駅を通り過ぎた先にある。けれど、咲さく太たの足は駅の前で止まった。

　小お田だ急きゆう江えノ島しま線せんの改札口にＩＣカードをかざしてホームの中に入る。一番線に停車していた快速急行新宿行きに、ホームの先せん端たんまで歩いてから乗り込んだ。

　平日であれば、通勤通学のサラリーマンや学生で混雑している時間帯。日曜日の今日は、ぽつぽつと座席が埋うまっている程度で、咲さく太たはあっさり座すわることができた。

　発車時刻を迎むかえてベルが鳴る。ぷしゅーと音を立て、ドアはゆっくり閉まった。

　電車が走り出すと、咲さく太たは鞄かばんの中から単語帳を取り出した。それを一ページずつ確実に暗記していく。何ページか覚えたら、赤いシートで意味の部分を隠かくして暗唱。覚えていたら次に進み、覚えていなかったらまた戻もどってやり直した。

　そんなことをひたすら繰くり返かえすこと約一時間。四十ページ分の単語を暗記したところで、電車の終点でもある新宿駅に到とう着ちやくした。

　単語帳を鞄かばんにしまいながら、ホームに降りる。

　右を見ても、左も見ても人がたくさん。

　案内版を見て、南口改札の方向を確かく認にんしてから咲さく太たは歩き出した。




　目指す改札口が見えてくると、その向こう側に待ち合わせ相手を見つけた。淡あわい色のジャケットに、同じ色のタイトスカート。授業参観を見に来たおしゃれなお母さんという感じの服装で咲さく太たを待っていたのは、スクールカウンセラーの友とも部べ美み和わ子こだ。

　改札を出たところで、美み和わ子こも咲さく太たに気づき近づいてきた。

「迷わなかった？」

「ここまで電車一本ですよ」

「駅でって意味。咲さく太た君のそういうとこ、時々面めん倒どうくさいわよね。じゃ、行きましょう」

　笑いながら一方的に言うと、美み和わ子こは咲さく太たの返事を待たずに歩き出した。駅の外に出て、代々木方面に向かう。その後ろを咲さく太たは黙だまってついていった。駅の周辺は人通りも多くて、まともに並んで歩くのも難しい。

　奥おくの道へ一本入ったところで、咲さく太たはようやく美み和わ子この隣となりに並んだ。

「休日なのに、付き合ってもらってありがとうございます」

「いいのよ。学校説明会への参加は、私からもお願いしておきたかったから。咲さく太た君の方から言い出してくれて助かってる」

　それこそが、咲さく太たがわざわざ一時間電車に揺ゆられて新宿までやってきた理由だった。

　学校説明会。

　当然、峰みねヶが原はら高校の説明会ではない。

　前に話し合いが行われた際に美み和わ子こが提案していた通信制高校のもの。

「ほんとは、花楓かえでが自分で来た方がいいんでしょうけど」

「もちろん、それが一番いいんだけどね。今は県立の受験に集中させてあげたいじゃない」

「友とも部べさんは、県立の受験には反対って言ってましたよね」

「スクールカウンセラーとしてはね」

　そう言って、横目で咲さく太たを見てきた美み和わ子こは、少し困ったように笑った。美み和わ子こだって、花楓かえでに意地悪を言いたかったわけではない。大人として、現実的な意見を言わなければならない立場だから……。

　花楓かえでが希望通りに進学できるなら、美み和わ子こだってそれが一番いいと思っている。全日制の学校に毎日楽しく通えるのなら、それがいいと思っている。思っているけれど、言うべきことだから「反対です」と美み和わ子こはあのときはっきり言ってくれたのだ。

「友とも部べさんのそういうところは信用できます」

「ありがと。そう言ってもらえると、私も少しは役に立ってるのかなって思えるわ」

　車が途と切ぎれるのを待って、道路の反対側に渡わたる。行き先を把は握あくしていない咲さく太たは、美み和わ子この進む方向についていくだけだ。

「花楓かえでちゃん、受験勉強は順調に進んでるみたいね」

「がんばってますよ。昨日も夜遅おそくまで勉強してましたし」

　昼間のバイトを終えて咲さく太たが家に帰ってから、日付が変わるくらいまではずっと勉強をしていた。夜の十時過ぎに咲さく太たが夜食のおにぎりを作ってあげて、深夜一時を回っても花楓かえでの部屋の電気は消えていなかった。

　二時を過ぎたところでさすがに声をかけたのだが、部屋の中から返事はなくて、ドアを開けると机に突つっ伏ぷすようにして花楓かえでは寝ねていた。

　その花楓かえでをどうにか持ち上げ、ベッドに寝ねかせてから咲さく太たも自分の部屋に戻もどって寝ねた。

「ま、がんばりすぎているというか、無理している感じですけど」

　本番までに体調を崩くずさないかが心配だ。

「それがわかっているなら、一声かけてあげたら？」

「今は何を言っても聞かないですよ」

　がんばることに一いつ生しよう懸けん命めいで、それが花楓かえでにとって一番大事なことになっている。それを間ま違ちがっているというのは簡単だけど、今、ここで花楓かえでのがんばりに水を差すことが正解だとは咲さく太たには思えなかった。

　思った通りに、やりたい通りに、やれるだけやってみることに意味はある。誰だれかに無む駄だだと言われて、その意味もわからないまま諦あきらめていたら、たぶん、自分の手では何も摑つかめない。本当に大事なときにがんばれなくなるような気がした。花楓かえでにはそんな風になってほしくない。

「だから、咲さく太た君は花楓かえでちゃんの受験にも賛成したんだ」

　意味深な視線を隣となりから感じた。案の定、美み和わ子こが横目に咲さく太たを映している。どこか試ためすような目をして……。

「受かると思ってる？」

　なおも踏ふみ込こんできた美み和わ子こに対して、

「受かってほしいとは思ってます」

　と、間かん髪はつを容いれずに咲さく太たは答えていた。

　くすっと美み和わ子こが笑う。

「かわいくない答え方するよね、咲さく太た君ってほんとに」

　肩かたを震ふるわせて、大きく笑い出した。

「花楓かえでも合格するのが難しいってことはわかってると思いますよ」

「ええ」

「わかってても、実際に受けて、結果を突き付けられないと、諦あきらめきれないってだけで」

　理り屈くつの部分では、現実を理解していても、感情が追い付かないことなんていくらでもある。結果が出てからじゃないと、「もしかしたら」という考えを完全に殺すことはできない。どんなに可能性が低くても、期待する気持ちに縛しばられてしまうのが人間だから。

　そういう感情が芽生えてしまったら、やる前に、試ためす前に、可能性から手を離はなすなんて真似まねはどうしたってできなくなる。

　花楓かえでだけじゃない。咲さく太ただってそれは同じだ。

　だから、現実的に見て、無む謀ぼうとしか思えない受験でも「したい」と言った花楓かえでの心情を咲さく太たは優先した。

　それが正しい決断なのかはわからない。間ま違ちがっているのかもしれない。それでも、大人に「こっちが正解」と言われて、全然納なつ得とくしないまま従うよりはいいと思えた。自分で判断して、自分で転んで、自分で立ち上がれるようになることが、花楓かえでの将来にとって本当に意味のある経験になると思ったから。

「受験の結果次し第だいでは、花楓かえでちゃん傷つくかもよ？」

「そのときは、一応、兄として慰なぐさめの言葉をかけますよ」

「その責任を負う覚かく悟ごがあるんだ。咲さく太た君は」

「そんな大げさなものじゃなくて、ごく一いつ般ぱん的てきな兄の対応だと思いますけど」

「決して大げさな言い方じゃなくて、ごく一いつ般ぱん的てきな高校生の対応とは思えない。咲さく太た君ってほんとに高校生？」

「見ての通り、ぴちぴちの高校二年です」

「本物の高校二年生は、ぴちぴちなんて言葉使わないと思うけどな」

　おじさんみたいと、咲さく太たを見て美み和わ子こが笑う。そして、笑いながら、

「いいお兄ちゃんよね、咲さく太た君って」

　と、楽しげに続けた。

「僕ぼくが本当にいい兄なら、友とも部べさんのお世話にはなってないと思います」

「咲さく太た君、先生になればいいのに」

　美み和わ子この発言は突然だった。

「は？」

　会話の流れを無視した言葉に、思わず素すの反応をしてしまう。

「大学は行くんでしょ？　教員免めん許きよ取ったら？」

　困こん惑わくする咲さく太たをよそに、美み和わ子こはひとりで話を続けている。美み和わ子こにとっては、理り屈くつが通った自然な会話の流れであるかのように。

「なんで、僕ぼくが」

「向いていると思うから」

　さらっとそんなことを言われても、少しもぴんとこない。

「嫌いやですよ」

「なんで？」

「面めん倒どうくさそうだし」

　話の通じない生徒の相手をするなど、咲さく太たには考えられない。

「じゃあ、将来就つきたい仕事はあるの？」

「彼女に養ってもらう予定です」

「ヒモ志望か～、それも咲さく太た君らしいわね」

　冗じよう談だんで言ったのに、美み和わ子こには妙みように納なつ得とくされて、けたけたと笑われてしまった。

「あ、待って。咲さく太た君」

「僕ぼくの将来はもういいでしょ」

「そうじゃなくて、学校、ここだから」

　と、美み和わ子こがぴたりと立ち止まる。そこは、一階に喫きつ茶さ店てんや蕎麦そば屋やが入った普ふ通つうのテナントビル。赤いレンガ風の造りで、下から見た感じだと三階か四階建てくらい。

　一見すると学校には思えなかったけれど、入口のガラス扉とびらには、『学校説明会会場』と紙が貼はられていた。




　学校のイメージとは違ちがった建物に入り、「本当にここであっているのか」と少し疑いながらエレベーターで三階に上がった。

　三階では、『説明会はこちら』と書かれた案内板が咲さく太たと美み和わ子こを待っていた。右を示した矢印に従って廊ろう下かを右に曲がる。すると、十メートルほど続いた廊ろう下かの先に、広々とした部屋が見えた。蛍けい光こう灯とうの明かりに照らされた明るいフロア。

　入口に立っていたスーツ姿の若い女性が、

「どうぞ、説明会はこちらです」

　と、声をかけてくる。人当たりのいいやわらかい笑顔。二十代半ばくらいだろうか。胸むな元もとには、『教員』のプレートがある。ぱっと見は先生っぽくなかったが、どうやらここの先生らしい。

「ご案内します」

　にこやかに咲さく太たと美み和わ子こを、空いている席まで連れていってくれた。

「開始まで十分少々お待ちください」

　丁てい寧ねいにそう告げると、ぱたぱたと小走りで入口に戻もどっていく。

「あの先生、若いですね」

「咲さく太た君の好み？」

　からかうように美み和わ子こが口元で笑う。それは無視して、

「うちの高校にはおじさんとおばさんの先生が多いので、羨うらやましいです」

　と、気持ち声を抑おさえて淡たん々たんと咲さく太たは答えた。

　年ねん齢れいの近さがそうさせるのか、先ほどの女性教員からは堅かた苦くるしい空気を感じなかった。かと言って、態度が緩ゆるすぎるというわけでもない。絶ぜつ妙みような距きよ離り感かんで接しながら、あとから来た親子連れをまた笑顔で案内していた。

　咲さく太たと美み和わ子こが座すわった三人掛がけの長机の隣となりに、四十代くらいの両親と、花楓かえでと同じ年ごろの男の子が座すわる。

　学校の教室の三倍から四倍はありそうな説明会の会場には、そうした年代の親子連れが他にも三十組以上集まっていた。父親と母親とその子供。男子か女子。

　みんなどこにでもいる普ふ通つうの中学生にしか見えない。慣れない場所に両親とやってきて、視線の置き場に困っている様子。なんとなく、スマホをいじっていい雰ふん囲い気きではないのを感じているのか、みんなじっとしていた。表情には、年相応の幼さと緊きん張ちよう感かんが張り付いている。

　でも、ここに来ているということは、通信制の高校を進学の選せん択たく肢しに入れるなんらかの理由があるのだ。前向き、後ろ向き両方含ふくめて……。

　静けさの中には、そうした事情からにじみ出る独特の緊きん張ちようが含ふくまれているように咲さく太たには思えた。

　そうやって周囲の様子を窺うかがっているうちに、十分少々の時間は思ったよりも早く経過していった。柱にかけられた大きな時計の針が時間ぴったりになる。

　すると、咲さく太たと美み和わ子こを案内してくれた若い女性教員が前に出てきた。

「それでは、時間になりましたので、説明会をはじめさせていただきます」

　それとなく、説明会に集まっていた全員が姿勢を正す。

「最初に、校長の樽たる前まえよりご挨あい拶さつと、当校設立の経けい緯い、理念をご説明させていただきます。では、校長、お願いします」

　若い女性教師に促うながされ、部屋の隅すみにずっと立って待っていたダークグレーのスーツを着た男性が前に出てくる。その表情はまだ若いが、よく見ると白しら髪が交じり。四十代の後半か、五十代前半くらいだろうか。

　マイクを受け取ると、まずは会場に向かって一礼する。スイッチがオンになっていることを確かく認にんしてから、マイクを口元に上げた。

「本日は、当校の学校説明会に足をお運びいただき、まことにありがとうございます。校長の樽たる前まえと申します」

　簡単な自己紹しよう介かいを済ませた校長は、まずここが開校からまだ二年足らずの若い学校であることに触ふれた。できたばかりの高校。今は未熟な学校であるという点に関しても、あえて言葉を濁にごさずに、そうである事実を校長は隠かくすことなく語っていた。

　実績が不十分な点が、入学を検討している生徒や両親にとって、大きな不安要素になるであろうと。

　そう前置きした上で、若い高校であることが、この学校の最大の特とく徴ちようあり、大きな魅み力りよくでもあると力強く続けた。

「新設の学校であるからこそ、まだ若い学校であるからこそ、今の時代にあった新しい教育を作っていけるとわたくしどもは考えております。時代は目まぐるしく変化していくものです。二十年前には、みんながスマホを持ち歩くネット社会の到とう来らいなど想定されていませんでした。わからないことがあれば、すぐに調べられる。買い物だってどこからでも手元でできる。ＳＮＳを利用して、いつでも家族や友人知人と繫つながっていられる。私たちの生活はこの二十年ほどで大きく変わってきたはずです。ですが、どうでしょうか。学校教育の在り方は、恐おそらく、お父さん、お母さんの時代、さらに上の世代から、それほど大きな変化はしておらず、今も昔のやり方、旧きゆう態たい依い然ぜんとした教育の在り方が、『当たり前のこと』、『みんながそうしていること』として、変わらずに続けられてきています。全日制の学校では、三十人、四十人が同じ教室に集まり、毎日同じ時間を過ごし、同じ内容の授業を受けています。その三十人、四十人の生徒さんは、三十人なり、四十人なりの違ちがった理解力と個性を持っているのに、です。もちろん、そうした環かん境きようの中でこそ培つちかわれていく人間性もあると思います。全日制の環かん境きようが肌はだに合う生徒さんがいるのも事実です。わたくしどもはそうした学びの環かん境きよう自体を否定はいたしません。ですが、高校進学の選せん択たく肢しとして、新しい教育、未来の学まなび舎やというものをわたくしどもは皆みなさまにご提案したい……ご提案できると思い、当校の設立にいたりました」

　時折、言葉を選び、足りないと思った部分は表現を重ねながら説明を続ける校長の目は、常に説明会に集まった両親や未来の生徒ひとりひとりに向けられていた。途と中ちゆうで、咲さく太たも校長と目が合った。

「当校では、高校卒業資格に必要な基本学習は、生徒さんひとりひとりが自分のペースで学ぶことができます。パソコンからでも、スマホからでも見られる映像授業ですので、ご自宅で勉強をすることもできますし、喫きつ茶さ店てんやファミレスに出かけても授業を受けられます。一日、一時間半程度の学習と、課題提出を繰くり返かえすことで、高校の卒業資格は取得できるように専用のカリキュラムを整えております。毎日、朝から夕方まで学校に行く必要はありませんし、全部自分のペースで勉強を進められます」

　なんて羨うらやましい話だろうか。一日一時間半の勉強というのは、峰みねヶが原はら高校の授業に換かん算さんすると、二時間目まで学校にいればいいという計算になる。

「毎日、自分で勉強を続けられるか不安という生徒さんやご両親もおられるかと思いますが、通信制とは言え、担任が付きますのでご安心ください。課題の提出日が近づくと、電話やメールで、『最近どうかな？』と様子を確かく認にんさせてもらっています。それ以前に、当校の担任は、生徒さんとのコミュニケーションを日常的に取っています。映像授業を行う当校では、担任は授業を受け持ちません。ですので、その分の時間を全部生徒さんとのコミュニケーションに当てられるんです。勉強の相談から、もっと違ちがった趣しゆ味みの話なども含ふくめて、色々なやり取りが盛さかんに行われています」

　咲さく太たと美み和わ子こを案内してくれた若い女性教員の雰ふん囲い気きの理由がわかった気がした。日常的に生徒と色々な話をしているからこそ、独特な距きよ離り感かんでの対応だったのかもしれない。

　今の校長の話を脇わきで聞いていた女性教員は、「そうです、そうです」と、にこやかに何度も頷うなずいていた。

「そうやって、高校卒業のために必要な勉強は、自分のペースで進めていただき、空いた時間でより興味のあること、伸のばしていきたい分野の学習に挑ちよう戦せんできるのが、当校の特とく徴ちようでもあります。英語に興味があれば、短期留学も可能です。難関大学への進学を希望しているのなら、予備校と提てい携けいした専用のカリキュラムを受講することもできます。ファッションやデザイン、料理、プログラミングといった分野においても、専門学校と連れん携けいした学びを用意してあります。こうした、今までとは違ちがった学びの形をご提案し、今の時代のお子さんが、将来に渡わたって生きる力を身につけられる学校づくりを、この先も進めていきたいと思っております」

　実際に、どこまでが上手うまくいっていて、何が上手うまくいっていないのかは、今の話だけではわからない。でも、校長が最初の方に言っていた言葉には、頷うなずきたくなる力があったように思う。時代やひとりひとりの個性に寄より添そった学校。

　以前、美み和わ子こも言っていたと思うが、学校やクラス、その集団が作る空気に馴な染じめない生徒は必ずいる。それがわかっているのに、みんなを同じ教室に入れて、同じ授業を受けさせて、同じ学校行事に参加させるというのは、教育が時代に適応できていないということなのかもしれない。

　馴な染じめない方が悪いなんていう考えは時じ代だい遅おくれだろうし、今の学校システムの中で上手にやれることだけが、人生のすべてであっていいはずがない。

　人の集団が作る無自覚な悪意や圧力は、目には見えないけれど確かに存在している。学校の『クラス』という未成熟な環かん境きようでは特に生まれやすい。

　そんなことはとっくにわかっているのに、未いまだに世の中は変わっていない。一歩踏ふみ違ちがえただけで、花楓かえでのようになる。クラスの友達から心ない言葉を浴びせられ、学校に行けなくなって、みんなができていることができていない自分に自信をなくしていく。一度そうなると、そこから立ち上がるのは簡単じゃない。ものすごい勇気とエネルギーが必要になる。それなのに、その痛みはなかなか他人には伝わらないのだ。

　結局、自分が当事者にならなければ、人は学べないから。

「私からの話は以上です。今から見ていただく映像は、一年間を通して、当校で過ごした生徒たちの生の声です。実際に生徒たちが感じた当校の感想を聞いていただければと思います」

　そう言葉を収めると、校長は若い女性教員に目で合図を送った。すると、正面に大型のモニターが用意されて、ノートＰＣとケーブルで繫つながれる。

　すぐに軽快な音楽とともに、学校紹しよう介かいの映像が流れ出した。

　最初の方は、先ほど校長が熱っぽく話してくれた内容をまとめたもの。学校設立の理念、単位取得までのプロセス、生徒の一日の平均的なタイムテーブルが紹しよう介かいされていく。それらが終わると、校長が話していた通り、生徒に対するインタビュー映像がはじまった。

　──一年間過ごして、どうだった？

　と、質問のテロップが表示される。

「最初は、通信制の高校っていうか、ネットで授業受ける学校ってどうなんだろうって思ってましたよ。それって高校なのかなって」

　そう語ったのは、制服を着た短たん髪ぱつの男子生徒。

「でも、制服はあるし、朝もＨＲあるし、チャットで担任が毎朝出席取ったりするんですよ。別に出なくてもいいんだけど、なんか毎日出てます。そこで、他の生徒が話すのを見てたりするのが好きで……自分も少しずつ会話に参加するようになって、友達もできました」

　少し緊きん張ちよう気味に話していた男子生徒だったが、最後にはちょっと恥はずかしそうにしながらも笑顔になっていた。特に、「友達もできました」の一言を口にするときには。

　テンポよく映像は切きり替かわり、インタビューが次の生徒に進む。モニターに映ったのは、眼鏡をかけた小こ柄がらな男子生徒。

「部活も作れるんですよ。はじめはクラスのチャットで知り合って、趣しゆ味みが合うなって思ってて、お互たがいに音楽やってるの知ったら、バンドやろうって盛り上がって。今はメンバーも揃そろったんでライブの準備をしてます。みんな住んでるところがばらばらだから、神奈川、千葉、埼玉と北海道。バイトして、こないだ北海道のメンバーのとこ行ってきたんですよ。みんなで。会うのはじめてだったけど、ずっとやり取りはしてたから、話してみるとすぐに慣れて。また集まろうって約束しました」

　次に登場したのは真面目そうな女子生徒だ。英語が好きで、もっと勉強をしたくて、短期留学を夏に経験した思い出をうれしそうに語っていた。「また行きたい」、「来年は別の場所にも行ってみたい」と、前のめりになって話していた。

　学校のＰＲ用の映像だから、好意的なコメントばかりが続くのは当然だと思う。それでも、自分が通う学校のことを語る彼らの表情は生き生きしていて、活力に満ちているように見えた。そこに噓うそは見当たらない。

　少なくとも咲さく太たにはできないことだった。峰みねヶが原はら高校での生活を聞かれても、彼らのような純じゆん粋すいさで学校のことを語れるイメージが湧わかない。

　せいぜい、目の前に海があることが自じ慢まん。それなりに自由な校風であることと、あとはあの『桜さくら島じま麻ま衣い』が通っていることくらいしか話せる内容がない。

　そんなことを考えながらインタビュー映像を見ていると、また別の女子生徒が画面に映った。

　長い黒くろ髪かみ。細身で背の高い子。長い脚あしを揃そろえて座すわり、背筋はぴんと伸のびている。

　見た瞬しゆん間かんに、咲さく太たは「ん？」と疑問に思った。どこかで見たことがある気がする。でも、すぐに誰だれだったかは思い出せない。

「私、一度は全日制の高校に入ったんですよ。でも、なんかクラスの友達関係に全然馴な染じめなくて……すぐ学校、行けなくなっちゃったんです」

　話している内容の割には、語り口が妙みように明るい。その特とく徴ちよう的てきなテンションのしゃべり方を聞いて、ようやく合が点てんがいった。

　のどかが所属するアイドルグループ『スイートバレット』のメンバーだ。前にライブを見に行った際に、一番目立っていたセンターの女の子。名前は広ひろ川かわ卯う月づき。ファンからの愛あい称しようは『づっきー』だ。

　ライブのＭＣ中に、「アイドル、パンツはかないから！」とのたまっていたのが印象的で、咲さく太たの記き憶おくに残っていた。

「私って、なんか空気読めないってよく言われて、クラスでもひとりになっちゃって……空気って吸うものなのにおかしくないですか？　それで、学校つまんなくなって、毎日行くのが嫌いやになって……半年くらい不登校だったんですけど、この学校のこと知って、興味出ちゃったから、前の学校やめました。今は友達いますよ！　やっぱり『空気読めないね』って言って笑われるけど、みんな面白おもしろがってくれてます」

　と、卯う月づきも楽しげに笑っていた。彼女だけじゃない。インタビューに登場した全員が、楽しそうで、うれしそうで、どこかきらきらしていた気がする。どことなく、希望を抱いだいているというか、そんな感じ。

　卯う月づきのコメントを最後に、生徒のインタビュー映像はエンディングっぽい音楽とともに終わりを迎むかえた。




　学校説明会が終わって、咲さく太たと美み和わ子こが会場の外に出ると、太陽は空高く昇のぼっていた。今は十二時半くらい。

　行きと同じ道を引き返して新宿駅の方へ歩き出す。

「学校の印象はどうだった？」

　少し歩いたところで、美み和わ子こがそう聞いてきた。

「パンツはいてないアイドルがいる学校って感じです」

　最後の最後で映像に卯う月づきが登場したおかげで、咲さく太たの中における学校の印象は、少々おかしなことになってしまっている。

「パンツ？　アイドル？　何の話？」

　美み和わ子こがきょとんと首を傾かしげるのも仕方がない。知らなければ意味がわからない発言を咲さく太たがしたのだから……。

「いえ、こっちの話です。てか、思ってたのと随ずい分ぶん違ちがってました」

　それが咲さく太たの率そつ直ちよくな感想。通信制高校という言葉から来るイメージとは真逆と言ってもいいほど、活発で活動的な学校に思えた。

「校長が言ってたことにも納なつ得とくというか、頷うなずける感じでしたし」

「時代の変化に合わせた学校教育の在り方を考えるという点は、私もすごく共感してる。しがらみが少ない新設校だからこそ挑ちよう戦せんできる部分は大きいと思う」

　新しい教育。

　この時代に合わせた学びの形。

　どこまでが実現できて、どこまでが夢物語なのかはわからないが、根本的な考え方や実現しようとする意欲には、咲さく太たも共感を抱だいていた。

　そんな理念で作られた学校が存在していることを知ることができただけでも今日はよかったと思う。

　あとは、県立の試験と合わせて、どうしていくかを花楓かえでと考えればいい。
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　このあとまだ用事があるという美み和わ子ことは新宿駅で別れて、咲さく太たは行きと同じ電車に約一時間揺ゆられて藤ふじ沢さわ駅まで帰った。

　移動中は、もちろん英語の単語帳を開いて暗記に努める。

　そんな咲さく太たが藤ふじ沢さわ駅に到とう着ちやくしたのは、午後二時過ぎ。駅前の家電量りよう販はん店てんに寄ったり、本屋を覗のぞいたり、あとは適当にぶらついて時間を潰つぶしてから家路についた。

　バイトだと噓うそをついて出てきたので、あまり早く帰るわけにはいかなかったのだ。




　駅から歩くこと約十分。咲さく太たは住んでいるマンションにたどり着いた。

「ただいま」

　ドアを開けて室内に声をかける。玄げん関かんには、咲さく太たのものでも、花楓かえでのものでもない女性ものの靴くつが一足、踵かかとを揃そろえて置かれていた。

　麻ま衣いの靴くつだ。

　鍵かぎを閉めてから、靴くつを脱ぬいでリビングに顔を出す。

「ただいま」

　もう一度声をかけると、

「おかえり」

　と、麻ま衣いが小声で言ってきた。その目はコタツに突つっ伏ぷして寝ねている花楓かえでに向けられている。

「昨日、遅おそくまで勉強してたんだってね。お茶を淹いれて休きゆう憩けいにしようと思ったんだけど、目を離はなしたら寝ねちゃって」

　キッチンには、麻ま衣いの言葉通り、ふたり分のカップが用意されている。

「最近、無理してるんで、ちょっと寝ねかしておいてください」

　がんばりたいという花楓かえでの気持ちはわかるが、体調を崩くずしたりしたら元も子もない。それに眠ねむい目を擦こすって勉強をしたところで、あまり捗はかどらないだろう。

「かけるものある？　風邪かぜ引くといけないし」

「花楓かえでの部屋に、タオルケットがあります」

「わかった」

　今度も小声で言って、麻ま衣いが花楓かえでの部屋に入っていく。すぐにタオルケットを持って出てきた。花楓かえでを起こさないように、麻ま衣いはやさしくかけていた。

　それを見届けてから、咲さく太たは着き替がえるために自分の部屋に入った。

　机の上に鞄かばんを置いて服を脱ぬぐ。上も下も。パンツ以外は全部。

　すると、パンツ一丁になったところで部屋のドアがノックされた。

「咲さく太た、入るわよ」

　返事をする前に、ドアを開けられてしまう。やってきたのは麻ま衣いだ。ほぼ全ぜん裸らの咲さく太たを視界に入れると、「はぁ」と大きなため息を吐ついて部屋の中まで入ってくる。後ろ手にドアを閉めると、

「さっさと服を着なさい」

　と、呆あきれた顔で言ってきた。

「お言葉ですが、麻ま衣いさん」

「なによ」

「僕ぼくが返事をする前にドアを開けたのは麻ま衣いさんだよね？」

「そうね」

「きゃー」

　とりあえず、棒読みで悲鳴を上げてみる。

　麻ま衣いはそれを完全に無視して、毎日咲さく太たが寝ねているベッドの縁ふちに腰こしを下ろした。

　これは襲おそってもいいという合図だろうか。そうだったらいいなあと咲さく太たが思っていると、

「バイト、お疲つかれ様さま」

　と、麻ま衣いがどこか退たい屈くつそうに言ってきた。

「ああ、うん。今日は客が多くて大変だったから、麻ま衣いさんに癒いやしてほしいなあ」

　着るものを出そうとクローゼットを開ける。スウェットのズボンと長なが袖そでＴシャツを出していると、麻ま衣いの視線を妙みように背中に感じた。振ふり向むいて麻ま衣いに向き直る。

「なに？」

「本当はどこに行ってきたのかしら？」

　足を組んだ麻ま衣いが、咲さく太たを見上げてくる。

「本当はってなんのこと？」

　とりあえず、一度はごまかしてみる。

「今日、私と花楓かえでちゃんにはバイトだって噓うそをついて、咲さく太たはどこに行ってきたのかを聞いているのよ」

　わざとらしく丁てい寧ねいな言い方で、麻ま衣いが再度追つい及きゆうしてきた。一体、どこまで確信を持っているのかはわからない。ただ、麻ま衣いの表情と口調からは、鎌かまをかけているという雰ふん囲い気きはなくて、百パーセントの自信しか伝わってこなかった。

　子役時代から演技力を評価されてきた麻ま衣いにとっては、造作もないこと。

　下手な演技で張り合っても勝ち目はないので、咲さく太たは鞄かばんの中から学校説明会でもらった資料を取り出した。

「これ」

　パンフレットを麻ま衣いに差し出す。

　手に取って視線を落とした麻ま衣いは、「そういうこと」と呟つぶやいて納なつ得とくしていた。でも、すぐに顔を上げると、咲さく太たに不ふ機き嫌げんな眼まな差ざしをぶつけてくる。

「どうして、私にまで秘密にしてたのかしら？」

「麻ま衣いさんにまで、噓うそを吐つかせたくなかったから」

「私、咲さく太たより噓うそは上手よ？」

　咲さく太たが言ったのは、もちろんテクニックを気にしての話などではない。そんなことは麻ま衣いだってわかっている。わかった上で、こういう言い方をしているのだ。こう言われてしまっては、咲さく太たには逃にげようがない。

「本当は、花楓かえでにとって『自分だけのけものにされた』みたいな形にしたくなかったから、麻ま衣いさんにも黙だまっていることにしました」

　正直に白状すると、麻ま衣いはますますむすっとした表情になる。

「それを言われたら、咲さく太たのこといじめられないじゃない」

「なので、噓うそが上手な麻ま衣いさんは、このあとも知らなかったふりでお願いします」

「わかった。花楓かえでちゃんに学校説明会のこと話すときが来たら、一いつ緒しよになって咲さく太たをいじめてあげる」

　やっと笑顔になったかと思うと、麻ま衣いは楽しそうにそんなことを言ってくる。

「いつ、花楓かえでちゃんに話すの？」

　入学案内を咲さく太たの方に返しながら、麻ま衣いは聞いてきた。それを受け取って、とりあえず鞄かばんの中に戻もどしておく。しばらくは花楓かえでの目に触ふれない方がいい。

「今は県立の試験に集中させたいんで、終わってからかな」

「きっと、ショック受けるわよ」

　麻ま衣いは部屋のドアを見ていた。リビングで寝ねている花楓かえでを思っているのだと思う。

「咲さく太たには応おう援えんしてもらいたいだろうから。嫌きらわれるかもね」

　だとしても、誰だれかがダメだったときのことを考えておかないといけない。花楓かえでが受験に集中している今、その役割は咲さく太たがやっておけばいい。

「そのときは、麻ま衣いさんに慰なぐさめてもらうから平気」

「さっき言ったでしょ。そのときは花楓かえでちゃんの味方だから私」

「えー」

「私、花楓かえでちゃんに嫌きらわれたくないもの」

　冗じよう談だんのように言って、麻ま衣いが微笑ほほえむ。

「麻ま衣いさんには、僕ぼくのことをもっと考えてほしいなあ」

「それはいつも考えてる」

　そう言ってベッドから立ち上がった麻ま衣いが咲さく太たに近づいてくる。手を伸のばしてきたかと思うと、咲さく太たの胸に指先で触ふれてきた。

「傷、なくなってよかった」

「ん？」

「胸の」

　右みぎ肩かたから左の脇腹わきばらまで伸のびていた三本の大きな爪つめ痕あと。思春期症しよう候こう群ぐんが解消されて、その原因もなくなったから、今の咲さく太たの胸部にはもう傷はない。

「僕ぼくとしては、あれくらいの野性味は男に必要かなって思うけどなあ」

「そうね」

　全部解決した今だから、こんな風に冗じよう談だんも言える。

「風邪かぜ引くから、早く服着なさいよ」

「まだ麻ま衣いさんと何もしてないのに？」

　すると、薄うすく笑った麻ま衣いが、以前傷があったあたりを、人差し指でなぞっていく。

「オゥ」

　くすぐったくて思わず変な声が出た。

　そのタイミングで、

「お兄ちゃん、帰ったの……？」

　と、部屋のドアが外から開いた。

　顔を出したのは花楓かえでだ。ドアを半分だけ開けたところで硬こう直ちよくする。その視線は咲さく太たと麻ま衣いを見ていた。パンツ一丁の咲さく太たと、その咲さく太たの体に触ふれている麻ま衣いの指先を……。

「……」

　二秒ほど間を空けて、花楓かえでは無言でドアを閉めた。

「花楓かえでちゃん、違ちがうからね！」

　珍めずらしく慌あわてた麻ま衣いがすぐに部屋の外へと追いかけていく。「違ちがうから」を繰くり返かえす麻ま衣いの声を遠くに聞きながら、咲さく太たはようやく服を着たのだった。





５






　一月が終わりに近づくと、寒さは一層厳しさを増してきて、昨晩の天気予報では「明日は北から流れ込む寒気の影えい響きようにより、関東北部の山沿いだけでなく、南部の平野部や沿岸部でも、雪がぱらつく寒さとなりそうです」と、コートを着込んだ気象予報士のお姉さんが寒空の下から教えてくれた。

　その予報は見事に的中し、関東南部の沿岸部に位置するこの街にも、今朝から細かい雪がぱらついている。

　雪は午後になってもやむ気配はなく、五時間目の数学の授業がはじまったあとも降り続いていた。

　窓まど際ぎわの咲さく太たの席からは、寒そうな外の様子がよく見える。晴れていれば、すがすがしい空と海と水平線を望むことができる海沿いに立つ学校。今日は、海に降る雪というレアな景色が窓の外には見み渡わたす限り広がっていた。

　ただ、この日の咲さく太たは、雪景色を楽しむ気分ではなかった。気にしているのは時計。五時間目の数学の授業がはじまってからは、三分おきくらいに確かく認にんしている。

　数学の教師が積分の例題を解説しながら解き終えると、咲さく太たはノートに書き写してからまた時計を見た。

　午後二時になろうとしている。

　そろそろ、丁度いい時間かもしれない。そう思うと、

「先生」

　と、咲さく太たは軽く手を上げて、黒板の前に立つ数学教師に呼よび掛かけた。チョークを置いて振ふり向むいた教師の視線と、クラスメイトの視線が咲さく太たに集中する。

「なんだ、梓あずさ川がわ」

「トイレ、いいですか？」

「我が慢まんしろ」

「もれます」

「行ってこい」

　お許しをもらったところで席を立つ。黒板の前を通り過ぎる際に、

「大きい方なので、時間かかります」

　と、教師に告げておいた。

「その情報はいらん」

　教師のつれない返事と、クラスメイトの笑い声は背中で聞いて、咲さく太たは教室を出た。




　絶賛授業中の廊ろう下かは、独特の静けさに包まれていた。教室からわずかにもれてくる教師の声。その背後には、多くの生徒の無言の気配を感じる。人工的に作られた静せい寂じやく。

　咲さく太たの足音が一番大きく聞こえていた。

　誰だれもいない廊ろう下かをひとり歩く。ちょっとした高こう揚よう感かんと、米こめ粒つぶ大だいくらいの罪悪感を抱いだきながら、咲さく太たは男子トイレの前を通り過ぎた。

　階段で一階に下りる。

　別に、大をするために、職員用トイレを使おうというわけではない。

　昇しよう降こう口ぐちの前も素す通どおりして、咲さく太たが足を向けたのは、校舎の隅すみっこにある来らい賓ひん用ように設けられた入口。事務室があるのもここだ。

　受付の窓は開いていて、四十代半ばくらいの女性の事務員が座すわって待機している。普ふ段だんであれば、わざわざ事務員も受付に張り付いてはいない。今日が特別な日であることは、受付の脇わきに置かれた『入学願書受付』の看板を見ればわかる。

　今日は一月二十九日。昨日から三日間の予定で、県立高校の入学願書の受付がはじまっていた。

　咲さく太たが時間を気にしていたのは、そろそろ花楓かえでがひとりで入学願書を持ってくる予定の時刻だったから。

　だが、事務室の前には花楓かえではおろか、願書を出しにきた他の中学生の姿もない。美み和わ子こから聞いていた通りで、三日ある提出期間のうちで、一番空いている時間帯なのは本当らしい。

　二日目の午後。

　殆ほとんどの生徒が初日に出すか、ぎりぎりまで悩なやんで三日目に出すパターンが多いらしい。

　だからこそ、花楓かえでとも相談して、今日を提出日に決めたのだ。人の目がなるべく気にならない日を狙ねらって。

「すみません」

「はい？」

　咲さく太たが話しかけると、事務員の女性は怪け訝げんな顔で咲さく太たを見上げてきた。授業中なのに、咲さく太たがふらついているから不思議に思ったのだろう。

　余計なことを聞かれる前に、咲さく太たは用件をさっさと切り出した。

「梓あずさ川がわ花楓かえでって子の願書は提出されてますか？　僕ぼくの妹なんですけど。不登校が長くて、ちゃんと持ってこられたか心配で」

　下手に隠かくさずに本当のことを伝えた。その上で、咲さく太たがちゃんとここの生徒であり、『梓あずさ川がわ咲さく太た』であることを証明するために、ブレザーの内ポケットに入れっぱなしの生徒手帳を見せた。

　少し面食らった様子だった事務員の女性も、事情を把は握あくしてくれて、「ちょっと待ってね」と言って、今日の午後に提出された願書の束を部屋の奥おくでぱらぱらと確かく認にんしてきてくれた。

「まだ来てないわね」

「ありがとうございます」

　お礼を言って窓口を離はなれる。そのまま来らい賓ひん用ようの入口から、上うわ履ばきのまま咲さく太たは外に出た。

　屋根のあるところのぎりぎりまで出て、校門がある方へ視線を向ける。傘かさをさした中学生らしきシルエットが遠くに三人ほど見えたが、どれも花楓かえでじゃないとすぐにわかった。三人ともズボンをはいている。

「ほんと、大だい丈じよう夫ぶか、あいつ」

　今朝、家を出る前、「ひとりで峰みねヶが原はら高校まで願書持ってこられるか？」と花楓かえでに確かく認にんした際には、「だいじょうぶだよ」と強気に言っていた。

　その言葉は信じたいし、尊重したいのだが、ここ数日、花楓かえでは咲さく太たに対してずっとふてくされているから、本当に大だい丈じよう夫ぶなのか、いまいち信用できない。

　日曜日に、麻ま衣いとイチャイチャしているところを目もく撃げきされて以来、どうにも花楓かえでは咲さく太たに対して意地を張っているように思える。

　朝食をふたりで食べているときも、夕食をふたりで食べているときも、「ここわからないから教えてほしい」と頼たのんでくるときでさえも、何か文句を言いたそうな顔をしていた。

　その花楓かえでの姿は、しばらく待っても見えてこない。

　ちょっと様子を見てこようと思い、咲さく太たは屋根の下から出た。校門の方へと歩き出す。傘かさをさしていないから、風で舞まう雪がぺたぺたと制服に張り付いてくる。室内から見ていたときの印象より大雪だ。ひとつひとつの粒つぶが小さいから、なかなか積もらないだけで、すぐに咲さく太たの制服は真っ白になってしまった。

　風も冷たい。暖だん房ぼうの効いた教室に早く戻もどりたい気持ちを抑おさえながら、咲さく太たは校門までやってきた。

　すると、電車の接近を知らせる踏ふみ切きりの警告音が鳴なり響ひびく。校門のところから見えている七しち里りヶが浜はま駅えきを発車した電車が、踏ふみ切きりを通過して鎌かま倉くら方面へゆっくり走っていった。藤ふじ沢さわ方面から来た電車。花楓かえでが乗っていたかもしれない。

　踏ふみ切きりの音が止まる。

　少し遅おくれて駅の方から、傘かさをさした人ひと影かげが流れてきた。制服か、その上からコートを着ている中学生たち。全部で六人。お互たがい少しずつ距きよ離りを開けて踏ふみ切きりを渡わたり、校門の脇わきに立つ咲さく太たの横を少し緊きん張ちようした面おも持もちで通り過ぎていった。

　その中に、花楓かえでの姿はない。

「次の電車か……」

　ふぅと吐はき出だした息は白く染まっている。指先が寒さでかじかんできた。日中の時間帯だと、次の電車が来るのは十二分後。一いつ旦たん、校舎に戻もどろうかと咲さく太たが考えはじめたところで、駅の方から歩いてくる傘かさの頭が見えた。地味で目立たない紺こん色いろの傘かさ。

　傘かさを前に深く傾かたむけているので顔は確かく認にんできない。でも、そのシルエットですぐに花楓かえでだとわかった。中学校の制服の上から、麻ま衣いにもらったお気に入りのコートを着て、今日は両手にミトンをはめている。そのミトンとお揃そろいのマフラー。雪の寒さに備えて、黒タイツもはいていた。今朝、部屋を出てきた花楓かえでと同じ格好。

　ミトンの手には、傘かさの他にクリアファイルらしきものを持っている。時々立ち止まって、そのクリアファイルを花楓かえでは確かく認にんしていた。たぶん、咲さく太たが渡わたした地図を見ているのだと思う。いまどき、わざわざ地図なんて持たなくてもスマホひとつで解決するのだが、花楓かえでにはスマホを使った友人関係で深く傷ついた過去がある。今も着信音やバイブ音ひとつで体が強こわ張ばってしまう有あり様さま。とても持たせられる状じよう況きようではない。

　やっと踏ふみ切きり手前の小さくて短い橋に花楓かえでが差さし掛かかる。でも、その途と中ちゆうで何かに気づいた花楓かえでの足はぴたりと止まった。

　願書を提出して帰っていく制服の女子生徒が視界に入ったからだと思う。その女子生徒とすれ違ちがうまで、花楓かえではその場から動けなかった。

　少し休きゆう憩けいしてから、ゆっくりと歩き出す。けれど、帰っていく生徒はぽつぽついて、彼らとすれ違ちがうたびに、傘かさを深く持って立ち止まっていた。

「……」

　駆かけ寄よって声をかけるのは簡単だ。

　咲さく太たが一いつ緒しよに願書を提出してあげればいい。

　だけど、一歩ずつ前に進む花楓かえでを見ていると、それは余計な気き遣づかいになる気がした。

　だから、花楓かえでに気づかれる前に、咲さく太たは校舎の方へとひとりで引き返した。

　願書を提出して戻もどってくる中学生と何度かすれ違ちがう。帰りがけの彼らは、雪をかぶった咲さく太たを一いち瞥べつして、疑問の表情を浮うかべていた。大げさに首を傾かしげる男子もいた。頭のおかしいやつだとでも思われたのだろう。

　そんな目で見られても、咲さく太たはなんとも思わずにいられる。まったく気にならない。知らない誰だれかにどう思われたところで別にいいやと思える。

　今はそんな自分の感覚を花楓かえでに分けてやりたいと思った。だが、それは無理な相談なので、事務室の前まで戻もどってくると、大人しく花楓かえでの到とう着ちやくを待つことにした。

　制服についた雪を軽く払はらって、しばらく待っても花楓かえではやってこない。

　五分待っても、十分待っても花楓かえでは現れなかった。

　それでも、辛しん抱ぼう強づよく待っていると、来らい賓ひん用ようの入口から花楓かえでが入ってきた。傘かさの雪を払はらって中に入ってくる。『入学願書受付』の看板に気づくと、ようやくほっとした様子で顔を上げた。

　その目が、その場で待っていた咲さく太たを捉とらえる。

「え？」

「え、じゃなくて、願書出しに来たんだろ」

「う、うん」

　花楓かえでの手を塞ふさいでいた傘かさを受け取る。クリアファイルを鞄かばんにしまった代わりに、花楓かえでは願書の封ふう筒とうをミトンの手で取り出した。それに、咲さく太たは違い和わ感かんを覚えた。

　花楓かえでは手て袋ぶくろの手のまま、受付窓口の前に移動する。マフラーもしたままだ。

「お、お願いします」

　両手で願書の封ふう筒とうを事務員の女性に差し出していた。

「はい。えっと、梓あずさ川がわ花楓かえでさんですね」

　願書を受け取った女性が、ざっと内容を確かく認にんして花楓かえでの顔を見る。

「は、はい」

「確かに受け取りました。試験、がんばってください」

「は、はい」

　ぺこりと頭を下げたあとで、花楓かえでは窓口から離はなれた。咲さく太たの方へ小走りで戻もどってくる。

「お兄ちゃん、なんでいるの？」

「授業中にトイレ行きたくなって、ついでに通りかかった」

「高校のトイレ、外にあるの？」

「なんで？」

「すごい雪ついてるよ」

　花楓かえでが見ていたのは、ブレザーの裾すそから下。払はらったつもりでいたけれど、まだまだ細かい雪がたくさん付着していた。

「海辺は風が強いんだよ」

　適当にごまかしてから、咲さく太たをじっと見上げていた花楓かえでの頭に、ぽんっと手を置いた。

「な、なに？」

「今日はよくがんばったな」

「まだ、願書出しただけだよぉ」

　それでも、まんざらでもなさそうに花楓かえでははにかんだ。

　今までできなかったことができて、少しは自信になったのだろう。

「それじゃあ、私、帰るね」

「待った、花楓かえで」

「な、なに？」

「ちょっと、マフラー取ってみ」

「っ!?」

　突然の咲さく太たの発言に、花楓かえでは疑問を返してこなかった。びくっと驚おどろいただけ。それが答えになっていた。

　ぐるぐると巻かれた花楓かえでのマフラーに咲さく太たが手を伸のばす。すると、

「ダメ！」

　と、花楓かえでが両手でマフラーを摑つかんでガードした。

　鋭するどさを伴ともなった拒きよ絶ぜつ。

　けれど、そのせいで、花楓かえでの上着の袖そでは肘ひじに引っ張られて、手て袋ぶくろとの隙すき間まから手首が見えてしまう。日焼けしてないちょっと不健康な白い肌はだ。そこには、薄うっすらと痣あざのようなものができていた。

「違ちがうよ、これは……」

　一歩下がって、花楓かえでが両手を下ろす。手首を隠かくして、首を左右に振ふった。

「あのな、花楓かえで」

「だいじょうぶ！　すぐ治るから！」

　必死に否定して、違ちがう違ちがうと繰くり返かえす。でも、その想おもいとは裏腹に、首の方から痣あざが広がってきて、花楓かえでのあごのあたりまで浸しん食しよくしてきた。

「試験もちゃんと受けられるよ。高校にも通えるから！」

　泣きそうな顔で花楓かえでが訴うつたえてくる。

「だから……！　ダメって言わないで、私だってがんばれるから……！」

　怯おびえた表情で、咲さく太たを見ていた。

　まるで、自分を誰だれかと比べているような言葉に聞こえた。

　──私だって

　誰だれかとは誰だれだろうか。

　毎日学校に通っている同級生たちだろうか。

　違ちがう気がした。

　たぶん、花楓かえでが口にした「私だって」は、もうひとりの自分に対しての想おもい。二年間、休きゆう憩けいをしていた『花楓かえで』の代わりにがんばってくれていた『かえで』。

「なあ、花楓かえで」

「……がんばれるから」

「お前、なんで峰みねヶが原はら高校を受験したいんだ？」

　理由はなんとなく想像がついている。

「……」

　だから、言いたくなさそうに視線を逸そらして俯うつむいた花楓かえでを追つい及きゆうしようとは思わなかった。

「ま、なんだっていいけどさ。僕ぼくも高校なんて適当に選んだし」

　そう言いながら、咲さく太たは花楓かえでの両りよう頰ほおをふにっと軽く摘つまんだ。

「……お、お兄ちゃん、なに？」

「誰だれもダメなんて言ってないだろ」

「……そうなの？」

「やりたいなら、やりたいとこまで僕ぼくがやらせてやる。他の誰だれが反対しても」

「……ほんと？」

　瞳ひとみを潤うるませて、花楓かえでが咲さく太たを見上げている。頰ほおを抓つねられた面白おもしろい顔で見上げていた。

「ほんとだ。その代わり、体の痣あざがどうなってるか、ちゃんと僕ぼくに教えろよ」

「う、うん……」

　花楓かえでの思春期症しよう候こう群ぐんが完全に解消してないことはわかっていた。少しずつ克こく服ふくしていくしかないことは理解している。花楓かえでが受験をしたいと言ったあの日に、どこかのタイミングでこうなることは予想できていた。

「帰ったら、全身チェックするからな」

「え？　お兄ちゃん、見るの？」

「見ないと、どこまで無理させていいかわかんないだろ」

「で、でも、恥はずかしいよ」

　顔を赤くして俯うつむくと、何やら口の中でもごもごと言い出す。

「別に鼻の穴まで見たりはしないぞ」

「か、体を見られるのが恥はずかしいの！」

「照れるほどのものじゃないだろ」

「そ、そりゃあ、麻ま衣いさんと比べたら私なんて全然だけど」

　拗すねた顔で、花楓かえでが咲さく太たに抗こう議ぎしてくる。表情にはだいぶ余よ裕ゆうが出てきた。あごのあたりまで浸しん食しよくしていた痣あざが、波が引くように消えていく。それを見て安心した咲さく太たは、花楓かえでの頰ほおから手を離はなした。

「あのな、花楓かえで」

「な、なに？」

「麻ま衣いさんと比べること自体がおこがましい」

「わ、わかってるもん、そんなの。でも、お兄ちゃんに言われると腹立つよ」

「なんで？」

「なんでもなの」

　ぷくっと頰ほおを膨ふくらませた花楓かえでが咲さく太たを威い嚇かくしてくる。でも、間の抜ぬけた表情にしか見えないので、効果はまったくない。

「思春期の妹みたいなこと言う元気があれば、大だい丈じよう夫ぶだな。ひとりで帰れるな？」

「私、思春期の妹だもん。だから、その……お兄ちゃんは、ああいうの気をつけてよ」

「どういういうのだ？」

「日曜日に、その、麻ま衣いさんとしてたようなこと……」

　言葉が進むに連れて、花楓かえでの顔は赤く、声は小さくなっていく。最後の方は殆ほとんど聞き取れなかった。

「わかったよ。花楓かえでがいないときにするようにする」

「そういうのも言わないでって言ってるの。もう帰る」

　すっかり元気になった花楓かえでが、咲さく太たの手から傘かさを奪うばって来らい賓ひん用ようの入口から外に出ていく。とりあえず、屋根のあるところまで見送りに出ると、

「ありがと……」

　と、花楓かえでが小声で言ってきた。

「なにが？」

「心配してきてくれたの……うれしかった」

「足元、気を付けてな。滑すべるなよ」

「それ、受験生に禁句だよぉ」

　そう言って困ったように笑ったあとで、花楓かえでは傘かさを開いてひとりで雪の中に踏ふみ出だした。十メートルほど進んでは振ふり返かえり、咲さく太たがまだ見送っていることを知るとはにかんで、遠くからちっちゃく手を振ふって帰っていった。




　それからの花楓かえでの日々は、試験本番に向けた地道な勉強の繰くり返かえしだった。

　平日は朝から中学校に行き、保健室で勉強。放課後は真まっ直すぐ帰宅して、また勉強。土日は朝から夜まで机にかじりついていた。

　わからない問題は咲さく太たが教えてやり、夜遅おそくまで勉強が続いた日には夜食を作ってあげた。麻ま衣いやのどかも時間があるときには花楓かえでの勉強に付き合ってくれた。

　その成果は日ごとに着実に表れて、過去の試験問題を解くたびに花楓かえでの点数は上がっていった。内ない申しん点てんがあれば、普ふ通つうに峰みねヶが原はら高校に合格するラインにも順調に到とう達たつした。その成長ぶりには美み和わ子こも驚おどろいていたほどだ。

　そうやって、二月に入ってからの日々は一日、一日と充じゆう実じつした形で流れていき、花楓かえでにとっての決戦日……二月十六日、月曜日。すなわち、県立高校の試験日は静かにやってきた。
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　その日の朝は、「あー、朝だな」という意識が自然と働いて、咲さく太たは目覚まし時計が鳴る前に目を覚ました。

　布ふ団とんから出た頭と頰ほおに触ふれる部屋の空気は冷たい。ベッドの中のぬくもりが恋こいしい季節。その誘ゆう惑わくに負けて、とりあえず二に度ど寝ねをしようと瞼まぶたを閉じたところで、枕まくら元もとに置かれた目覚まし時計のアラームが鳴り出した。

　反射的に布ふ団とんの中から手を出して、時計を摑つかむようにしてアラームを止める。目を半分だけ開けると、咲さく太たはデジタル表示された時刻を見た。

　六時零ゼロ分。二月十六日。月曜日。

　学校に行く準備をするにはまだ早い時間だ。

　普ふ段だんであれば、目覚ましをセットする時刻を間ま違ちがえたことを呪のろいつつも、二に度ど寝ねできる幸福を嚙かみ締しめながら目を閉じる状じよう況きよう。

　けれども、この日の咲さく太たはあたたかいぬくもりで誘ゆう惑わくしてくる布ふ団とんから、むくりと起き上がった。あくびをひとつして、ベッドから下りる。まだ半分しか開いていない目で前方を確かく認にんしながら部屋を出た。

　まずは洗面所で顔を洗う。一いつ緒しよに手も洗って、うがいをした。

　リビングに向かうと、カーテンの隙すき間まから朝日が差し込んでいた。薄うす明あかりのキッチンからは、何かが沸ふつ騰とうするような音がしている。見れば、炊すい飯はん器きが低い唸うなり声を上げながら、蒸気機関車のように湯気を舞まい上あげていた。

　炊たき上あがりは近そうだ。

　咲さく太たがリビングのカーテンを開けてからキッチンを振ふり返かえると、思った通り炊すい飯はん器きのランプは保温に切きり替かわっていた。

　昨晩のうちに米を研といで、朝炊たき上あがるように咲さく太たがセットしておいたもの。

　一仕事終えた炊すい飯はん器きの脇わきを通とおり抜ぬけて、咲さく太たは冷蔵庫の前まで移動した。中から玉ねぎを出し、皮を剝むいてからみじん切りにする。それをフラインパンで炒いためはじめた。

　きつね色に変わったところで、今度は合あい挽びき肉、牛乳、卵、パン粉、ナツメグをボウルに入れて混ぜ合わせる。そこに、炒いためた玉ねぎを投入すると、塩コショウをしてさらにこねた。

　出来上がったのはハンバーグのたね。

　一口サイズに分けて丸めると、油を垂らしたフラインパンの上で焼いていく。

　肉が焼ける美味おいしそうな香かおりが立たち昇のぼる。

　両面に焼き目を付けたところで弱火に切きり替かえ、咲さく太たはフライパンに蓋ふたをした。あとは蒸むし焼やきにして、中まで火を通せばいい。

　残ったハンバーグのたねはひとつにまとめて、ラップでくるんでから冷蔵庫にしまった。咲さく太たの昼食にする予定だ。

　ハンバーグを焼いている隣となりのコンロにも咲さく太たはフライパンを置いた。今度は四角いフライパン。

　ほどほどに温まったところで、溶とき卵たまごを流し込んで玉子焼きをさくっと作った。皿の上に移して、これも一口サイズに切っておく。

　焼き上がったハンバーグも同じ皿に載のせた。

　立たち昇のぼる湯気が、食欲を刺し激げきしてくる。我が慢まんせずに玉子焼きを一切れ口に放り込む。ほんのりとした甘さを感じながら、咲さく太たは炊すい飯はん器きを開けた。つやつやの白飯から水分たっぷりの湯気が上がる。

　しゃもじでやさしく混ぜてから、キッチン台に広げたラップの上に、おにぎり分のごはんをよそった。それをふたつ。

　そのまましばし待機。

　少し温度が下がったところで、咲さく太たは梅干しとたらこをごはんの山に埋うめてからおにぎりを握にぎった。

　海苔のりを巻いて、二段式の弁当箱に詰つめる。下の段は、おにぎりふたつでいっぱいだ。上の段に、ハンバーグ、玉子焼きを入れて、レタスとプチトマトを添そえた。あとは、昨日作っておいたポテトサラダを追加して弁当は完成。

「ま、こんなもんだろ」

　なかなかの出で来き栄ばえに満足しつつも、咲さく太たの手はまだ止まらなかった。食パンをトースターにセットすると、一度フライパンを洗い、弱火にかけてバターを溶とかしていく。溶とけたところで、牛乳を入れた溶とき卵たまごを流し込んだ。

　へらを使って、一気に焼き上がらないようにかき混ぜ続ける。しばらくすると、やわらかい感じに少しずつ固まってきた。ふわふわでとろとろな感じ。

　完全に固まってしまう前に火を止めて、咲さく太たは皿の上に完成したスクランブルエッグを盛り付けた。ついでに炙あぶったたこ足のウインナーも添そえておく。

　トースターから飛び出してきたこんがり焼き色のついたトーストも、一いつ緒しよに載のせてダイニングテーブルに運んだ。その足で、咲さく太たは花楓かえでの部屋の前に立つと、

「朝だぞ、起きろよ」

　と、ドアを開けて室内に声をかけた。

　ベッドの上で、布ふ団とんをかぶった丸い物体がもぞもぞと動く。返ってきたのは「ん～」という、息なのか、寝ね言ごとなのかわからない呻うめき声ごえだけ。

「今日、試験だろ。遅ち刻こくするぞ」

　もう一度声をかけると、今度は慌あわてた様子で、花楓かえでが布ふ団とんから顔を出した。

「お兄ちゃん、今、何時!?」

「七時」

「なんだぁ。だったら、遅ち刻こくじゃないよ」

　ほっとした顔で、花楓かえでが吐と息いきをもらす。

「びっくりさせないでよ」

　ベッドから下りてくると、咲さく太たの顔を見て頰ほおを膨ふくらませる。だが、花楓かえでの不満は、大きなあくびに遮さえぎられた。とろんとした目元は、まだ眠ねむたそうだ。

　それを見ていた咲さく太たの視線が気になったのか、

「昨日、すぐに眠ねむれなかったんだもん」

　と、まだ何も聞いていないのに言い訳でもするように教えてくれた。

「興奮して眠ねむれなくなるようなことでもあったのか？」

「今日、試験だからだよ。もう、わかってるくせに」

　不満そうに花楓かえでが唇くちびるを尖とがらせる。

「どうしよう。試験中に眠ねむたくなったら……」

「そんくらい大だい丈じよう夫ぶだろ」

　軽い調子で言葉を返す。

「全然、大だい丈じよう夫ぶじゃないよ」

　対照的に、咲さく太たを見上げる花楓かえでの瞳ひとみは不安に揺ゆれていた。

「他の受験生も、緊きん張ちようして寝ねられなかったやつばっかりだから気にするな」

「そうかな？」

　花楓かえでの表情からまだ不安は消えない。

「みんな一いつ緒しよだって」

「そっか、みんなと一いつ緒しよなんだ」

　ちょっと安心したのか、花楓かえでの口元が緩ゆるむ。そのあとで、咲さく太たに視線を向けてきた。

「お兄ちゃんもそうだったの？」

「緊きん張ちようしすぎて、試験中トイレに行ったな」

「その方が、緊きん張ちようしそうだよ」

「大の方だぞ？」

「もう、汚きたないなぁ」

　困ったように笑いながら、花楓かえでが部屋から出てくる。ダイニングテーブルに並んだ朝食を見つけると、花楓かえでは「あ」とうれしそうな声を上げた。

「スクランブルエッグ。美味おいしそう……」

「冷める前に顔洗ってこい」

「うん」

　とたとたと足音を鳴らしながら、花楓かえでが洗面所に駆かけ込こんでいく。水の出る音がして、うがいをする音が聞こえてきて……それから数秒ほど待っていると、目をぱっちり開いた花楓かえでが戻もどってきた。

　テーブルを挟はさんで向かい合わせに座すわる。

「いただきます」

「いただきます」

　早さつ速そく、スプーンに手を伸のばした花楓かえでが、スクランブルエッグをすくって口に運ぶ。まだ湯気が立っている出来立てほかほか。その上、ふわふわでとろとろだ。

　これは、麻ま衣いに作り方を教えてもらった一品。麻ま衣いが遊びに来たときに、何度か作ってくれたことがあって、そのたびに花楓かえでは「美味おいしい、美味おいしい」と言って食べていた。

　だから、試験当日の朝は、スクランブルエッグを作ろうと咲さく太たは決めていた。花楓かえでが少しでも気分よく試験に出かけられるように……。

　花楓かえでの様子を見ていると、どうやら作戦は成功らしい。なんだか妙みように幸せそうに、花楓かえではスプーンを動かしている。

「麻ま衣いさんのスクランブルエッグみたい」

　と、にこにこしながらゆっくり食べていた。

　朝食ひとつで、気持ちよく試験を受けに行けるのなら、それに越こしたことはない。ちょっとの早起きくらいは安いものだ。

　唯ゆい一いつ、問題になりそうなのは、花楓かえでの食べるペースがいつも以上に遅おそいこと。元々、食べるのが早い方ではないが、一口ずつ味わっているせいで、咲さく太たが食べ終わっても、花楓かえではまだ半分も食べていなかった。

「早く食べないと、今度こそ遅ち刻こくするぞ」

　先に席を立って、使った食器を流しに持っていく。

「急いで食べたら、もったいないよ」

　朝食をのんびり楽しむ余よ裕ゆうがあるなら、今日の試験は大だい丈じよう夫ぶな気がしてくる。

「そんなに食べたきゃ、明日も作ってやるから」

「でも、やっぱり、麻ま衣いさんが作ってくれるスクランブルエッグの方が美味おいしいかな」

　こんな生意気まで言えれば、上出来だ。

「そりゃ、当然だろ。僕ぼくの麻ま衣いさんだからな」

「……」

　スプーンを咥くわえたまま、無言で花楓かえでが咲さく太たを見てくる。

「なんだ？　僕ぼくの背後に幽ゆう霊れいでもいるのか？」

　一応、振ふり返かえって確かく認にんしてみたが、壁かべがあるだけだった。

「お兄ちゃんって、ちょっとおかしいよね」

「どこが？」

「今のは、『そんなことない』とか、『だったら食うな！』とか、言うところだと思う」

「そうか？」

「そうだよ」

「自じ慢まんの彼女を褒ほめられたんだから、喜ぶのが普ふ通つうだろ」

「言われてみると、そんな気もするけど……」

「けど、なんだよ」

「お兄ちゃんみたいな人、あんまりいないよ」

「それは、花楓かえでがまだ世の中を知らないだけだっての」

　咲さく太たは適当に返事をしながら、キッチン台の上で冷ましていた二段の弁当箱を重ねた。蓋ふたをして、ゴムバンドで留めると、箸はしケースと一いつ緒しよにナプキンに包んだ。それを持って、ダイニングテーブルに戻もどる。

　食べるペースを上げた花楓かえでは、最後に残っていたたこ足のウインナーを口に入れたところだった。もぐもぐとよく嚙かんでいる。その花楓かえでの前に、ナプキンに包んだ弁当箱を咲さく太たは置いた。

「これ、忘れずに持っていけよ」

　花楓かえでの視線が包みに向かう。

　ごくんと朝食を飲のみ込こんだあとで、

「なに、これ？」

　と聞いてきた。

「何に見える？」

「お弁当」

「正解」

「コンビニでおにぎり買っていくから大だい丈じよう夫ぶって、昨日話したのに？」

「いらないなら、僕ぼくが昼に食うか」

　弁当を回収しようと咲さく太たが手を伸のばす。すると、それよりも早く、花楓かえでが両手で弁当箱をさらっていった。大事そうに胸に引き寄せている。

「いるもん」

「あんまり揺ゆすると、おかずが寄るぞ」

「……」

　今さらのように花楓かえでは、静かに弁当箱をテーブルに戻もどした。それから、立ったままの咲さく太たを、上うわ目め遣づかいで見てくる。

「あ、あのね、お兄ちゃん」

「まずくても文句は言うなよ」

「そ、それは言うよぉ。そうじゃなくて」

　話の腰こしを折った咲さく太たに抗こう議ぎの視線を向けてくる。

「……お弁当、ありがと。うれしい」

「どういたしまして」

　空いた朝食の皿とコップを回収する。

「自分で持ってくよ」

　遅おくれて花楓かえでが立ち上がる。

「ちょっと早めに出かけたいんだろ？　花楓かえでは先に着き替がえてこい」

　電車の遅ち延えんなど何が起こるかわからないし、他人の目を異常に気にする花楓かえでの場合、受験生が集中する時間帯は避さけて移動するに越こしたことはない。そのためのちょっと早め。

　片付けは咲さく太たが受け持って、食器を流しに持っていく。すると、その背中に、

「お兄ちゃん、ありがと」

　と、もう一度花楓かえでが言ってきた。

「着き替がえたら、リビングに集合な」

「うん」

　元気に返事をして、花楓かえでは部屋に入っていった。




　使った食器を一通り洗ってから、咲さく太たも部屋に入って制服に着き替がえた。リビングに戻もどると、ドアが半開きになっていた花楓かえでの部屋から猫ねこのなすのが出てきたので、カリカリをエサ皿に入れてあげる。「なー」と元気に鳴いてから、なすのはカリカリを熱心に食べはじめた。

　エサ皿が空っぽになる頃ころに、花楓かえでも部屋から出てきた。

　中学の制服の上からコートを着込んで、マフラーに手て袋ぶくろ、厚手の黒タイツと寒さ対策は万ばん全ぜんだ。暖かそうな服装。けれど、鞄かばんを肩かたにかけた花楓かえでの表情は、緊きん張ちようで固まっている。とは言え、こればかりは仕方がない。緊きん張ちようするなと言って、緊きん張ちようが解ほぐれるなら誰だれも緊きん張ちようなんてしないだろう。だから、咲さく太たはそこには触ふれずに、別の言葉をかけた。

「受験票、持ったか？」

「うん」

　花楓かえでが小さく頷うなずく。

「弁当は入れたな？」

「入れた」

　さっきよりもはっきりと頷うなずいた。

「筆記用具は？」

「ちゃんと持ったよ」

「あと、忘れ物はないな？」

「うん……」

　一度は、そう返事をした花楓かえでだったが、すぐに「あっ」と何かに気づいた反応をした。理由は告げずに、部屋に戻もどってしまう。ばたんとドアが閉じて、なすのがちょっと驚おどろいていた。

　部屋の中から、慌あわてたような足音が響ひびいてくる。

「なんだろうな？」

　と、足元にいたなすのに声をかけたが返事はなかった。代わりに、花楓かえでの部屋のドアが開いて、花楓かえでが出てくる。

　特に、服装が変化した様子はない。さっきよりも、肩かたにかけた鞄かばんの紐ひもを強く握にぎっているくらい。あとは、少し強こわ張ばった表情の奥おくに、決意のようなものが備わっていると感じた。

「これで、大だい丈じよう夫ぶ！」

　何が大だい丈じよう夫ぶなのかはわからないが、さっきよりも元気になっている気がしたので、気にしないことにした。

「今から力んでると、疲つかれるぞ」

「へ、平気だもん」

「んじゃ、行くか」

　ここで問答を繰くり返かえしたところで、花楓かえでの緊きん張ちようがやわらぐわけでもない。そう思った咲さく太たは、先に玄げん関かんに向かった。

　靴くつを履はいて、花楓かえでの準備が整うのを待つ。

「……」

　無言で頷うなずいて、花楓かえでが準備オッケーの合図を送ってきた。それを確かく認にんしてから、咲さく太たはリビングから顔を覗のぞかせていたなすのに、「留守番、頼たのんだぞ」と声をかけて外に出た。

　鍵かぎをかけて、やってきたエレベーターに乗り込む。ノンストップで一階まで下りると、マンションの建物の外に出た。

　ひんやりとした冬の空気で、吐はく息は白く染まった。咲さく太たも、花楓かえでも……。

　咲さく太たより明らかに遅おそい花楓かえでの歩調に合わせて進む。向かっているのは藤ふじ沢さわ駅だ。途と中ちゆう、赤信号で立ち止まり、青になるまで待ってまた歩き出す。大通りに出ると、境さかい川がわにかかる橋を渡わたった。

　その間、花楓かえでは何も話しかけてこなかった。咲さく太たも何も言わなかった。花楓かえでの横顔は考え事をしているように見えたから……。今まで勉強してきたことを、必死に頭の中で思い返しているのだろう。それを邪じや魔まするのは馬ば鹿からしい。

　試験のことで頭がいっぱいになっているのは、花楓かえでにとっていいことだとも思えた。集中している間は、他人の目も気にはならないだろうし、それを理由にした思春期症しよう候こう群ぐんの発はつ症しようも回かい避ひできるはず。

　そうやって、試験を無事に乗のり越こえることができれば、今回の件が花楓かえでにとっての自信になると思う。その自信を少しずつ育てて、他人の目や意見を過か剰じように気にしなくて済むようになっていければいい。

　今はまだ自信に変わる前のひとかけらの勇気で、最初の一歩を踏ふみ出だしたところ。

　こわいけれど、花楓かえではがんばっている。がんばると決めたから。

「……なに？　お兄ちゃん？」

　咲さく太たが見ていることに気づいた花楓かえでが、小さな声で聞いてくる。「なんでもない」と言うと、気にしそうだったので、

「そのマフラー、いいな」

　と、褒ほめておいた。

「麻ま衣いさんにもらったやつ。あったかいよ」

　誇ほこらしげに、花楓かえでがちょっとだけ笑う。

「さすが、僕ぼくの麻ま衣いさんだな」

「お兄ちゃん、そればっか」

　なぜだか、花楓かえではちょっと不満そうだった。




　咲さく太ただけなら歩いて十分の距きよ離りを、今日は普ふ段だんの倍の二十分かけて、咲さく太たと花楓かえでは藤ふじ沢さわ駅に到とう着ちやくした。家電量りよう販はん店前の階段を一段ずつ上って、立体歩道の上に出る。

　早めに出てきたため、駅の周辺には通勤のサラリーマンが多かった。制服を着た中高生の姿は、咲さく太たが学校に行く時間帯と比べると少ない。

　それでも、小お田だ急きゆう江えノ島しま線せんとＪＲの駅舎内は、いつも通り路線の乗のり換かえ客きやくでごった返していて、気を抜ぬくと花楓かえでとはぐれそうだった。

　いち早く危険を察知した花楓かえでは、咲さく太たが何かを言う前に背中にくっついてくる。そのままふたりで混雑を通とおり抜ぬけて駅の南側に出た。

　連れん絡らく通路を真まっ直すぐ進んだ先にあるのは百貨店のビルだ。開店前の入口を右に逸それていくと、江えノ電でん藤ふじ沢さわ駅は見えてきた。

　券売機の前で一いつ旦たん立ち止まる。

　花楓かえでが自分で切きつ符ぷを買いに行く。お金を入れて、ボタンを押おして、出てきた切きつ符ぷを持って花楓かえでが戻もどってきた。その顔はどこか誇ほこらしげだ。

「切きつ符ぷくらい、僕ぼくだって買えるからな」

「わかってるよ」

　思った通りの反応が得られなかったのか、花楓かえでが少しつまらなそうに唇くちびるを尖とがらせる。

　その花楓かえでと一いつ緒しよに、数メートル先の改札口まで移動した。

「降りる駅、間ま違ちがえるなよ」

「七しち里りヶが浜はま駅なら、願書も出しに行ったから大だい丈じよう夫ぶ」

　マフラーに頰ほおを埋うめた花楓かえでは、子こ供ども扱あつかいされたことが不服なようだ。

「ま、やるだけやったんだから、やれるだけやってこい」

「うん」

　一いつ緒しよに来るのはここまで。あとは、花楓かえでがひとりで試験会場の峰みねヶが原はら高校まで行って、ひとりで試験を受けて、ひとりで帰ってくる。

　数日前に、花楓かえでと話し合って決めたことだった。

　最初は、咲さく太たが学校まで付つき添そい、学校に不登校だった事情を伝えて、空き教室で待機させてもらう案も出したのだが、「みんなと同じようにしたい」と花楓かえでの方から言ってきた。

　美み和わ子ことも相談した上で、花楓かえでの意思を尊重することにしたのだ。それが、全日制の高校に通うという大前提でもあるから。合格して、峰みねヶが原はら高校に通うことになれば、ひとりでの登下校は花楓かえでにとって三年間続く日常になる。今日だけの問題ではない。

「何かあったら、先生に言うんだぞ」

「うん」

「じゃあ」

「あ、待って、お兄ちゃん……」

　帰ろうとしたところで、咲さく太たは花楓かえでに呼び止められた。

「ん？」

「……」

　何か言いかけながらも、花楓かえでの言葉は続かない。肩かたにかけた鞄かばんの紐ひもをぎゅっと握にぎっているだけだ。

「試験中、気にならないように、言いたいことは全部言っとけよ。あとあと、このことが気になって試験に集中できなかったとか、文句を言われても困るぞ、僕ぼくが」

「言わないよ、そんなこと」

「んで、なんだよ」

「あ、あのね」

　少し言い出しづらそうに、花楓かえでが俯うつむく。

「おう」

「私もがんばるから」

「ほどほどにがんばれ」

「もう、真面目に言っているのに」

「それ以上、がんばってどうすんだよ」

「とにかく、私もがんばるから」

　念を押おすように、花楓かえでが見つめてくる。その後方に見えている駅のホームに、緑とクリーム色をしたレトロな雰ふん囲い気きの電車が入ってきた。

　音で気づいた花楓かえでも振ふり返かえって確かく認にんする。

「ほら、電車来たから」

「うん。送ってくれて、ありがと」

　小さく手を振ふってから、花楓かえでは切きつ符ぷを通して改札の中へ入った。一度だけ振ふり向むいて、咲さく太たがまだ見送っているのを確かく認にんすると、ちょっと照れたようにはにかんでから、小走りで電車に近づいていった。

　列の最後に並んで、無事乗車する。

　その電車が発車するのを見届けてから、咲さく太たは改札口を離はなれた。

　来た道を引き返していく。再び、小お田だ急きゆう線とＪＲの駅舎内を通って、駅の北側に抜ぬけた。立体歩道の階段を下りていくときには、花楓かえでの言葉を思い出していた。

　──私もがんばるから

　その短い言葉に、引ひっ掛かかりを覚えてしまう。「私も」の「も」は、誰だれを含ふくんだ「も」だったのだろうか。

　世の中にはがんばっている人がたくさんいる。

　花楓かえでと同じ受験生がそうだ。

　咲さく太たも一年後の大学受験に備えて、一応がんばっている。

　麻ま衣いも芸能活動をがんばっている。のどかだってアイドルとしてがんばっているのだろう。他にもがんばっている人なんていくらでもいると思う。

　だけど、花楓かえでが口にした「も」は、そのうちの誰だれでもない。あるたったひとりの人物に対してかけられた言葉だ。

　花楓かえでにとっては、意識することを避さけられない存在。

　花楓かえでは会ったことないけれど、決して忘れることのできない存在。

　もうひとりの自分。

「それこそ、気にするなって言うのは無理だよな」





２






　花楓かえでを藤ふじ沢さわ駅まで送ったあと、ひとりで家に戻もどった咲さく太たは、とりあえず部屋着に着き替がえた。教室が試験会場として使われるため、授業は休みなのだ。

　脱ぬいだ靴くつ下したを洗面所に持っていき、風ふ呂ろ場ばの前にある洗せん濯たく機きに放り込む。一いつ緒しよに、洗せん濯たく籠かごに溜たまっていた洗せん濯たく物ものも入れて、洗せん濯たく機きを回した。

　ぐるぐると回り出した衣類をしばらくぼーっと見つめ、それにも飽あきたところで、咲さく太たは掃そう除じ機きを引っ張り出した。

　リビング、ダイニング、キッチン、玄げん関かん、咲さく太たの部屋と花楓かえでの部屋のゴミを吸い込んでいく。一通り終わったあたりで、ピーピーと洗せん濯たく機きが咲さく太たを呼んだ。

「はいはい、今、行きますよ」

　掃そう除じ機きをしまってから洗面所に戻もどり、脱だつ水すいが完かん了りようした洗せん濯たく物ものを、一枚ずつ広げて干していく。咲さく太たのシャツに、咲さく太たのパンツ。花楓かえでのパジャマに、花楓かえでのパンツ。

　そう言えば、前に下着は自分で洗うようなことを花楓かえでが言っていた気がするが、今日までのところ実現には至っていない。

　別に、パンツの一枚や二枚、洗せん濯たく物ものが減ろうが増えようが、咲さく太たの労力が変わるわけでもないので、どっちでもいいのだが……。

　洗せん濯たくが終わると、咲さく太たはなすのを連れて部屋に戻もどった。暖だん房ぼうをつけて、机に向かう。早起きをした分、昼ひる寝ねでもしたい気分ではあったが、今いま頃ごろは花楓かえでも試験をがんばっているはずなので、咲さく太たも勉強をすることにした。

　開いたのは数学の問題集。大学入試対策用のやつ。二次関数にまつわる問題を、ノートに解いていく。

　机の上には、他にも、物理、英語の参考書と問題集が六、七冊積まれていた。どれも、この二週間くらいで増えたもの。咲さく太たが自分で買かい揃そろえたわけではない。花楓かえでに勉強を教えるため、麻ま衣いが訪ねてくるたびに置いていったのだ。

　半分は新品。もう半分は麻ま衣いが使っていたお下がり。表向きは、受験勉強をしている素そ振ぶりなど全然見せていなかったのに、お下がりの問題集は見るからに使い込まれていた。それを、「今度はこれをやっておいてね」と笑顔で差し出されると、咲さく太たは素す直なおに受け取るしかなかった。

　おかげで、咲さく太たの部屋は少しずつ、そして着実に、受験生仕様に作つくり替かえられていっている。麻ま衣いの手によって……。

　もはや、不合格など許されない空気になっている気がした。でも、麻ま衣いが楽しそうにしているので、なんかもうあとはやるだけやるしかない。それでダメなら、麻ま衣いも許してくれるだろう。たぶん……。

　数学の問題集をさらに解き進めていく。二次関数の次は三角関数。一年のときに授業でやった範はん囲い。

　麻ま衣いと付き合うようになってからは、試験前に勉強を見てもらうことも多かったので、センター試験レベルの問題であれば、意外と解くことはできた。けれど、一いつ般ぱん入試や二次試験レベルの難問になると、急に歯が立たなくなる。

　数学にしろ、物理にしろ、いくつかの分野を混ぜた問題が多くなるのがその要因だ。何の問題なのかに気づかないと、さっぱり解き方がわからなかったり、答えを出しても全然違ちがう解を導き出していたりする。二年の夏ぐらいから、受験生は準備をはじめるという理由が、少しだけわかった気がした。

　そうした難問と格かく闘とうすること約二時間。

　集中していた咲さく太たのお腹なかが「ぐう」と鳴った。その音で、空腹を自覚する。時計を見ると昼の十二時を少し過ぎていた。

「飯にするか」

　独り言のつもりだったけれど、その発言には返事があった。ベッドの上で丸くなっていたなすのが顔を上げて、「にゃ～」と鳴いたのだ。

　咲さく太たはノートと問題集を開いたまま席を立ち、なすのと一いつ緒しよに部屋を出た。

　先に、なすのにカリカリをあげて、そのあとで咲さく太たは自分の昼食を用意するために冷蔵庫を開けた。取り出したのは今朝作ったハンバーグのたね。

　真ん中に凹へこみを作ってから、フライパンで焼いていく。両面に焼き色を付けると、コンロを弱火にした。焼き上がるまでの時間に、咲さく太たは今朝炊たいた米を、丸い皿に盛り付ける。残っていたポテトサラダを添そえて、焼き上がったハンバーグも一いつ緒しよに載のせた。ハワイ風のワンプレートといったところだろうか。よく知らないが……。

　常とこ夏なつ気分が皆かい無むなリビングのコタツに持っていき、スイッチを入れてから食べはじめる。ハンバーグは焼き加減も、味付けも申し分ない。これなら花楓かえでも満足だろう。

　途と中ちゆう、なんとなくＴＶを付けると、情報バラエティ番組が流れていた。

　売り切れごめんの人気スイーツ店を、お笑い芸人やモデルが競争しながらめぐって、残っていたり、なくなっていたりで一いつ喜き一いち憂ゆうしている。

　ハンバーグを頰ほお張ばりながら、咲さく太たが無感動に眺ながめていると、次のお店に到とう着ちやくする前に、画面はＣＭに切きり替かわった。

「あ」

　と、声が出たのは、直後によく知っている人物がＴＶに映ったから。

　麻ま衣いだ。

　しんしんと雪が降る白く染まった世界。どこかの小さな駅のホームに、赤いマフラーを巻いた麻ま衣いがぽつんと佇たたずんでいる。

　恐おそらく、先月、長なが崎さきで撮とってきたというＣＭだろう。九州でも大雪が降ったらしく、その中で撮さつ影えいをしたと麻ま衣いから聞かされている。

　誰だれかを待っているのか、画面に映る麻ま衣いの横顔は切なげだ。台詞せりふはない。白い息を吐はき、少し目を伏ふせたあとで、チョコレートを口に入れるだけ。ナレーションで、雪のようなくちどけがどうだと語られる冬季限定のチョコレートのＣＭだった。十五秒の最後に、麻ま衣いはやってきた誰だれかに気づいて、カメラの方を向いた。そして、くすぐったそうに微笑ほほえむ。

　最後の表情がとにかく印象的なＣＭだった。きっと、麻ま衣いでなければ成立しない。

「やっぱり、僕ぼくの麻ま衣いさんはかわいいなあ」

　ただ、今日に限って言えば、このタイミングで麻ま衣いが出演しているチョコレートのＣＭを見せられるのは、かなり複雑な気分だった。

　二月も半ばの十六日。

　二日前は二月十四日。つまり、バレンタインデー。

　なのに、この三日間、咲さく太たは麻ま衣いと会っていない。声も聞いていなかった。

　麻ま衣いは十三日から泊とまりの撮さつ影えいが入っていて、京都に行っているのだ。仕事が忙いそがしいのか、電話もかかってきていない。

　恨うらめしそうに家の電話機を振ふり返かえる。すると、咲さく太たの願いが届いたのか、そのタイミングで電話が鳴った。

「運命、感じるなあ」

　麻ま衣いだったらいいなと期待に胸を躍おどらせながらコタツを出る。リモコンでＴＶのボリュームを落としながら、電話機のディスプレイを見ると、見慣れた十一桁けたの番号が表示されていた。

　本当に、麻ま衣いのスマホからだ。

　受話器を持ち上げて耳元に当てるなり、

「あのさ、麻ま衣いさん」

　と、咲さく太たは不満げな声で語りかけた。

「なによ？」

　怪け訝げんそうな麻ま衣いの返事。咲さく太たの反応が予想外だったのだろう。

「バレンタインデーって知ってますか？」

　気にせずに、咲さく太たは質問を投げかけた。

「知らない人なんているの？」

　ちょっと馬ば鹿かにしたような麻ま衣いの反応。

「たぶん、麻ま衣いさんは知らないんだと思って」

「知ってるわよ」

　少しだけムキになって言い返してくる。

「じゃあ、いつですか？」

「二日前の二月十四日でしょ」

「じゃあ、どういう日ですか？」

「咲さく太たにとっては、私から愛情のこもったチョコをもらって、チョコよりも甘あまいひと時を過ごしたかった日かしら？」

「具体的には、バニーガールの麻ま衣いさんに膝ひざ枕まくらしてもらいながら、チョコレートをあ～んしてもらう予定だった日です」

「そんなことしたら、チョコが気き管かんに入るわよ」

　呆あきれた声で、笑われてしまう。

「それより、花楓かえでちゃんは？」

　しかも、咲さく太たの落らく胆たんはあっさり流されて、話題まで変えられる始末。けれど、それこそが麻ま衣いにとっての本題だったのだろう。

「もう少し、僕ぼくの話をしませんか？」

「朝、スクランブルエッグは作ってあげた？」

　残念なことに、咲さく太たの願いはことごとく却きやつ下かされた。相手にしてもらえていない。

「作りましたよ。うれしそうに食べてました」

　ふてくされた気分を押し殺しながら、咲さく太たはきちんと麻ま衣いに報告の言葉を返した。スクランブルエッグの作り方は麻ま衣いに教わったので、確かに結果は伝えておくべきだ。通すべき筋として。

「そう。よかった」

「おかげさまで、花楓かえでなら朝から張り切って試験に出かけましたよ。たぶん、今いま頃ごろは、僕ぼくが早起きをして作った弁当を食べてるんじゃないですかね」

　若じやつ干かん、投げやりに答えながら咲さく太たがＴＶに目を向けると、画面右上の時計は午後一時ちょうどを示していた。

「試験って、午前中が英語、国語、数学の順番だっけ？」

「はい」

　午後が社会と理科の二科目。そのあとは、十八日までの三日に分けて行われる面接用の時間。花楓かえでの面接は最終日の十八日なので、今日は残り二時間試験を受ければ帰ってこられる。

「終わるのは三時くらいかしら」

「そうですね」

　帰ってくるのは、四時頃ごろになるだろうか。

「心配？」

「しても花楓かえでの試験の点数が上がるわけでもないんで」

「今日、咲さく太たはなにしてたの？」

「麻ま衣いさんに褒ほめてもらおうと思って、勉強をしていました」

「はいはい、偉えらい偉えらい」

　随ずい分ぶんと面めん倒どうくさそうにあしらわれてしまう。

「ご褒ほう美びがほしいなあ」

「今度、首にリボンを巻いて、咲さく太たの家に行けばいいかしら？　バレンタインのお詫わびもかねて」

　食い下がった咲さく太たに、麻ま衣いが冗じよう談だんっぽくそんなことを言ってくる。

「ぜひ、それでお願いします！」

「受験が終わったらね」

「花楓かえでの？」

　とりあえず、一番早く終わる受験を上げてみる。今日、試験をやっている以上、これが最速だ。

「ううん」

　当然のように、麻ま衣いは頷うなずいてはくれない。

「じゃあ、やっぱり、僕ぼくの？」

　これは早くても一年後の話。全然、今度じゃない。しかも、合格できるかは、咲さく太たの努力次し第だいだったりするから性質たちが悪い。思わず、「はぁ」とため息がもれる。

「咲さく太た、そんなに待てるの？」

　落らく胆たんした咲さく太たを、麻ま衣いは悪戯いたずらっぽく笑っていた。

「へ？」

　予想と違ちがう麻ま衣いの返事に、思わず間ま抜ぬけな声がもれてしまう。

「そういうのは、私の受験が終わったらね」

　少しだけ麻ま衣いの声が小さくなる。ちょっとの照れと、照てれ隠かくしの笑みを含ふくんだくすぐったい声だった。

「ほんとに？」

「なによ、うれしくないの？」

　もちろん、うれしいに決まっている。ただ……。

「麻ま衣いさんのことだから、僕ぼくが大学に受かるまで、指一本触ふれさせないくらいのことはしてくると思ってた」

「そんなことしたら、私も咲さく太たに触ふれられないじゃない」

「麻ま衣いさん、欲求不満？」

「エロい意味じゃなくてよ」

　茶化した咲さく太たの言葉に、麻ま衣いは普ふ通つうのトーンで返してきた。それが、咲さく太たの中で微かすかな違い和わ感かんになった。咲さく太たがこんなことを言えば、いつもの麻ま衣いなら、「だったら、本当に咲さく太たが大学合格するまでなしにするわよ」と、脅おどしをかけてくるはず。そうして、必死になる咲さく太たをからかって楽しそうに笑うはずなのだ。

「麻ま衣いさん、何かあった？」

「なによ、急に。ないわよ。撮さつ影えいは順調だし」

　そう答えた麻ま衣いの言葉はあまりに自然で、先ほど顔を覗のぞかせた違い和わ感かんはどこにも見当たらない。でも、それができてしまうのが桜さくら島じま麻ま衣いなのだ。子役時代から演技力を評価されてきた本当の女優。

　だから、咲さく太たは自然と、

「今から麻ま衣いさんを抱だき締しめに行きましょうか？」

　と聞いていた。

「涼りよう子こさんが怒おこるからこなくていい」

　咲さく太たの言葉を、麻ま衣いは冗じよう談だんにして笑い飛ばす。その声はからっとしていて明るかった。陰かげりはどこにもない。心の底から咲さく太たとの会話を楽しんでくれている雰ふん囲い気きが伝わってくる。咲さく太たが好きな麻ま衣いそのもの……。

「咲さく太たはちゃんと花楓かえでちゃんの帰りを待ってなさいよ。花楓かえでちゃんにとっては、咲さく太たの待つ家に帰るまでが今日の試験なんだから」

　咲さく太たが次の言葉を探していると、麻ま衣いからはそんなことを言われた。

「あ、ごめん。涼りよう子こさんが呼んでるから戻もどらないと」

「麻ま衣いさん、ありがと」

「ん？」

「三日ぶりに声が聞けてよかったです」

「今度から、泊とまりの撮さつ影えいのときは毎日電話してあげるわよ。明日には帰るから。じゃあね」

　やさしい声で囁ささやいて、麻ま衣いは電話を切った。さっきまで耳元に感じていた麻ま衣いの気配が一いつ瞬しゆんで消えてしまう。

　これ以上、受話器を持っていても仕方がないので、咲さく太たは電話機本体に戻もどした。

「麻ま衣いさんが行ってるのって、京都のどこなんだろうなぁ……」

　今から出発した場合、一番早くたどり着けるのはどの交通手段だろうか。小お田だ原わらに出るよりは、新しん横よこ浜はまから新幹線に乗った方が早い気がする。

　そんなことを考えはじめたところで、再び電話が鳴った。

「麻ま衣いさん、なんか言い忘れたのかな」

　受話器に手を伸のばしながら、ディスプレイのナンバーを確かく認にんする。表示されていたのは、先ほどとは違ちがう番号。見慣れた市外局番ではじまる、見慣れない番号だった。

　けれど、それゆえに予感はあった。あまりよくない予感……。

「はい、梓あずさ川がわです」

　表情を消して、電話に出る。

「あ、私、峰みねヶが原はら高等学校の教員をしております……」

　その男性の声には聞き覚えがあった。咲さく太たの担任だ。

「僕ぼくです、先生。梓あずさ川がわ咲さく太たです」

「ああ、梓あずさ川がわか」

　畏かしこまった口調が、少しだけ和やわらぐ。けれど、声に含ふくまれる緊きん張ちよう感かんは消えなかった。その理由は、電話がかかってきた時点で、咲さく太たにはわかっていた。

「花楓かえでに……妹に何かありましたか？」

　元々、学校側には花楓かえでの事情は伝えてある。不登校が長く続いていたこと。もしかしたら、試験中に体調不良を起こすかもしれないこと。

「ああ、そうなんだ。昼休みに、具合が悪くなったみたいで」

「……」

「今、保健室で休んでるんだが……誰だれとも話したくない様子なんだ」

　その可能性を考えていなかったわけじゃない。十分、あり得ると思っていた。でも、そんなことにならなければいいと思っていたし、最近の花楓かえでのがんばりを見ていると、なんとかなるんじゃないかと期待している部分もあった。

　だから、担任の言葉を聞いた瞬しゆん間かん、ショックを受けたのだと思う。

　けれど、咲さく太たが落ち込んでいる場合ではない。

「梓あずさ川がわ、今から来られるか？」

「すぐ行きます」

　そう返事をしたときには、心を平静に保っていた。

「ご両親にも連れん絡らくをしたいんだが……？」

「僕ぼくの方から伝えておきます」

「そうか、わかった。待ってる」

　その言葉を最後に、咲さく太たは受話器を耳に当てたまま電話を切った。続けて、父親のケータイ番号にかける。何度目かのコールで、留守電に繫つながった。

「昼休みに、花楓かえでが体調を崩くずしたって学校から連れん絡らくあった。今から、行ってくる。また連れん絡らくする」

　用件だけを手短に話して、咲さく太たは今度こそ受話器を置いた。

　半分ほど残っていた昼食を無理やり胃い袋ぶくろに詰つめ込こんで、咲さく太たは急いで着き替がえると、上着を摑つかんで玄げん関かんから飛び出していった。
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　今朝、花楓かえでと二十分かけて歩いた藤ふじ沢さわ駅までの道を、今度は五分程度で咲さく太たは駆かけ抜ぬけた。

　肩かたで息をしながら、江えノ電でん藤ふじ沢さわ駅にたどり着くと、ホームに鎌かま倉くら行きの電車が止まっているのが見えた。ＩＣカードをかざして改札口を通過する。発車ベルが鳴なり響ひびく中、咲さく太たは電車に飛び乗った。

　少し遅おくれて、乗降口のドアが閉まる。

　ゆっくり走り出した電車は、ゆっくりした速度のまま線路を走り、隣となりの石いし上がみ駅に到とう着ちやくする。数人の乗り降りがあって、またのんびりと走り出した。

　急ぐ用事がなければ、気にすることのない速度。むしろ、海沿いの街並みにあったレトロな雰ふん囲い気きの電車は、味気なくなりがちな通学路に情じよう緒ちよを与えてくれている。

　学校に急ぎたい今の咲さく太たにとっては、じれったくて仕方がなかった。けれど、次の停車駅に止まる頃ころには、自然と焦あせる気持ちは霧む散さんしていた。

　乗り合わせた観光客の笑い声や、この街に暮らしている人々の雰ふん囲い気きは、ゆっくり走る電車の速度と調和が取れている。はみ出しているのは咲さく太たの方だと気づいたから。

　むしろ、落ち着くように言われているような気がして、咲さく太たは空いていたシートに腰こしを下ろした。

　実際、咲さく太たが焦あせっても仕方がないのだ。電車の速度が上がるわけではないし、花楓かえでのためにも、咲さく太たは冷静であった方がいいに決まっている。

　父親が駆かけつけられる保証はどこにもなく、花楓かえでが頼たよれる相手は兄である咲さく太たしかいないのだから。

　額の汗あせを拭ぬぐい、まだ少し乱れていた呼吸を整える。深く息を吸い込んで、時間をかけてゆっくり吐はき出だした。それを何度か繰くり返かえしているうちに、駅までダッシュしたことで焦あせりはじめていた気持ちも、次し第だいに落ち着いていった。

　ペースを守って電車が走り続けること約十五分、電車は時刻表通りに咲さく太たを七しち里りヶが浜はま駅まで連れてきてくれた。




　駅から歩いてすぐの峰みねヶが原はら高校の校門を小走りで通とおり抜ぬけると、咲さく太たは来らい賓ひん用ようの昇しよう降こう口ぐちを目指した。生徒用の昇しよう降こう口ぐちに回るより、保健室には近いのだ。

　勝手にスリッパを出して、脱ぬいだ靴くつは脱ぬぎっぱなしにして校舎の中に入る。まだ試験中の校舎内には、独特の静けさが漂ただよっていた。それとなく人の気配は感じられるけれど、物音は殆ほとんどしない。冬の冷たい空気と一いつ緒しよに、息を殺した緊きん張ちよう感かんだけが咲さく太たの肌はだをちくちくと刺さしてくる。

　それを振ふり払はらうように、咲さく太たはスリッパの足音を立てながら廊ろう下かを大おお股またで歩いた。

　保健室の前では、電話をかけてきた担任が待っていた。咲さく太たに気づいて少し神しん妙みような顔を向けてくる。

「梓あずさ川がわ、早かったな」

「急いできたので」

　当たり前のことを答えてから、「妹は？」と小声で聞いた。

「中で休んでいるんだが……」

　保健室のドアに視線を向けた担任の言葉は短かった。花楓かえでの様子に対する具体的なことは何も言ってこない。ただ、その横顔からは困こん惑わくを感じた。

「すみません。ご迷めい惑わくをおかけしました」

　軽く頭を下げておく。

「こっちこそ、力になれなくて悪いな。妹さんのことは聞いていたのに」

「いえ、ありがとうございます。連れん絡らくしてもらって助かりました」

　そう言ってから、咲さく太たは保健室のドアを開けた。なるべく音を立てないようにして……。

　部屋の奥おくに置かれた机の前には、保健室の先生が背中を向けて座すわっていた。咲さく太たがドアを閉めると、椅い子すを回転させて振ふり返かえる。

　目が合ったところで会え釈しやくをすると、保健室の先生は無言のままカーテンで仕切られたベッドの方を指差した。花楓かえでがそっちに寝ねているという合図だ。

　カーテンの隙すき間まから中に入って、ベッドの脇わきに置かれた丸まる椅い子すにすとんと座すわった。

　目の前のベッドに花楓かえでの姿はない。いや、花楓かえでの姿は見えない。見えているのは、こんもり膨ふくらんだ布ふ団とんだけだ。

「花楓かえで」

　咲さく太たが声をかけると、ベッドの上の丸い塊かたまりは、ぴくりと反応した。どうやら、寝ねているわけではなさそうだ。

「僕ぼくだけど、顔出せるか？」

「……」

　返事はない。今度は身じろぎひとつとしてなかった。

「どっか、痛いか？」

「……」

　やはり、返事はない。

　たぶん、咲さく太たが来る前もずっとこんな様子だったのだろう。だから、担任は言葉に詰つまり、保健室の先生も、付つき添そってはいるけれど、あえて距きよ離りを置いてくれているのだと思う。誰だれかといることが、今の花楓かえでにとっては辛つらいことだから。

「昼休みに具合悪くなったんだってな。先生から聞いた」

「……」

「まさか、僕ぼくの作った弁当が原因か？　だったら、悪かったな」

　今度も返事はないと思った。けれど、

「……お弁当、美味おいしかった」

　と、小さく掠かすれた声が布ふ団とんの中から返ってきた。

「じゃあ、美味すぎて調子がおかしくなったのかもな」

「……違ちがうもん」

　少しだけ感情的になった口調だった。

「……朝、早く出たから」

「うん」

「学校にも、みんなより早く着いて」

「そうか」

「でも、教室にはもう先にふたりいて……」

「三位なら表ひよう彰しよう台だいだな。銅メダルだぞ」

　そんな咲さく太たの冗じよう談だんに、花楓かえではくすりともしない。

「最初は、教室に入るのこわかったけど……入っても、誰だれもこっち見なかったから、ちゃんと席に座すわれて……」

「早めに家を出て正解だったな」

「うん。あとから、どんどん人が増えたけど、みんな、試験の直前まで勉強してて……誰だれも私のこと気にしてなかったから」

「みんな、必死なんだよ」

　合格か、不合格か。ふたつにひとつの分かれ道。失敗したら、その先が何も見えなくて、真っ暗になってしまう。中学生にとっては、大事なことなのだ。

「そのあと、チャイムが鳴って、試験の説明があって……一時間目の英語の試験は、すごくよく解けた」

　声のトーンがわずかに明るくなる。

「そっか」

「のどかさんに教えてもらった問題が出て、やったって思って」

「高学歴アイドルを目指してるだけはあるからな、豊とよ浜はまは」

　金きん髪ぱつイケイケギャルの見た目とは裏腹に、普ふ通つうに勉強ができるのだ。

「二時間目の国語も、麻ま衣いさんから教わった漢字の書き分け問題があって、ちゃんと書けたんだよ」

「さすが、僕ぼくの麻ま衣いさんだな」

「三時間目の数学だって、お兄ちゃんに解き方を聞いた因数分解が出てね……」

「ちゃんと解けたか？」

「うん、解けた」

「一いつ生しよう懸けん命めい、勉強したもんな」

　受験をすると決めてから、今日の試験日までそんなに時間があったわけではない。約一ヵ月。それでも、その限られた期間、花楓かえでは本当に熱心に勉強をしていたと思う。夜よる遅おそくまでやっていて、寝ね落ちをしていることも数回あった。

「お兄ちゃんと麻ま衣いさん、のどかさんのおかげで、午前の試験はよくできたの」

「よかったな」

「ほんとに、すごくできたのに……」

　しゃべるにつれて、花楓かえでの声は湿しめり気けを帯びていく。半分鼻にかかったように、少し裏返ってもいた。

「お昼も、お弁当が美味おいしくて……午後も、がんばろうって、思ってたんだよ……」

　奥おく歯ばを嚙かみ締しめながら、花楓かえでが声を震ふるわせている。

「そっか」

「それなのに……それなのに……」

「……うん」

「私、ダメだったよ。全然ダメだった！」

　しんとした保健室に、高く割れた花楓かえでの声が響ひびき渡わたる。

「全然ダメじゃないだろ。午前の試験はばっちりだったんからさ」

「……同じ制服の女の子がいて」

「……」

「トイレに行ったとき、廊ろう下かで……目が合って……」

　同じ制服というのは、もちろん、花楓かえでと同じ制服という意味だ。花楓かえでがようやく保健室登校をはじめられた中学校の制服。つまり、同じ中学校に通う同級生。試験を受ける教室が違ちがっていたのは、花楓かえでは空いている日を選んで願書を提出したから。学校のみんなと一いつ緒しよに願書の提出に来たわけじゃない。その分、同じ中学校の生徒とは、受験番号が離はなれていたのだろう。

「見られてるって思ったら……こわくなって、気持ち悪くなって……手も、足も、お腹なかも、体中が痛くて……痣あざが広がって、動けなかった……試験、あるのに……」

　鼻をすすりながら、花楓かえでが体を震ふるわせている。

「がんばりたいのに……みんなのいる教室に戻もどりたいのに、戻もどらなきゃって思うと、胸がきゅっとして……戻もどるのがこわくて……ちょっと前まで、大だい丈じよう夫ぶだったのに、こわいのが止まらなくて……」

　震ふるえながら、がんばれなかった自分を嘆なげき、布ふ団とんをかぶった暗くら闇やみの中で泣いている。

「花楓かえでは、ちゃんとがんばったんだよ」

「がんばれてないよぉ」

　咲さく太たの声に、花楓かえでがさらに泣き出す。

「がんばったから、花楓かえでは今、悔くやしいんだろ」

「っ！」

　一度は咲さく太たの言葉に揺ゆらいだ花楓かえでだったが、

「がんばれてないもん！」

　と、殆ほとんど声にならない想おもいで打ち消してきた。

「なんにも、がんばれてないよぉ……がんばれてない……」

　頑かたくなに、花楓かえではその言葉を繰くり返かえす。

「全然ダメで……がんばれてない、がんばりたかったのに……私は……」

「花楓かえではがんばったんだよ。ずっと側で見てた僕ぼくを信用しろ」

　もちろん、本心からの言葉だった。むしろ、がんばりすぎていたくらいだ。それなのに、咲さく太たの言葉は花楓かえでの心までは届かない。

「もうひとりの私の方が、もっとがんばってたじゃん！」

　悲痛な叫さけびが、再び保健室に響ひびき渡わたる。さすがに気になったのか、保健室の先生がカーテンの隙すき間まから顔を覗のぞかせてきた。それに、咲さく太たは目で「大だい丈じよう夫ぶです」と返事をした。すると、保健室の先生は小さく頷うなずいて席に戻もどっていく。

「……」

「……」

　残されたのは、咲さく太たと花楓かえでの沈ちん黙もく。

　さっきまでは気にもしていなかったストーブの唸うなり声ごえが、やけにはっきりと聞こえてきた。

　花楓かえでにかける言葉を探すけれど、正解が思いつかない。

　──もうひとりの私の方が、もっとがんばってたじゃん！

　心を震ふるわせてそう叫さけんだ花楓かえでの悲しみと同じだけの強度を持った言葉など、そうそうあるはずがないのだ。

　先に言葉を発したのは、花楓かえでの方だった。

「全部、もうひとりの私がいたからだよ……」

「花楓かえでのがんばりは、花楓かえでのものだろ」

　それが事実なのは間ま違ちがいない。

「麻ま衣いさんがやさしいのも、のどかさんがやさしいのも、もうひとりの私が、ずっとがんばってきてくれたからだよぉ……」

　嗚お咽えつをもらしながら、布ふ団とんをかぶったまま、花楓かえでがわんわんと泣いている。

「もうひとりの私が……全部くれたんだよ。みんなのやさしさを私にくれたんだもん……それなのに、私は……何もできないよ……」

　花楓かえでの心が深く深く悲しみに沈しずんでいくのがわかった。

「いっぱい勉強を教えてくれたのに……麻ま衣いさんやのどかさん、お兄ちゃんに何も返せない。もうひとりの私に……私は何もお返しできない……」

　それが悲しくて、花楓かえでは泣き続けている。

「いいんだよ、お返しなんてそんなこと」

　誰だれも、見返りがほしくて花楓かえでを応おう援えんしていたわけではない。本心を言えば、咲さく太たとしては花楓かえでが峰みねヶが原はら高校に通うことにこだわるつもりなど最初からなかった。それだけが正解だなんて思ってもいない。

　もっと大事なことがある。ものすごく単純で、簡単なこと。

　花楓かえでが幸せであることを、幸せを感じながら生きていけることを、咲さく太たは願っているだけだ。なんでもないことで笑って、そんな日々を悪くないなって思いながら、過ごせればいいだけ……。そういう幸せを咲さく太たは願っている。

「そんなことじゃないもん！」

　でも、その想おもいは花楓かえでにはわかってもらえなかった。今の花楓かえでにとっては、お返しをすることがなにより大事で、それが花楓かえでが思う咲さく太たの願う幸せになってしまっているのだ。

「きっと、前の私の方がよかったんだよ……」

　ぽつりと花楓かえでが呟つぶやく。

「前の私のままの方が……」

　頭がその言葉の意味を理解すると、咲さく太たの全身を驚おどろきや焦あせりにも似た感覚が走はしり抜ぬけた。そのあとで、その感情の正体が、やるせない悔くやしさのようなものだと気づく。

「あのな、花楓かえで」

　自然と口に出た言葉には、わずかな苛いら立だちが乗っていた。花楓かえでに対する苛いら立だちとは違ちがう。花楓かえでがこんなことを言わなければならない現実に対する苛いら立だちだ。

「お兄ちゃんだって、もうひとりの私の方がよかったんでしょ……？」

「っ！」

　言葉にならない熱く滾たぎった感情とともに、咲さく太たは勢いよく丸まる椅い子すから立ち上がった。体の中に、納なつ得とくのいかない気分が渦うずを巻いている。炎ほのおの渦うずだ。それを口から吐はき出だす寸前で、

「梓あずさ川がわ、いいか？」

　と、外部からの邪じや魔まが入った。

　カーテンを開けて、顔を出したのは咲さく太たの担任の男性教師。

「……」

　タイミングが悪くて、思わず無言で睨にらんでしまう。

「あとにするか？」

　わずかに怯ひるんだ担任の様子を見て、咲さく太たは少し冷静さを取とり戻もどすことができた。

「……大だい丈じよう夫ぶです。なんですか？」

「さっき、試験終わって教室空いたから。妹さんの荷物、まだ教室なんだ」

　それを聞いて、一度視線を花楓かえでに戻もどす。

「……」

　今もまだ布ふ団とんをかぶったままだ。

　ささくれ立った気分で話を続けても、感情的になりすぎるだけに思える。だから、咲さく太たは担任に対して、「わかりました」と答えた。

　そのあとで、花楓かえでに向かって「ちょっと行ってくる」とだけ告げて、返事は待たずにベッドの側を離はなれた。




　担任に連れていかれたのは、二年一組の教室だった。

　普ふ段だん、咲さく太たが使っている場所。ここで、花楓かえでは試験を受けていたのだ。

　さすがに、机は咲さく太たの席ではなかったが、見慣れた景色の中に、花楓かえでがいたのだと思うと感かん慨がい深ぶかいものがあった。

「あと任せて平気か？　まだ、仕事あってな」

　申し訳なさそうな顔で、担任がそう話しかけてくる。

「はい。ありがとうございます」

「なんかあったら、呼べよ」

　咲さく太たが頷うなずくと、軽く頷うなずき返かえして、担任は教室から出ていった。

　教室には咲さく太たひとりだけ。

　教きよう卓たくの前を通って、窓まど際ぎわに進む。その前から四番目の座席にだけ、筆記用具と受験票、それに鞄かばんが残されていた。

　この席からは、七しち里りヶが浜はまの海がよく見える。今はだいぶ太陽も西に傾かたむいて、どこか物悲しい雰ふん囲い気きだが、天気のよかった午前中には気持ちいい景色が広がっていたはずだ。

「海を見てる余よ裕ゆうはなかったんだろうけど……」

　教室に入るなり、花楓かえではちょっと下を向いたまま席まで移動したのだと思う。席に座すわってからは、受験票を出して、筆記用具を出して、あとは誰だれとも目が合わないように、ずっと俯うつむいていたに違ちがいない。

　それはなんだかもったいない。

　そんなことを思いながら、咲さく太たは花楓かえでの鞄かばんの中に、受験票と筆記用具をしまった。そのときに、手が鞄かばんの中で分厚いノートに触ふれた。

「これ……？」

　しっかりと作られた見覚えのあるノート。買ったのは咲さく太ただから、覚えているのも当然だ。咲さく太たが『かえで』にあげたノート。表紙には『梓あずさ川がわかえで』と記入されている。

　忘れることのできない『かえで』の二年間が詰つまった日記。

「わざわざ、持ってきたのか」

　試験に必要なものではない。日記を見ても、試験に有効な対策が書かれているわけではないのだから。

　それでも、花楓かえではこのノートを鞄かばんに入れて、この場所まで一いつ緒しよにやってきた。

　咲さく太たの手は自然とノートに伸のびていた。

　鞄かばんから取り出して、ぱらぱらと適当にめくる。

　すると、何度も開いて癖くせがついていたのか、あるページでノートが大きく開いた。

　記されているのは『かえで』の字。『かえで』の一いつ生しよう懸けん命めいさが伝わってくる丁てい寧ねいに書かれた言葉の数々。

　その中に、咲さく太たはある一文を見つけた。


　──お兄ちゃんと同じ高校に行きたいです。かえでの夢のひとつです



　目にした瞬しゆん間かんに、じんわりと体の中心が熱くなる。その熱は一気に鼻の奥おくまで駆かけ上あがって、咲さく太たの目め頭がしらを熱くした。

　とっさに上を向いて堪こらえなければ、ノートの上に涙なみだがこぼれていた。

「そう、だよな……」

　無理やり出した声には、まだあたたかい涙なみだの気配が残っている。

　なんとなくはわかっていた。たぶん、そうだろうと想像はできていた。でも、こうして、『かえで』の言葉を目の当たりにすると、想おもいは強きよう烈れつに咲さく太たの胸を締しめ付つけた。

　そう。そうなのだ。だからこそ、花楓かえでは峰みねヶが原はら高校にこだわった。

　それが『かえで』の願いだったから。

　一いつ生しよう懸けん命めいがんばってくれたもうひとりの自分。花楓かえでが休んでいた二年間、必死に生きてくれた『かえで』の夢だったから……。『かえで』が叶かなえることができなかった夢だから。

　もうひとりの自分に恩返しがしたくて、花楓かえでは峰みねヶが原はら高校を受験したいと言ったのだ。

　合格できるように、毎日がんばって勉強をしていた。

　今日、昼休みに体調を崩くずした自分をあれだけ責めて、咲さく太たにあんなことまで言ってきた。

　──お兄ちゃんだって、もうひとりの私の方がよかったんでしょ……？

　ゆっくり深呼吸を繰くり返かえして、鼻の奥おくの疼うずきを収める。そのあとで、咲さく太たは静かに『かえで』の日記を閉じた。鞄かばんに戻もどしておく。

　そのあとで、花楓かえでのコートも一いつ緒しよに持って、咲さく太たは二年一組の教室を出た。

　廊ろう下かを進んで、階段で一階に下りる。

　保健室の方へ足を向けながらも、咲さく太たは保健室の前を通り過ぎた。

　やってきたのは事務室の前。廊ろう下かの隅すみにぽつんと置かれた公衆電話の受話器を持ち上げた。

　十円玉を数枚続けて投入する。

「……」

　十一桁けたの数字を無言で打ち込んだ。

　それは、暗記している番号の中でも、最近になって覚えたもの。

　三回目のコールで、電話は繫つながった。

「はい……？」

　少し警けい戒かいした女子の声。

「豊とよ浜はまか？　僕ぼくだ。梓あずさ川がわ」

「やっぱり、咲さく太たか」

「公衆電話を使うのなんて、この世界に僕ぼくだけだからな」

「なに、急に？」

　咲さく太たの言葉は聞き流して、のどかは用件を聞いてきた。

「頼たのみがある」

　それに、咲さく太たは単刀直入に答えた。

「……？」

　咲さく太たの発言が意外だったのか、のどかは一いつ瞬しゆん驚おどろいたような吐と息いきをもらす。

「豊とよ浜はまにしか、頼たのめそうにないんだ」

　もう一度言葉を投げかけると、咲さく太たのテンションから何かを感じたのか、

「頼たのみってなに？」

　と、のどかは聞き返してくれた。





４






　二月十六日から十八日の三日間、校舎が試験会場として使用されるため、休講になっていた峰みねヶが原はら高校の授業が再開されると、校内にはいよいよ卒業ムードが漂ただよいはじめていた。

　高校受験と時期を同じくして、私立大学の試験も概おおむね終わりを迎むかえる。すでに受験から解放された三年生も出始めており、授業の再開から一日が経過した二月二十日にもなると、どこか浮うかれた笑い声が聞こえてきた。

　一、二週間前のピリピリした空気とは大おお違ちがいだ。

　そんな学校内の雰ふん囲い気きの変化を肌はだに感じながら、咲さく太たは昼休みになると昼食も取らずに図書室に向かった。

　別に、読みたい本があるわけではない。借りたい本があるわけでもない。咲さく太たがわざわざ寒い廊ろう下かを歩いて図書室までやってきた理由はひとつだけ。

　麻ま衣いと約束があるから。

　ぴたりと閉じたドアをスライドさせて開ける。

　すると、図書室内の静けさが、廊ろう下かに流れ出てくるようだった。

　その室内に、咲さく太たは一歩足を踏ふみ入いれる。後ろ手にドアを閉めると、人の気配がない図書室の中を進んだ。

　暖だん房ぼうがよく効いた室内。本ほん棚だなの間を静かに通とおり抜ぬける。

　咲さく太たよりも背が高い本ほん棚だなの陰かげから出ると、窓まど際ぎわの座席にようやく人ひと影かげをひとつだけ見つけた。

　背筋をぴんと伸のばした後ろ姿。

　艶つややかな長い黒くろ髪かみ。

　麻ま衣いだ。

　咲さく太たが近づいていっても、気づいた素そ振ぶりはない。

　それを少し怪け訝げんに思いながら、さらに近づいていくと、麻ま衣いの両耳にイヤホンが見えた。机の上には、ノートと受験対策用の問題集が広げられている。でも、麻ま衣いの意識は手に持ったスマホの画面に注がれていた。

　よほど集中しているのか、咲さく太たが背後に忍しのび寄よっても、麻ま衣いは気づかない。それをいいことに、咲さく太たは両りよう腕うでを伸のばすと、麻ま衣いの背中から抱だき付ついて、包み込むように抱だき締しめた。

「……」

　びっくりするだろうと思っていたのに、麻ま衣いは声を上げることもなければ、驚おどろいて体を跳はね上あげることもなかった。咲さく太たが抱だき付ついても、体を強こわ張ばらせる様子もない。どうやら咲さく太たが来たことに気づいていたらしい。

　少しがっかりした咲さく太たの鼻先を、甘あまい香かおりが撫なでていく。

「麻ま衣いさん、すげえいい匂においする」

　それだけで元気になれる。

「匂においとか嗅かぐな」

　麻ま衣いは笑いながら、咲さく太たのおでこを器用に小こ突づいてくる。

「あだ」

「大げさね」

　咲さく太たの反応に、麻ま衣いはくすぐったそうにまた笑う。意外なことに、現在進行形で抱だき付ついていることに関してのお咎とがめはなかった。「いい加減、離はなれなさい」とも言ってこない。

「……」

「……」

　咲さく太たの行動を受け入れたまま、今も、麻ま衣いはリラックスした様子でスマホを見ている。

　それが逆に不安を呼んで、咲さく太たの方から聞いてみることにした。

「麻ま衣いさん」

「なに？」

「抱だき付ついてるのはいいの？」

「いいんじゃない。冬なんだし」

　悪戯いたずらっぽく咲さく太たを挑ちよう発はつしてくる。

「ほんと冬は最高だな」

　こんなことなら、ずっと冬でいい。

「調子に乗って、変なところ触さわったら怒おこるからね」

「麻ま衣いさんに変なところなんてないのに？」

　それとなく、手の位置を胸の方へと下げていく。

「今すぐ離はなれたいのかしら？」

「麻ま衣いさんに変なところがないのは、本当なんだけどなぁ」

「……」

　無言のプレッシャーがこわくて、咲さく太たは大人しく手をもとの位置に戻もどした。触ふれるのは肩かたのあたりまでだ。それでも、シャンプーのいい香かおりは存分に感じられたし、鼓こ動どうや体温がじわじわと伝わってくる。好きな相手と密着していることに対する妙みような心地ここちよさがあった。

「麻ま衣いさんは何を見てるの？」

　後ろから肩かた越ごしに見下ろしたのは、麻ま衣いが手にしているスマホだ。画面にはＣＧ加工された映像が流れていたが、それが何かまではわからない。

　すると、麻ま衣いはイヤホンを片方だけ外して、咲さく太たに貸してくれた。左の耳にはめると、軽快な音楽に乗せて、女性の伸のびやかな歌声が聞こえてくる。

「ＳＮＳを中心に人気が広がって、今、中高生の間で流行はやっているんだって。こないだ撮さつ影えいで一いつ緒しよになった同じ事務所の子が教えてくれたの」

　そう言って、麻ま衣いは咲さく太たにもよく見えるようにスマホの画面を傾かたむけた。どこか神秘的というか、幻げん想そう的てきな雰ふん囲い気きの映像が、音楽に合わせて切きり替かわっていく。物語を感じるような作りで、最初は静かにはじまり、途と中ちゆうで感情に訴うつたえかけ、そして、サビで思おもいの丈たけが爆ばく発はつする。ミュージックビデオ……ＭＶというやつだろうか。

　どこかで聞いたことがあるような気もする。だけど、それがどこかは記き憶おくにない。中高生の間で流行はやっているのなら、自然と耳にする機会もあったのだろう。学校の休み時間やバイト先、あとは電車の中なんかで。

　時折、歌っている当人らしき人物の姿は映るのだが、表情は隠かくれていて見えない。ぱっと見の印象では、咲さく太たや麻ま衣いと同年代に思えた。

「素す顔がおや素す性じようがわかっていないのも、人気の秘密みたいね」

　映像は『霧きり島しま透とう子こ』という登録名で投とう稿こうされている。なんとなく、綺き麗れいな名前だと思った。顔を出していないのなら、その名前もペンネームのようなものなのかもしれないが……。

　名前の透とう明めい感かんから連想されるおとぎ話のようにも聞こえる歌が続く。

　だけど、そこに込められた感情は、現代社会にも通じる人と人の間にこそ生まれる愛情であり、友情であり、孤こ独どくであり、やさしさだった。

　なんとなく、中高生にウケる理由はわかる気がした。漠ばく然ぜんとした不安や不満をさらけ出し、そうした感情に寄より添そってくれている感じがするのだ。

　咲さく太たも麻ま衣いも、途と中ちゆうから無言になって、約五分の曲が終わるまで聞いた。

　画面は最初のカットに戻もどる。リピートするかの表示が出たところで、麻ま衣いはイヤホンを外した。スマホの画面も消してしまう。

「麻ま衣いさんの感想は？」

「映像も凝こっているし、曲も気持ちいいと思うわよ。これで、教えてくれた子に感想が言える」

　最後に、麻ま衣いは本音のような言葉を付け足して、少しおどけていた。芸能人の人付き合いも大変らしい。

「それより、咲さく太た」

「ん？」

「そろそろ、離はなれなさい」

「えー」

「暑い」

「冬なのに？」

「この体勢だと、咲さく太たの顔が見えないでしょ」

　食い下がった咲さく太たに、麻ま衣いは余よ裕ゆうな様子でそんなことを言ってくる。

「麻ま衣いさんがそう言うなら、仕方ない」

　腕うでを緩ゆるめて麻ま衣いから離はなれる。体を起こすと、麻ま衣いの真向かいの席に咲さく太たは座すわった。

「麻ま衣いさん、意外と僕ぼくの顔好きだったんだ」

「見ていて、飽あきないっていうのはあるわね」

　それはあまりうれしい評価ではない気がする。

「美人は三日で飽あきるって、あれ、絶対噓うそですよね」

「なんで？」

　わかっているくせに、麻ま衣いはどこか楽しそうに聞いてきた。

「だって、麻ま衣いさんといても全然飽あきないし」

　咲さく太たの返答に満足したのか、麻ま衣いは口元に笑みを浮うかべていた。ちょっと浮うかれている感じの微笑ほほえみ。

　でも、何かを思い出したように、麻ま衣いはその表情をしまってしまった。

「その後、花楓かえでちゃんの様子はどう？」

「順調に落ち込んでます」

「そう……」

　試験を受けるために、今、咲さく太たと麻ま衣いがいる峰みねヶが原はら高校に来たのが四日前。年が明けてから保健室登校を続けていた中学校にも行けなくなったどころか、あの日以降、花楓かえでは一歩も外に出ていない。お留守番の日々に逆ぎやく戻もどりだ。

「がんばったのにね」

　そう、麻ま衣いが言うように、花楓かえではがんばった。一いつ生しよう懸けん命めい勉強したことも、こわいのを我が慢まんして試験を受けに行ったことも、午前の試験はちゃんと受けられたことも……花楓かえでは誇ほこっていい。

　だけど、そのがんばりに対して、花楓かえでは「もうひとりの私の方が、がんばっていた」と思っている。『かえで』と比べて、自分はがんばれなかったと思い込んでいる。

　峰みねヶが原はら高校に通いたいという『かえで』の夢を叶かなえられなかったことに責任を感じているし、咲さく太たや麻ま衣い、のどかが勉強を教えてくれたことに報むくいることができなかったと気にしている。

　咲さく太たも、麻ま衣いも、のどかも、そして、『かえで』だって、結果を責める気などかけらもないのに。

「こればっかりは、花楓かえでが自分で乗のり越こえるしかないんで」

「うん」

　やさしく麻ま衣いが頷うなずく。

　そのあとで、昼休みの終了五分前を告げる予よ鈴れいが鳴った。

「残念だけど、今日のデートはここまでね」

「あと、五分は大だい丈じよう夫ぶですよ」

　咲さく太たの提案を麻ま衣いは笑顔で却きやつ下かして、机の上に開いていたノートと問題集を鞄かばんに入れた。そのまま、席を立ってコートを羽織る。

「……」

　そんな麻ま衣いのことを、咲さく太たは立たずに見上げていた。

「じゃあ、私、帰るから」

　粘ねばってみても、麻ま衣いは甘あまやかしてくれない。

　仕方がなく、咲さく太たも立ち上がった。

「来週、受験が控ひかえている彼女に何か言うことはある？」

　咲さく太たの言葉を、麻ま衣いが笑顔で要求してくる。

「がんばってください」

　ちょっと複雑な気持ちを抱かかえながら、咲さく太たは麻ま衣いにエールを送った。

　麻ま衣いからのご褒ほう美びは、咲さく太たにだけ見せてくれる少し恥はずかしそうで、でも、楽しそうで、うれしそうな笑顔だった。




　麻ま衣いが帰ったあと、仕方なく二年一組の教室に戻もどった咲さく太たは、六時間目まである授業をそれなりに真面目に受けた。

　そのあと、学校帰りにはバイトに出て、いつも通り朋とも絵えをからかいながら夜九時まで働いた。

　家に帰ったのはその三十分後。

「ただいまー」

　ドアを開けると、室内にそう声をかけながら、咲さく太たは靴くつを脱ぬいで玄げん関かんに上がった。

　リビングの電気は点ついていたけれど、そこに花楓かえでの姿はなかった。コタツの天板の上で丸くなっていたなすのが「なー」と鳴いただけ。

　花楓かえでの部屋のドアは、固く閉ざされている。

　けれど、ずっと部屋にこもっていたわけでもなさそうだった。なすのがいるコタツの上には、花楓かえでが部屋から出てきた痕こん跡せきがある。

　端はしに揃そろえて重ねられているＡ４サイズの封ふう筒とう。青や黄色、緑に白と、配色は様々だ。その中身は、どれも通信制高校の入学案内。

　咲さく太たが週末になるたびに学校説明会に参加してもらってきたものが半分。もう半分は、同じように父親が集めたものと、美み和わ子こから渡わたされたものだ。全部で十五校分。

　それとなく、花楓かえでの目に留まるように置いておいたパンフレットの束は、重ねた順番が今朝とは変わっていた。

　花楓かえでが手に取って見たのだろう。

　封ふう筒とうの中身をひとつ確かく認にんすると、パンフレットを開いた形けい跡せきがあった。

　それを元に戻もどしてコタツの上に置くと、背後でドアの開く音がした。少しだけ開いた隙すき間まから、花楓かえでが恐おそる恐おそるといった様子で顔を出している。目が合ったところで、

「ただいま」

　と、声をかけた。

　花楓かえではすぐに視線を下ろしてしまう。でも、

「お、おかえり、お兄ちゃん」

　と、小さな声で言ってきた。ドアを開けて、部屋から出てくる。

「……」

　何か言いたそうな雰ふん囲い気きだけど、顔を上げる勇気がないのか、困ったようにもじもじしていた。

　それでも、辛しん抱ぼう強づよく咲さく太たが待っていると、

「あ、あのね」

　と、花楓かえでが口を開いた。

「ん？」

「こないだの、こと……」

　花楓かえでは床ゆかの一点を見つめたままだ。

「こないだ？」

「試験の日の、こと……」

「うん」

「私が、お兄ちゃんに、言ったことなんだけど……」

　落ち着かない様子で、花楓かえではお腹なかの前で重ねた手を意味もなく擦すり合あわせている。

　花楓かえでが何を言いたいのか、咲さく太たはわかっているつもりだった。今日だけじゃない。昨日も、一昨日にも、花楓かえでとは似たようなやり取りを咲さく太たは繰くり返かえしていた。

　試験の日のこと。

　花楓かえでが咲さく太たに言ったこと。

　それは、あのことに決まっている。

　けれど、それを咲さく太たの方から「わかっている」と言って持ち出すのは、ここでは花楓かえでのためにならないと思えた。たぶん、花楓かえで自身が自分で解決しないといけないことだから。咲さく太たの理り屈くつで、決着させていい問題ではない。

「……」

「……」

　しばらく待っていても、花楓かえでの言葉は続かなかった。やっと口を開いたかと思えば、

「やっぱり、なんでもない……」

　と言って、ますます俯うつむいてしまう。

　そんな花楓かえでに、咲さく太たはいつもの調子で話しかけた。

「なあ、花楓かえで」

「な、なに？」

　びくっと花楓かえでが肩かたを震ふるわせる。警けい戒かい心しんに染まった上うわ目め遣づかいで咲さく太たを見てきた。

「明日、ヒマか？」

「え？」

「土曜で学校休みだし、ヒマだよな？」

「え、あ、うん……」

　花楓かえでは戸と惑まどいながらも、咲さく太たに誘ゆう導どうされるまま頷うなずいていた。

「昼食べたら、僕ぼくと出かけるぞ」

「え？」

「じゃあ、決まりな」

　そう一方的に約束だけして、咲さく太たは着き替がえるために自分の部屋に入った。あとから、花楓かえでが付いてくる気配はあったが、結局、声をかけてくることはなかった。





５






「お兄ちゃん、どこに行くの？」

　藤ふじ沢さわ駅から東とう海かい道どう線に乗ったところで、行き先を伝えていなかった咲さく太たに、花楓かえでが質問を投げかけてきた。

　昨日の夜に約束した通り、昼に咲さく太たの作ったチャーハンを一いつ緒しよに食べたあと、咲さく太たは花楓かえでとふたりでお出かけをしているのだ。

　車窓から望むよく晴れた冬の空は、遠くに行くほど白く染まっている。

「辻つじ堂どう」

　咲さく太たが口にしたのは駅の名前。

　ドアの脇わきで手すりを摑つかんで立っていた花楓かえでが、車内に貼はられた略式の路線図に目を向ける。藤ふじ沢さわからスタートすれば、辻つじ堂どうはすぐに見つけられるはずだ。

「つじどうって隣となりの駅の？」

「隣となりの駅の辻つじ堂どう」

　ドアの上の電光掲けい示じ板ばんには、次の停車駅が『辻つじ堂どう』であると表示されている。

　そんなやり取りをしているうちに、快調に飛ばしていた電車は駅に近づき、ブレーキをかけて減速していく。ふらつかないように、花楓かえでは両手で手すりを持って体を支えていた。

　電車が駅に到とう着ちやくすると、咲さく太たと花楓かえではホームに降りた。

　改札口に向かう人の流れが少し落ち着くのを待ってから歩き出した。

「お兄ちゃん、どこに行くの？」

　ホームからの階段を上がっていると、後ろから花楓かえでがまた尋たずねてきた。

「だから、辻つじ堂どう」

「もう着いたよ、辻つじ堂どう」

「んじゃ、次は東改札の北口だな」

　東なのか、北なのかよくわからないが、案内板を見ると改札口は東と西のふたつに絞しぼられてくる。駅の規模は、三線が乗り入れる藤ふじ沢さわ駅と比べると、少し小さい印象を受けたが、人の乗り降りは盛せい況きようだった。

　むしろ、そもそも最近になって大規模な再開発が行われたらしい駅周辺の建物は、藤ふじ沢さわ駅よりも新しくて近代的だ。

　改札を出ると、お目当ての北口はすぐに見つかった。南に出るか、北に出るかの二に択たくだったので、間ま違ちがえようがない。

　駅の構内では多くの人が行き交い、全体的にその年ねん齢れい層そうは若く見えた。咲さく太たと同年代くらいのグループもいれば、大学生くらいのカップルもよく目に付く。あとは、小さな子供を連れた二十代後半から三十代前半くらいの家族も目立っていた。

　そうした中を、人の流れに逆らわずに歩いていると、

「お兄ちゃん、だから、どこに行くの？」

　と、ちょっと不ふ機き嫌げんな声で花楓かえでがまた同じ質問をぶつけてきた。

　とうとう、しびれを切らしたらしい。

「もう着いた」

　そう言って、咲さく太たが視線を向けたのは、目の前に見えてきた巨大なショッピングモールの建物。駅から屋根付きのデッキで接続され、改札を出たところから人の流れが続いている。

「ここなの？」

　首を傾かしげている花楓かえでを連れて、建物の中に入った。

「確かに、ここのどこかなんだけどなあ……」

　少し奥おくまで進んだところで立ち止まる。適当に歩いていれば、目的地は見つけられるだろうと思っていたのが、大きな間ま違ちがいだった。

　ショッピングモールのフロアが広すぎて、どこに何があるのかさっぱりわからない。周囲を見回すと、施し設せつの案内マップがあったので、それに頼たよることにした。

　だが、案内マップに記された情報量も多くて、その中からたったひとつの目的地を探すのは容易ではなさそうだ。

「……」

　死んだような目で案内マップを見ていると、花楓かえでが心配そうに横から見つめてきた。

「お兄ちゃん？」

「花楓かえで、イベントステージを探してくれ」

「え？」

「花楓かえでだけが頼たよりだ」

「う、うん……」

　戸と惑まどいながら、仕事を与えると、花楓かえでは熱心に案内マップに目を凝こらす。その後ろを、大学生のカップルが、「ここ、東京ドーム三個分の広さなんだってさ」、「なにそれ、やばーい」とか言いながら、通り過ぎていった。

「だとさ」

　たぶん、花楓かえでも聞いていたので、話を振ふってみる。

「東京ドーム行ったことないから、よくわかんないよ」

「日本人なら、畳たたみで言ってほしいよな」

「畳たたみだとどれくらいなの？」

「十万畳じようくらいだろ、たぶん」

「……それも全然イメージできないよ」

「そうか？　十畳じようの一万倍だぞ？」

「あ、イベントステージ」

　咲さく太たのわかりやすい解説を聞き流して、いつの間にか、フロアガイドのパンフレットを開いていた花楓かえでが明るい声を出す。一階の屋外エリアを、花楓かえでが指で示した。

「ここ」

　確かに、イベントステージと書いてある。

　よく見ると、入口からすぐの場所だった。




　無む駄だに遠回りをしてたどり着いたステージの前には、ざっと見た感じで三百人ほどの人だかりができていた。男性が七割で、女性が三割程度。下は十代、上は四十代くらいまで。彼らのお目当ては、もちろん、ステージ上にある。

「今日は、短い時間でしたが、ありがとうございました！」

　スピーカーから響ひびいてきたのは、マイクを持った女の子の声。ステージ上には、カラフルな衣い装しようを身につけたアイドルっぽい雰ふん囲い気きの三人組がいた。咲さく太たが知らないだけで、正しよう真しん正しよう銘めいのアイドルという職業の人たちなのだと思う。

　声せい援えんを送る観客に元気に手を振ふりながら、三人の女の子たちは駆かけ足あしではけていく。

　姿が見えなくなると、声せい援えんが止んで少し静かになった。

「ここ、なの？」

　イベント会場の後ろの方で立ち止まった咲さく太たを、花楓かえでは戸と惑まどった様子で見ていた。

「お兄ちゃんには、麻ま衣いさんがいるじゃん」

　なにやら、花楓かえでは妙みような勘かん違ちがいをしているらしい。

「見てれば、すぐわかる」

　何も個人的な趣しゆ味みで、アイドルのイベントに来たわけではない。予定通りにイベントが進行しているのなら、そろそろお目当ての人物が登場する時間のはず。

　ステージに目を向けると、司会役のお姉さんがさっきとは別のアイドルグループを壇だん上じように呼び込んだ。

「スイートバレット！」

　それを合図に、ステージに駆かけ込こんできたのは、七人組のアイドル。

「あ」

　その姿を見て、花楓かえではぽかんと口を開けた。

「のどかさんだ」

　全員が黒くろ髪かみの中、ひとりだけ金きん髪ぱつで目立っているのは確かにのどかだ。のどかがアイドルをやっているのは知っていても、花楓かえでが見るのははじめて。その姿を実際に目の当たりにすると、花楓かえでのようにぽかんとしてしまう気持ちはわかる。咲さく太ただって、麻ま衣いやのどかに出会うまでは、芸能人が実在することに懐かい疑ぎ的てきだった。

　本当にいるんだなあと思ったものだ。

　のどかを含ふくんだ七人のメンバーは、横一列に並ぶと会場に向かって声を揃そろえて挨あい拶さつをする。そのあとで、

「イベント、押おしてて巻きなので、一曲目、行きます！」

　と、真ん中に立っていた長身の女子……広ひろ川かわ卯う月づきがぶっちゃけた。

　一いつ瞬しゆんの笑い声。

　それを吞のみ込こむように、曲のイントロが流れ出す。卯う月づきの力強いソロパートから、スイートバレットのライブはスタートした。

　観客の熱気は一気に上がる。最前列の方では、昼間にもかかわらず、サイリウムを振ふる熱心なファンの姿があった。

　それに応えるように、七人のメンバーがフォーメーションを変えながら、息の合ったダンスを披ひ露ろうする。勢いとしなやかさがミックスされたパフォーマンスに会場は魅みせられていく。特に、センターに立ち、歌もダンスもリードする広ひろ川かわ卯う月づきは素人しろうと目めに見ても、よく目立っていた。花楓かえでの目が自然と彼女を追っているのがわかるほどだった。

　隣となりで踊おどるのどかが目立っていないわけではない。けれど、不思議な存在感が卯う月づきにはある。生き生きとしていて、生命力に溢あふれている感じ。ステージ上での笑顔が大げさではなく輝かがやいて見える。そのエネルギーがどこから生まれてくるのかはわからないが、人の目を惹ひきつける魅み力りよくがあるのは確かだった。

　そうして、最後まで全力で、のどかたちは一曲を歌い上げた。

　音楽が止まると、歓かん声せいが上がる。会場からは「づっきー！」と真っ先に卯う月づきが声をかけられていた。他のメンバーも愛あい称しようで呼ばれている。誰だれかが「どかちゃーん！」と、のどかのことも応おう援えんしていた。誰だれも名前を呼ばなければ、「どかちゃーん！」と叫さけぶ準備をしていたのに残念だ。

　ファンの声せい援えんに、スイートバレットの面々はそれとなく汗あせを拭ぬぐい、息を整えながら笑顔で手を振ふって応えていた。

　たった一曲を歌っただけ。しかも、冬の寒空の下なのに、遠くから見ていても、きらきらと光る汗あせが滴したたっているのがわかる。それだけ激しいダンスを全力で踊おどっていたのだ。

　卯う月づきに至っては、湯気が立っていた。それに気づいたのどかが、

「づっきー、オーラ出てる」

　と、曲の合間に早さつ速そくいじった。

「ほんと？　じゃあ、今日は調子いいんだ」

　よくわからない理り屈くつで、卯う月づきは褒ほめられたみたいな顔をして、ちょっと照れたように笑っていた。

「やっぱり、気合入るよね。ここ帰ってくると」

　笑顔のまま、メンバーに同意を求めていた。けれど、その言葉に、のどかを含ふくむ卯う月づき以外の六名は、きょとんとしていた。

「あれ？　私だけ？」

　共感を得られず、卯う月づきが困こん惑わくした声をマイクに乗せる。

「づっきー、『ここ帰ってくると』ってどういうこと？」

　卯う月づきの隣となりにいたショートカットのメンバーが、恐おそる恐おそる尋たずねる。

「だって、私たちが初ライブした場所じゃん」

「……」

　スイートバレットのメンバーも、集まったファンまでもが沈ちん黙もくした。空気が凍こおり付つくとはこういうことを言うのだろう。

　さすがにおかしいと気づいたのか、

「あれ？　初ライブってここじゃない？　違ちがう？」

　と、卯う月づきが曖あい昧まいな笑えみを浮うかべる。

「ここ、今日がはじめてだよ」

　ショートカットの子が、小声で教えてあげていた。でも、その声はきちんとマイクに乗せられている。内ない緒しよ話ばなしも、ファンに丸聞こえだ。当然、わざとやっているのだが……。

「噓うそ!?　私、宇宙人に記き憶おく改ざんされてる！　どうしよう！」

「宇宙人のせいにすんな！」

　笑いながら、のどかがすかさず突っ込むと、会場は大きな笑いに包まれた。微笑ほほえましくて、なんだかあたたかい雰ふん囲い気き。集まったファンにとっては、いつもことなのだろう。それが伝わってくる。

「えーと、二曲目行きます！　今日はこれで最後だから、完全燃ねん焼しよう！」

　勢いでごまかすと、本当に次の楽曲が流れ出した。

「な、なんか、すごい人だね」

　花楓かえでが戸と惑まどった顔で、素す直なおな感想を口にする。

「あの、すごい人な。全日制の学校が肌はだに合わなくて、通信制の学校に通ってんだってよ」

「え？」

「花楓かえでに内ない緒しよで、学校説明会行ったら、生徒のインタビューにたまたま出てて。豊とよ浜はまに確かく認にんしたら、そうだって教えてくれた」

「……そうなんだ」

　その返事はとりあえず口に出したという印象だった。ぴんと来ていない感じ。

　ステージ上で元気いっぱいに歌い、踊おどり、笑顔を振ふりまき、天然ボケを連発した姿からは、いまいち想像ができないのかもしれない。

「峰みねヶが原はら高校のことなんだけどな」

「……っ」

　学校の名前を聞いて、花楓かえでの肩かたに緊きん張ちようが走るのがわかった。今はあまり耳にしたくない名前なんだと思う。週のはじめに受けた試験で失敗してしまったと、花楓かえでは思っているから。がんばれなかった自分を後ろめたく思っているから。そんなことはないのに。

「通いたいっていうのが花楓かえでの気持ちなんだったら、この先も、僕ぼくは全力で応おう援えんしてやる」

「……もう、試験終わっちゃったのに？」

「二次募ぼ集しゆうとか、そういうのまだあるだろ」

「……」

「でもな。花楓かえで自身が峰みねヶが原はら高校に通いたいわけじゃないなら、花楓かえでが峰みねヶが原はら高校に無理して通いたいって思う必要はないんだぞ。麻ま衣いさんだってそう思ってるし、豊とよ浜はまだってそうだ。父さんも、友とも部べさんも、そんなこと望んじゃいない。きっと、『かえで』もな」

「っ！」

「花楓かえでが毎日のちょっとしたことに、幸せを感じながら過ごせればいいって僕ぼくは思ってるよ。朝食のスクランブルエッグが美味おいしいとか、でも、時々作るの失敗して、カチカチに固まったやつを『失敗だな、これ』って笑いながら食べるとか、花楓かえでも麻ま衣いさんに作り方教わって、悪あく戦せん苦く闘とうするとかさ。たいしたことじゃないことで笑って、なんか楽しいって思いながら、今日も、明日も、明後日あさつても、過ごしてくれることが僕ぼくの望みだ。『かえで』の願いを、花楓かえでに叶かなえてほしいわけじゃない」

　長く語りながらも、途と中ちゆうで言葉が途と切ぎれることはなかった。考えながらしゃべる必要はなかった。全部、咲さく太たの中にある想おもいだったから。言葉だったから。ずっと思っていたことだから。

「……お兄ちゃん」

「たとえ、花楓かえでが峰みねヶが原はら高校に合格しても、花楓かえでが何か我が慢まんしながら通わなきゃいけなくなるようなら、僕ぼくは全然うれしくない」

「うん。でも……」

　言いかけて、花楓かえでは途と中ちゆうでやめてしまう。

「気になることあるなら全部言えよ？」

　それを見て咲さく太たが促うながすと、花楓かえでは少し考えてからゆっくり口を開いた。

「でも……みんなと同じがいいって思うのは、ほんとだよ」

　ぽつりと花楓かえでが想おもいを吐と露ろする。

「みんなと違ちがうのは、恥はずかしい……」

「じゃあ、あのセンターの子は恥はずかしいのか？」

　豪ごう快かいな天然ボケをかまして、大きな笑いが起きて……確かに、花楓かえでが同じ状じよう況きように置かれたら耐たえられないと思う。逃にげ出だしたくなるだろう。

「あの人は、すごいと思う……」

　ステージ上で、卯う月づきは長い髪かみを振ふり乱みだし、汗あせの雫しずくをまた飛ばしていた。会場を笑顔で明るくしている。

「彼女は花楓かえでの言う『みんな』とは違ちがうのにか？」

「……」

　一度は口を開いたけれど、花楓かえでは出かかった言葉を吞のみ込こんで、考え事をするように視線を落とした。

　そうして、間奏が流れている間、じっと黙だまっていた花楓かえでだったが、再び卯う月づきが歌い出したところで、

「……わかんない」

　と言ってきた。

「んじゃ、話を聞いて、わかってから進路を考え直してもいいんじゃないか？」

　花楓かえでは、花楓かえでの知らない『みんな』がいることを知った方がいいと思う。花楓かえでの知らないところにも『みんな』はいるし、花楓かえでと仲良くなれる『みんな』と出会うことが、花楓かえでの勇気と自信に繫つながる気がした。

「話って？」

「豊とよ浜はまに頼たのんで、このあと時間とってもらってるんだよ。学校の話、色々聞こうと思って」

「……それで、ここに来たんだ」

　一いつ拍ぱく置いて、花楓かえでが今日の目的を理解する。

　その花楓かえでの目は、再びステージ上を見つめていた。

　咲さく太たの提案に対しては、「いい」とも、「イヤ」とも言ってこない。けれど、じっと卯う月づきを目で追っている横顔を見ていると、答えは聞かなくてもわかる気がした。

「お兄ちゃん」

　ステージを見み据すえたまま、花楓かえでが声をかけてくる。

「ん？」

「ほんとに、峰みねヶが原はら高校じゃなくていいの？」

　いいんだよ、と言うのは簡単だ。だけど、決めるのは咲さく太たじゃない。花楓かえでが決めることだ。花楓かえでが花楓かえでであるために、花楓かえでが花楓かえでになるために必要な決断だと思う。

　だから、花楓かえでの質問に答えるようなふりをして、咲さく太たは全然違ちがう言葉を口にした。

「『かえで』はさ。いつも一いつ生しよう懸けん命めいだったんだよ」

「……」

「突とつ然ぜん、病院のベッドで目を覚まして……最初は、そこがどこかも、自分が誰だれなのかもわかってなくて、すげえ不安だったはずなのに」

「……うん」

「ほんと、一いつ生しよう懸けん命めい、僕ぼくの妹になろうとしてくれてた」

　花楓かえでを助けてあげられなかった咲さく太たを、今度こそ後こう悔かいさせないように……。

「妹になることで、『かえで』は僕ぼくを兄にしてくれたんだ」

「すごいね、もうひとりの私は……」

　震ふるえた声で言うと、花楓かえでは下した唇くちびるを嚙かんでいた。

「だから、『かえで』がいなくなったとき、悲しくて仕方がなかったよ。信じられないくらい泣いたからな。人間ってこんなに泣くんだってびっくりした」

　それほどに、咲さく太たは大泣きした。体中の水分が全部出ても足りないくらいに泣いたのだ。

「今でも、思い出すと泣きそうになるし」

「やっぱり、私より……」

　隣となりで花楓かえでがわずかに俯うつむくのが視界の隅すみに映った。だから、その先の言葉を花楓かえでが口にする前に、咲さく太たは大事な言葉を花楓かえでに伝えた。

「でもさ、花楓かえで。あのとき泣いた分と同じだけ、僕ぼくはうれしかったんだよ。ほんとにうれしかったんだ」

「え？」

「花楓かえでが帰ってきてくれたから」

　横を見ると、驚おどろいたような顔をして、花楓かえでが咲さく太たを見ていた。その目の端はしに、じんわり涙なみだが滲にじんでくる。

「……お兄ちゃん、ほんと？」

「当たり前だろ。ったく、僕ぼくをなんだと思ってるんだよ」

「だって、わかんないもん。言ってくれないと、そんなのわかんないよぉ」

　ぼろぼろと花楓かえでが泣き出してしまう。

　でも、その泣き声は、まだ続いているスイートバレットの曲がかき消してくれた。

「お兄ちゃんは、もうひとりの私の方が好きなんだと思ってたから……だから……」

　ぼたぼたと地面に大おお粒つぶの涙なみだが落ちていく。

「代わりに……私が、代わりになんないとって……」

　その花楓かえでの頭に、咲さく太たはぽんっと手を置いた。

「どっちが好きとか、そんなのあるわけないだろ」

「……ほんと？」

「どっちも普ふ通つうだ」

「なにそれぇ」

　くしゃくしゃの泣き顔で咲さく太たを見上げてくる。

「ふたりとも妹だから、ふたりとも普ふ通つうなんだよ。妹のこと好きとか言ってたら、色々まずいだろ」

　すると、今度は納なつ得とくしたのか、まだ泣きながらだったけれど、花楓かえではにっこりと笑った。それは……記き憶おくが戻もどってから、いつも曖あい昧まいに笑っている感じだった花楓かえでの心からの笑顔だった。




　ミニライブが終わると、イベントステージは速すみやかに撤てつ収しゆうモードになり、会場に集まっていた三百人ほどの観客も、気が付くと姿を消していた。

　片付け作業が行われているステージの前に残っているのは、咲さく太たと花楓かえでくらいだ。

　わざわざ残っているのは、もちろん、のどかと合流するため。

　兄妹きようだい揃そろってスマホを持っていない変わり者なので、待ち合わせ場所から下手に移動すると、絶対に会えなくなる。

　花楓かえではなんとか泣き止んだところ。でも、まだ鼻をぐしゅぐしゅ言わせていた。そろそろ、ポケットティッシュがなくなりそうだ。コンビニでも探して買ってこようか悩なやんでいると、

「咲さく太た～！」

　と、名前を呼ばれた。

　三十メートルほど離はなれたステージの裏側から、金きん髪ぱつギャルが手を振ふっている。のどかだ。アイドルとしての自覚が足りない気がしたが、片付けをしているスタッフや、周囲にいた人が特に気にする様子はなかった。

　こっちにこいと手招きをしてきたのどかの隣となりには、私服に着き替がえた広ひろ川かわ卯う月づきの姿もある。

「花楓かえで、豊とよ浜はまがこいって言ってる」

「うん……あ、待って、お兄ちゃん」

「ん？」

　歩き出しかけたところで立ち止まり、後ろの花楓かえでを振ふり返かえった。

「今度ね、動物園に行きたい」

　咲さく太たと目が合うと、花楓かえではそんなことを言ってきた。

「年間パスのもとを取らないとな」

　最低四回行かないと、損をする計算だ。

「パンダを見に行きたいの」

　そんな咲さく太たに、花楓かえでは頰ほおを膨ふくらませながら、抗こう議ぎの意思をぶつけてくる。

「花楓かえで、パンダ好きだったのか？」

　パンダを好きだったのは、『かえで』の方だ。

「尊敬してるよ、パンダのことは」

　理解に苦しむことを言いながら、花楓かえでは咲さく太たの隣となりまで追いついてくる。

「みんなにあんなに見られても、全然平気なんだもん。パンダ、すごい」

　疑問が顔に出ていたのか、花楓かえでが理由を教えてくれた。

「なるほどな」

　それで妙みように納なつ得とくする。『かえで』もそれが理由で、パンダが好きだったのかもしれない。
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　そんなことを思いながら、早く早くと手招きをしているのどかの方へ、咲さく太たは花楓かえでと一いつ緒しよに歩き出した。
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　花楓かえでとスイートバレットのライブを見に行った土日の休みが終わると、二月最後の一週間がやってきた。次の日曜日はもう三月だ。一日には、峰みねヶが原はら高校の卒業式が行われる。咲さく太たにとっては、麻ま衣いが高校を卒業していく日。

　けれど、卒業式まで残り一週間を切ったからと言って、咲さく太たの日常のサイクルに大きな変化があるわけではなかった。

　世の中全体がそうであるように、月曜日からは平常運転だ。

　朝起きたら、学校に行く準備をして、遅ち刻こくしないように出かけていく。学校ではきちんと授業を受ける。バイトがあればバイトに行って、バイトがなければ真まっ直すぐ帰る。

　麻ま衣いの言いつけを守って、受験勉強も毎日続けた。

　変化らしい変化と言えば、花楓かえでが保健室登校を再開したこと。学校から帰宅後は、熱心に通信制高校のパンフレットを見るようになったこと。あとは、インターネットやメールの特訓をはじめたことくらい。

　それには、水曜日に大学の入試を手ごたえばっちりで終わらせてきた麻ま衣いと、一いつ緒しよに遊びにきたのどかが付き合ってくれた。

「少し前のやつだけど、使わないから花楓かえでちゃんが使って」

　と、家から無線通信が可能なノートＰＣまで持ってきてくれて……。外付けのマウスもおまけについている。

　最初は、中学の頃ころのいじめと、思春期症しよう候こう群ぐん発はつ症しようの原因になったネットやメールに対して、花楓かえではおっかなびっくりといった様子だった。コタツの上に置いたノートＰＣの前に座すわるまでに二、三分かかったし、マウスやキーボードに触ふれる手は怯おびえていた。

　でも、麻ま衣いとのどかに励はげまされ、ふたりと何通かメールのやり取りをしているうちに、緊きん張ちようも解けて指先の震ふるえも止まっていた。それどころか、麻ま衣いとのどかにメールを送り、その返事を受け取るたびに表情も和やわらいで、どんどん笑顔になっていった。

　スタンドアローンの咲さく太ただけのけ者だ。だけど、これまでの日々を思うと、花楓かえでが咲さく太たを介かいさずに麻ま衣いやのどかと話したり、メールのやり取りをしたりしているのは感かん慨がい深ぶかくて、咲さく太たにとってはただただ微笑ほほえましい時間だった。

　残念なことに花楓かえでからは、「お兄ちゃん、にやにやして変だよ」と言われたし、のどかからは「エロいこと考えんな」と、コタツの中で軽く蹴けられそうになった。もちろん、事前に察知して、のどかの蹴けりは回かい避ひしたが。

　麻ま衣いは無言で太ももを抓つねってくれたので、もちろん、それはご褒ほう美びとしてありがたく受け取っておいた。

　なにはともあれ、花楓かえでがネットやメールと触ふれ合あえたことは大きな前進だった。ＩＴなんて言葉が、もはや古く感じられるくらい、あって当たり前のものになった現代社会において、この先もずっとネット環かん境きようから距きよ離りを取って生活していくのは正直難しいと思う。いつかは克こく服ふくしないといけない問題だったし、何より通信制の高校に通うためには、学校の性質上どうしても避さけて通れない道でもあった。

　だから、麻ま衣いやのどかとのメールのやり取りを切きっ掛かけに、花楓かえでが自分から通信制高校のＨＰを見るのは、本当にいい傾けい向こうだと思った。パンフレットを見て気になった高校のことを積極的に調べて、自分に合った学校を自分で見つけようとしている。

　そんな風に花楓かえでを前向きにしてくれたのは、広ひろ川かわ卯う月づきのおかげでもある。ライブのあとでじっくり話を聞いて、花楓かえでも思うところがあったのだと思う。咲さく太たも、卯う月づきの話を聞く中で、気づかされることはあった。




　あの日……二月二十一日の土曜日。辻つじ堂どうのショッピングモールで行われたスイートバレットのミニライブを見に行った咲さく太たと花楓かえでは、イベントが終わったあとで、のどかに卯う月づきを紹しよう介かいしてもらった。

　合流するなり、「とりあえず、移動しちゃおう！」とノリノリに言われて連れていかれたのは、ショッピングモールの正面に位置する駅前のロータリー。一いつ般ぱん車両が入れるレーンだ。

「あ、いたいた。あれだ」

　わけがわからない咲さく太たと花楓かえでを置き去りにして、卯う月づきは紺こん色いろのミニバンに駆かけ寄よっていった。その助手席のドアを開けると、さっさと乗り込んでしまう。

「乗って、乗って」

　窓を開けると、元気に手招きをしてきた。

　とりあえず、顔を見合わせた咲さく太たと花楓かえでの脇わきでは、のどかが後部座席のドアをスライドさせていた。そのまま、車内に入って三列目のシートに座すわる。こうなっては、もう乗るしかない。

　咲さく太たは花楓かえでを先に乗せると、並んで二列目のシートに座すわった。

「シートベルトしてね」

　運転席から声をかけてきたのは三十歳前後に見えるフランクな印象の女性。肩かたにかかるくらいの髪かみは、少し明るい色に染められている。下はデニムで、上はパーカーというラフなスタイルだった。

　ルームミラーで全員がシートベルトを装着したのを確かく認にんすると、「出すよ」と一言入れてから、女性は車を発進させた。一体、誰だれなのだろうか。

「えっと……」

　ハンドルを握にぎる女性の正体を尋たずねようとした咲さく太ただったが、

「改めまして、広ひろ川かわ卯う月づきです」

　と、助手席から振ふり返かえった卯う月づきに邪じや魔まをされた。運転席と助手席の隙すき間まから後ろに身を乗り出して、卯う月づきが咲さく太たの方へ手を伸のばしてくる。どうやら、握あく手しゆを求められているようだ。

　さすがに無視をするのも失礼なので、

「梓あずさ川がわ咲さく太たです」

　と、名乗りながら卯う月づきの手を取った。すると、卯う月づきのもう一方の手も伸のびてくる。しっかり両手で握にぎられた。

「よろしく！」

　元気にそう言って、卯う月づきは握にぎったまま手を大きく上下に二度揺ゆすった。

「……よろしく」

　咲さく太たが答えると、にっこり笑って手を離はなす。すると、今度は、

「広ひろ川かわ卯う月づきです」

　と、花楓かえでの方に手を伸のばした。

「あ、は、はい……梓あずさ川がわ花楓かえでです」

　握あく手しゆに応じようと、おずおずと花楓かえでが膝ひざの上から手を持ち上げる。その手を、さらに身を乗り出してきた卯う月づきの手が捕つかまえた。両手で包んで、また上下に二度振ふっている。

「よろしく！」

「よ、よろしくお願いします」

　花楓かえでは完全に面食らっている。気け圧おされている。

　ライブ中のＭＣを聞いていたときから感じてはいたが、卯う月づきは他人との距きよ離りの取り方が少々個性的だ。最初から妙みように近い感じがする。

　とりあえず、可能な限り距きよ離りを取ろうとする花楓かえでとは真逆で、花楓かえでが戸と惑まどうのも当然だった。

　しかも、握あく手しゆで終わるのかと思いきや、未いまだに卯う月づきは花楓かえでの手を握にぎったままだ。交こう互ごに咲さく太たと花楓かえでを見比べて、

「う～ん」

　と唸うなっている。かと思えば、

「ふたりとも梓あずさ川がわだから、お兄さんのことは咲さく太た君で、妹ちゃんは花楓かえでちゃんって呼ぶね。私、のどかと同い年で、お兄さんとはタメだから、タメ口でいいよね？　ふたりは私をなんて呼ぶ？」

　と、一気にまくし立ててきた。

　勝手にどんどん話が進んでいく。

　三列目のシートからは、のどかの呆あきれたような、疲つかれたような吐と息いきが聞こえた。「やれやれ、またはじまった」といった感じなのだろうか。ライブのあとなのに、元気だなあとか思っているのかもしれない。

「え、えっと……」

　そんな卯う月づきにじっと見つめられていた花楓かえでが、助けを求めるように咲さく太たを見てくる。

「普ふ通つうに広ひろ川かわさんって呼ぶよ」

「卯う月づきさんって呼びます」

　花楓かえでが小さな声で続けた。それに、「え～」と卯う月づきが不満そうな声を上げた。

「づっきーでもいいんだよ？」

「心の中では、そう呼んでる」

　咲さく太たが本当のことを言うと、卯う月づきは声を上げて笑った。

「いいね、それ！　じゃあ、『どかちゃん』も？」

　それは、のどかのニックネームだ。

「もちろん」

「呼ぶな！」

　後ろの席からのどかが声をかけてくる。振ふり向むくと、三列目のシートの真ん中に座すわったのどかが不満そうに咲さく太たを見ていた。

「なあ、豊とよ浜はま」

「なに？」

「パンツ、見えてるぞ」

「っ!?」

　声にならない悲鳴をのどかが上げる。

　短いスカートにブーツスタイル。車に乗るなり上着を脱ぬいでいたので、膝ひざから上の生足と、その奥おくにスカートの黒とは違ちがう水色が見えていた。

「あ、ほんとだ」

　うれしそうに卯う月づきが笑う。

「見んな！」

「あんたも、さっきからパンツ丸見えよ、卯う月づき」

　そう卯う月づきに指し摘てきしたのは、ハンドルを握にぎる女性だ。

「そんなミニで、脚あし広げるな」

「だって、踏ふん張ばってないと、振ふり向むいてられないんだもん」

「危ないから、いい加減、前向けって言ってんの」

　赤信号で停車したタイミングで、運転席の女性は卯う月づきの首根っこを摑つかんで、ちゃんと助手席に座すわらせた。

　ルームミラーには、脱ぬいだダウンコートを膝ひざにかけたのどかの姿が映っていた。その視線は咲さく太たの後頭部にずさずさと突つき刺ささっている。パンツが見えていたのは、咲さく太たのせいではないと思うのだが、のどかの視線は咲さく太たのせいだと語っていた。隣となりの花楓かえでは抗こう議ぎの意思を無言でぶつけてきていて、運転席の女性は謎なぞの沈ちん黙もくに包まれた車内の雰ふん囲い気きを楽しんでいる。

　再び、車が走り出したところで、

「それはそうと広ひろ川かわさん」

　と、咲さく太たは何事もなかった感じで口を開いた。いつまでもパンツが見えたのがどうだという空気に付き合うのは馬ば鹿からしい。

「なーにー？」

　大げさに助手席から卯う月づきが聞いてくる。

「大事な話があるんだけどさ」

「え？　いきなりの告白？」

「そちらのお姉さんはどちら様？」

　盛せい大だいな卯う月づきの勘かん違ちがいは聞き流して、咲さく太たは視線を卯う月づきの隣となりに向けた。運転席には、先ほどから安全運転で車を走らせている女性が座すわっている。

「お姉さんだって、お母さん！」

　卯う月づきが運転席の女性の肩かたをばんばんと叩たたく。

「危ないから、やめなさい。やめろって言ってんだろ！」

　カーブを曲がり切ったところで、ちょっかいをかけてくる卯う月づきの額を女性はつんっと小こ突づいていた。そのあとで、

「卯う月づきの母です」

　と、にこやかにルームミラー越ごしに挨あい拶さつをしてきた。目が合ったので、ぺこりとお辞じ儀ぎをしておく。高校生の娘むすめを持っている年ねん齢れいには見えない。

「ちなみに、おいくつですか？」

　素そ朴ぼくな疑問を、咲さく太たは思ったまま口に出した。

「いくつに見える？」

「あ、じゃあ、いいです」

　面めん倒どうくさい返しに、咲さく太たはあっさり引き下がった。すると、

「卯う月づきは十八のときの子よ」

　と、母親はおかしそうに笑いながら教えてくれた。つまり、三十代半ば。髪かみや服装、フランクな態度もあって、実際の年ねん齢れいより若く見えるようだ。ある意味においては、高校生の娘がいるのにも、納なつ得とくな点はあったが……。

「学校の話とか、聞きたいんじゃなかったの？」

　一向に話が進んでいかないのが気になったのか、母親が車内に向けてそう声をかけてきた。

「そうだった。なんでも聞いてね、花楓かえでちゃん」

　また振ふり返かえって、卯う月づきが後ろに身を乗り出そうとしてくる。でも、今度は、途と中ちゆうで母親に捕つかまって「あー」と変な声を出しながら助手席に引ひき戻もどされていた。

「大人しく座すわってなさい。子供か」

「子供だし！」

　なんとも、仲のいい親子だと思う。両親とは離はなれて暮らしている咲さく太たと花楓かえでにとっては、単純に眩まぶしい光景に見えた。

「……」

　花楓かえでが何も言わずに、ふたりの背中を見ていたのは、たぶん、咲さく太たと同じようなことを思っていたからだと思う。

　花楓かえでがいじめられたのを皮切りに、思春期症しよう候こう群ぐんを発はつ症しようし、その上、解かい離り性せい障害で記き憶おくまで失った。次から次へと降りかかる難題に、咲さく太たと花楓かえでの母親は、母親としての自信を無くしてしまった。あれ以来、一いつ緒しよに暮らすのが難しくなり、今もその状態は続いている。

　それを、自分のせいだと、花楓かえでは思っている。

「花楓かえで、聞きたいことあったら聞いていいんだぞ」

　気を取り直して、咲さく太たはそう花楓かえでを促うながした。

「あ、う、うん……でも」

「大方、広ひろ川かわさんは自分と全然違ちがうし……とか思ってるんだけど、世の中、同じ人間なんていないから気にするな」

「お兄さん、いいこと言うね！」

「あ、あの……卯う月づきさんは……」

　一度は言いかけた言葉だったが、交差点を曲がってきた車のクラクションによって、花楓かえでの声は遮さえぎられてしまう。

　だからと言って、車内にいる咲さく太たやのどか、卯う月づきや彼女の母親は花楓かえでに聞き返すようなことはしなかった。じっと、もう一度花楓かえでが口を開くのを待っている。

「あ、あの、卯う月づきさんは、どうして今の学校に行こうと思ったんですか？」

　車が海岸線沿いの道路に出たところで、花楓かえでは質問を最後まで言葉にした。国道１３４号線を、鎌かま倉くら方面に疾しつ走そうしていく。

　すぐに卯う月づきは答えない。「ん～」と唸うなり声ごえを上げて、答えを考えていた。

　車が次の信号まで走ったところで、

「……お母さんが、見つけてきたから？」

　と、疑問を口にした。それは、自分自身への問いかけのようにも聞こえた。

「質問に疑問で答えるな」

　ぴしっと運転席から母親の指し摘てきが飛ぶ。

「えー、でも、ほんとのことじゃん。全然、学校に行かなくなった私に、『今のとこやめて、ここ行ったら』って、パンフレット持ってきたのお母さんだし。あ、私が全日制の高校に行ってたのは知ってるんだっけ？」

「学校紹しよう介かいのインタビューで語ってた範はん囲いなら」

　咲さく太たが美み和わ子こと学校説明会に参加したときに見たＰＲ映像に、卯う月づきは出ていた。前の学校の友達とは馴な染じめずに、学校に行くのがつまらなくなって足が遠のいたと語っていた。花楓かえでのように、友達だった相手から、辛しん辣らつな言葉をメールやメッセージでかけられたのではないと思う。もっと消極的な不和。

「学校休むのは、高校からってわけでもなかったんだけどね。中学の途と中ちゆう……アイドルの活動をはじめてからは、レッスンでみんなと遊ぶ時間が全然合わなくなったからさ」

「何度か遊びの誘さそい断ると、まったく誘さそわれなくなるから。女子は」

　身に覚えがあるという口調で、のどかが同意する。

「そう、それ！」

　卯う月づきの反応を聞きながら、ちらっと肩かた越ごしに振ふり向むくと、のどかと一いつ瞬しゆんだけ目が合った。でも、すぐに逸そらされてしまう。

　お嬢じよう様さま学校に通うのどかも、クラスには馴な染じめていないと前に聞いている。あまり楽しい学校生活を送っているわけではないのだろう。それでも、通い続けているのは、のどかの場合は母親がそれを望んでいるからだ。母親の願いを、叶かなえられるものに関しては叶かなえたいという想おもいがのどかにはある。母親に反発して、今は実家を飛び出して麻ま衣いの家に居い候そうろうしているくせに、本質的には母親のことが好きなのだ。

「高校からは、上手にやろうと思ってたんだけどなぁ……夏休みが終わって、二学期がはじまってすぐ、学校行けなくなっちゃったんだ。みんなは夏休みの間も一いつ緒しよに遊んでたみたいで、話に全然ついていけないんだもん」

　卯う月づきのしゃべり口は明るい。言い方もからっとしている。けれど、言葉の節々には、学校に行けなくなった自分に対する後ろめたさを感じたし、それをごまかそうとする噓うそっぽい苦笑いが混ざっていた。

「最初は、一日だけサボるつもりだったんだよ？　でも、次の日も休んで、その次も家にいたら……もう、ずっとそのまま」

　何かを思い出すように言葉を止めた卯う月づきの目は、窓の外に向けられていた。右の前方に江えの島しまが見えている。西に傾かたむいている太陽は、空をオレンジ色に染めていた。絵葉書に使えそうな絵になる風景。

　それを見ていたら、咲さく太たは自然と口を開いていた。

「そういうとき、母親ってどんな気持ちなんですか？」

　突とつ然ぜんの質問だったと思う。それでも、卯う月づきの母親に戸と惑まどった様子はなかった。

「正直ね、どうしよって気持ちだったよ」

　冗じよう談だん交じりに笑って、ルームミラーで咲さく太たのことを一いつ瞬しゆん見てきた。

「母親やって、そのときでもう十五、六年だったけど、娘が不登校になるのは、はじめての経験だったしさ。なんて声をかければいいかわかんないし、人に相談しても返ってくるのは一いつ般ぱん論ろんでしかないし……うちの卯う月づきにはどうしたらいいのよって、ほんと困ったわよ。困り果てた。たいしたことはできなかったわね。母親失格って思われるかもしれないけど」

「思いませんよ、そんなの」

　誰だれよりも早く、咲さく太たはそう答えていた。

　自分の母親のことがなければ、咲さく太たは今も親は万ばん能のうだと思っていたかもしれない。子供の悩なやみや問題をなんでも解決してくれる存在だと勘かん違ちがいしていたかもしれない。

　今、卯う月づきの母親が言った通りなのだ。子供の年ねん齢れいと同じだけの長い時間、親をやっていても、はじめて遭そう遇ぐうする事態はいくらでもある。そういうのをひとつずつ乗のり越こえて、子供が成長するのと一いつ緒しよに、親も親になっていくのだと思う。母親になって、父親になっていく。

　上手うまくいかないことだって、中にはあるのだ。親にだってできないことはある。それを、咲さく太たは自分の親を通して知った。どうにもならない理り不ふ尽じんが子供に降りかかることがあるように、どうにもならない不条理が両親に降りかかることだってあるのだ。

「学校に行けって言われなかったのは、私としてはすっごい楽だったよ。たぶん、一回も言われてない」

「私も熱心に学校行ってた方じゃないしね。こう見えて、昔はやんちゃしてたし」

「大だい丈じよう夫ぶです。そう見えてます」

　咲さく太たが率そつ直ちよくな感想を伝えると、

「咲さく太た君って、面白おもしろい子ね」

　と卯う月づきの母親は笑ってくれた。笑ったあとで、また雰ふん囲い気きを戻もどして語り出す。

「でも、ま、そうだね。行きたくないと思ってる学校には行かなくていいと思う反面、親として、高校は卒業させたかったね。私も、うちの人も、学歴にこだわる気はないんだけど、アイドルで一生食べてくのはないでしょ？」

「食べてくし、私は！」

　運転席の方に卯う月づきが身を乗り出す。

「要するに心配なのよ、親っていうのはね」

　危ないからと言いながら、卯う月づきの顔を雑な手つきで押しのけている。見れば見るほど、本当に仲のいい親子だと思う。

「のどかちゃんのお母さんも、そうなんだからね」

　急に話を振ふられたのどかは、「はぁ……」と返事のような、相あい槌づちのような吐と息いきをもらしていた。

「時々、家には帰ってるの？」

「お正月は、一応帰りました。メールで帰ってこいってうるさくて」

「今日のライブも見に来てたのは知ってる？」

「ステージから見えました」

　素す直なおには喜べないというのどかの口調。だけど、母親の存在に気づいていたことは認めた。

　集まっていた観客は恐おそらく三百人程度。その中から、ひとりの人間を探すのは、そこまで簡単ではないはずだ。それでも、のどかが母親に気づいていたのは、きっと、見に来てくれていると思って探したからだろう。そういう面めん倒どうくさい自分に気づいているからこそ、のどかはちょっとふてくされたような顔をしているのだ。照てれ隠かくしとして……。

「てか、あたしの話はいいんですよ。咲さく太たも、前見ろ、前」

　会話の寄り道がこれ以上増えるのもなんだったので、咲さく太たは素す直なおに前を向いた。

「話を戻もどすとね。卯う月づきが行きたいって思える学校だったら、通ってほしかったのよ。だから、通信制や定時制、海外の学校のことも調べて……卯う月づきにいくつか学校案内のパンフレットを渡わたしたの」

　言いながら右のウインカーを出す。対向車の流れが途と切ぎれたところで、卯う月づきの母親はハンドルを切って、車を海沿いの駐ちゆう車しや場じように入れた。なんだか見覚えのある駐ちゆう車しや場じよう。

「あとはあんたがちゃんと話しなさいよ。私はそこの喫きつ茶さ店てんで待ってるから」

　車を停車させると、卯う月づきの母親はサイドブレーキを引いて、さっさと車から降りてしまう。だから、「この場所はちょっと……」と言い出すヒマもなかった。

　仕方がなく、ドアを開けて外に出る。花楓かえでとのどか、卯う月づきも降りてきた。

「よりによってだな」

　海に面した広い駐ちゆう車しや場じよう。咲さく太たにとっては見慣れた場所だ。それもそのはずで、峰みねヶが原はら高校の目の前にある駐ちゆう車しや場じようだった。

　オフシーズンの今は、十メートルおきくらいに、ぽつん、ぽつんと数台の車が止まっているだけで、がらんとしている。

「さすが、づっきー、空気を読まないアイドルだな」

「あれ？　なんか、まずかった？」

　のんきな声で卯う月づきが聞いてくる。知らなければ、こういう不幸もあるだろう。

「あたし、言ったっつーの！」

「なにを？」

　きょとんとしている卯う月づきに、のどかがぴたっと体を横からくっつける。その耳元に何かを囁ささやくと、「あ～！」と卯う月づきが大きな声を出した。

　何メートルか先を歩いていたカップルが、驚おどろいた様子で視線を向けてくる。花楓かえでもびくっとして咲さく太たの後ろに隠かくれていた。

「ごめん、花楓かえでちゃん！」

　ぱんっと両手を合わせると、拝おがむように卯う月づきが頭を下げてくる。

「ごめん、ほんとごめん。あ～、もうお母さん店の中だよ」

「だ、大だい丈じよう夫ぶです。ちょっとびっくりしたけど……思ったより、ショックとかはないです。それに……」

　咲さく太たの陰かげに隠かくれていた花楓かえでは、海の方へ向き直っていた。峰みねヶが原はら高校の教室からもよく見える海。七しち里りヶが浜はまの海だ。

「この海も、来たかったので」

「ほんと？　じゃあ、砂すな浜はまに下りる？」

「は、はい。行きたいです」

「行こう、行こう」

　元気を取とり戻もどした卯う月づきが、先頭を切って階段を下りていく。その横から、のどかが花楓かえでの代わりに文句を言い続けていた。

「どんまいだよ、のどか！」

「あんたは言われる側！」

　そんなふたりの背中を眺ながめながら、咲さく太たと花楓かえでも砂すな浜はまに下りていく。

「花楓かえで、ほんと大だい丈じよう夫ぶか？」

「海に来たかったのは、本当だよ。私が来たかったの」

　咲さく太たが心配すると、少し強めに花楓かえでは自分の意思をぶつけてきた。

「そっか。ならいいけどさ」

　視線を正面に戻もどす。すると、ブーツの踵かかとが砂に埋うまって苦戦しているのどかと卯う月づきの後ろ姿が見えた。

「こけるなよ」

　一応、声をかけておく。

「だいーじょーぶ！」

「余よ裕ゆうだって、これくらい」

　振ふりとしか思えない元気な返事。本当に大だい丈じよう夫ぶだろうかと咲さく太たが疑った瞬しゆん間かん、

「あ、やばっ！」

　と、卯う月づきがバランスを崩くずした。咄とつ嗟さに、のどかの腕うでを摑つかんで持ち直そうとする。けれど、のどかの方が踏ふん張ばり切れずに、ふたりはその場に尻しり餅もちをついた。

「あたしを巻まき込こむな！」

「メンバーは一いち蓮れん托たく生しようじゃん！」

　何が楽しいのか、卯う月づきはけらけらと笑っている。

「全然、楽しくないし！」

　砂だらけになったのどかはご立腹だ。

「私ね、今の学校はすっごい楽しいよ」

　尻しり餅もちをついたまま、卯う月づきは肩かた越ごしに花楓かえでを振ふり向むいた。本当に楽しそうに笑っている。前置きはまったくなかったが、先ほどの話の続きということだろう。

「最初はね～、正直、全然乗り気じゃなかったんだけど……お母さんと説明会に行ったときも、嫌いや々いやだったし。通信制高校に、いいイメージ持ってなかったからさ」
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　卯う月づきは昔の自分の幼さを懐なつかしむような顔で笑っていた。あの頃ころは若かったとでも言い出しそうだ。

「あの頃ころは若かったなあ」

　実際に言ってきた。

「でも、みんな、そんなもんじゃない？」

　のどかが卯う月づきの若さに同意する。

「そんなもんって、どんなもん？」

　咲さく太たが聞くと、じろりとのどかが睨にらんできた。「わかっているのに聞くな」とこわい目が語っている。それでものどかは、

「通信制とか、定時制って聞くとやっぱ構える」

　と、認にん識しきをきちんと言葉にした。

　花楓かえでは無言のまま頷うなずいている。そういう世間の目が気になっているという顔。今の時代の『空気』がそうだと言っているから。友達から『空気が読めない』と言われてしまう卯う月づきですら感じていたのだから、そういう『みんな』の意識は確かに存在しているのだろう。

　偏へん見けんという意識と感情は、人が作る空気の中に根付いている。

　普ふ通つうとか、一いつ般ぱん的てきとか、多数派を占しめる側は、何事においても自分たちの方が正しいと思ってしまいがちだ。そう思いたがる。その方が気持ちは楽だし、普ふ通つうじゃない人たちを無自覚に見下して、自分は安あん全ぜん圏けんにいるのだと安心している。それで、安心できる。

　他人を下に見ていることになんて誰だれも気づかない。偏へん見けんが誰だれかを傷つけていることも気にはならない。だって、みんながそうだから。

「自分が通う側になるまで自覚なかったよ？　でも、現実味を帯びてくると、なんか後ろめたい感じがしてさ。あんまり人に知られたくない感じっていうか。相談もしづらいっていうか、ね」

「毎日、学校に行かなくていいんだから、最高だと思うけどな」

　咲さく太たが思った通り口にすると、

「それ、毎日学校に行ける人が言ったらダメなやつ」

　と、卯う月づきがびしっと指を差してきた。反則を犯おかしたスポーツ選手に注意する審しん判ぱんのようだ。

　しゃべり口はフレンドリーだからそう感じにくいが、今の反応を見て、卯う月づきもまた不登校の経験者なんだと咲さく太たは実感した。ちょっと冗じよう談だんでは済まない空気を一いつ瞬しゆんだけ感じた。

「なるほど、そうかも」

　だから、素す直なおに引っ込んでおく。

「お兄さんみたいに考えられるのは、素す敵てきだけどね」

　にこっと笑った卯う月づきの表情からは、さっき一いつ瞬しゆんだけ顔を見せたかさついた感情はなくなっている。卯う月づきの中で、すでに折り合いがついている感情なのだと思う。

「僕ぼくの場合、学校説明会に行ったのは大きいよ。あれで、通信制高校のイメージが変わった」

「わかる。私もそうだったんだよね。大げさじゃなくて、学校ってものに対する考え方が変わったかも」

「あー、そうだな、そっちだ」

　変わったのは、全日制高校に対するイメージも含ふくまれている。

「私ね、学校って、決められた時間に、決められた場所で、決められたみんなと集まって、決められた授業を受けるものだと思ってたんだ。それは決まっていることだから、そうしないといけないんだと思ってた」

「……違ちがうんですか？」

　卯う月づきの言っていることが理解できていない花楓かえでは首を傾かしげている。

「違ちがってはいないんだろうけど……そういう全日制の学校のやり方に、疑問を持ったことなかったんだよね。みんな、そこでちゃんとやっているから、ちゃんとできない自分が悪いんだって思ってた。息苦しかったのに」

　卯う月づきをじっと見つめていた花楓かえでが、その気持ちに同調するように、重ねた両手をぎゅっと握にぎっている。卯う月づきと同じ息苦しさを我が慢まんしているように咲さく太たには見えた。

「でも、お母さんと聞きに行った学校説明会では、そうじゃなくていいんだよって言ってくれたんだ。全日制の学校だけが、正解じゃないんだよ、って。学校のやり方に自分を合わせるんじゃなくて、自分に合ったやり方ができる学校を、自分で決めて選べばいいんだって。ま～、さすがにいいこと言い過ぎって思ったけどさ」

「それは僕ぼくも思ったな」

「思ったけど、できるかどうかも私次し第だいかもって感じたのもほんと。だって、好きな時間に、好きな場所で勉強していいんだったら、アイドルの仕事で学校休む必要もなくなるし、超ちよういいじゃん！　ってね」

「休むたびに、クラスの居い心地ごこち、どんどん悪くなるからね」

　もう諦あきらめてはいるのだろうが、のどかの言葉には実感がこもっていた。

「じゃあ、説明会を聞いて、入学を決めたのか？」

　咲さく太たが卯う月づきの言葉の続きを促うながすと、卯う月づきは少しだけ考え込むように口を閉ざした。自分の中の正しい気持ちを探しているんだと思う。花楓かえでに伝えたい言葉を探してくれている。

「たぶん、気持ちが固まったのは帰りの車の中。いいかもって気持ちはあったけど、まだ『でも、通信制か～』って思ってたからさ。そしたら、お母さんに言われたの。『あんたを身み籠ごもったとき、まわりのみんなから、生むのを反対されたのよ』って。ドラマじゃないけど、『子供に子供が育てられるか～』って、ほんとにそんな感じだったみたい」

　本来はおめでたいことでも、頭に『十代で』と一言つくだけで、その印象はだいぶ違ちがって聞こえるのは事実だと思う。世間の見る目は当然変わってくる。卯う月づきの母親がそうだったように、手放しで祝福されないケースだってあるのだろう。むしろ、その方が多いのかもしれない。

　十代だろうと、そうでなかろうと、立派な母親になる人もいれば、そうじゃない人もいる。年ねん齢れいだけがそのふたつを隔へだてるわけではない。通信制高校の印象と同じで、世の中のあらゆることが、先入観とか、固定観念とか、世の中の空気とかが邪じや魔まをして、本当のことが見えにくくなっている。

「でも、広ひろ川かわさんは、こんなに立派に育ちました、ってわけか」

　咲さく太たが話をまとめると、卯う月づきは「うん」と大きく頷うなずいた。

「みんなは反対したけど、お母さんは私を産んで、今日まで育ててくれたんだな～って思ったら、『みんな』ってなんだろうって気がしてきて。私、真面目な顔して、お母さんに聞いたからね。『みんなってなに？』って」

「卯う月づきのお母さんはなんて答えたわけ？」

　のどかがそう聞くと、卯う月づきの口元は答える前に笑っていた。

「『卯う月づきの幸せは、みんなに決めてもらうもんじゃなくて、卯う月づきが決めるんだよ』って言われた」

「男前なお母さんだな」

「ほんと、かっこよすぎるよね」

　娘が不登校になったとき、なんて声をかければいいかわからなかったと、車の中では言っていた。でも、こんなにも大事な言葉をかけている。十八歳という若さで卯う月づきを産んで、今日まで母親をやってきた人の言葉だからこそ、説得力はあったし、胸に深く染しみ込こんでいくのを咲さく太たは感じた。

「ああいうお母さんで、卯う月づきが羨うらやましいよ。すごい仲いいし」

　ぽつりとのどかが呟つぶやく。

「そうかな？　のどかのお母さん、上品な感じで素す敵てきじゃん。うちのお母さんなんて、私が小学生の頃ころまで金きん髪ぱつだったからね？　授業参観もジャージとサンダルで来るし、超ちよう恥はずかしかったよ」

「あー、それは嫌いやかも」

　あっさり、のどかは前言撤てつ回かいする。

「でしょ？　料理も下手だしさ～」

「いいのか、そんなこと言って」

　咲さく太たが指し摘てきをすると、卯う月づきは勢いよく振ふり向むいて、

「お母さんには内ない緒しよね！　ごはん抜ぬきになる」

　と、真面目な顔で口止めをしてきた。この様子だと、過去に文句を言って、本当にごはん抜ぬきにされたことがありそうだ。

「でも、じゃあ、めぐりめぐって、お母さんのおかげってこと？　今の学校に行こうって思ったのは」

　話を戻もどすように、のどかが卯う月づきに視線を送る。

「あと、のどかのおかげ」

　真横を向いた卯う月づきは、正面からのどかの視線を受け止めていた。

「は？」

　予想外だったのか、のどかが素すっ頓とん狂きような声を上げる。

「スイートバレットのメンバーみんなのおかげ。私が不登校のときも、みんなは私と一いつ緒しよにいてくれたし。それと、ファンのみんなのおかげ」

　ここにはいないみんなに想おもいを馳はせるように、卯う月づきは正面に向き直ると、遠くの海を見ていた。

「前の学校のみんなには馴な染じめなかったけど、メンバーも、ファンも、お母さんも、私にはいるってわかって……そういう、みんながまだいるかもしれないと思ったから、私は今の学校に行ってみようと思ったんだと思う。うん、きっと、そうだ」

　卯う月づきが見ているのは水平線だろうか。人の目の高さからだと四キロメートル程度の距きよ離り。意外と近い。砂すな浜はまに座すわっている卯う月づきの目の高さからだと、たぶん、三キロとかそのくらいだ。歩いてもたどり着けそうな距きよ離り。だけど、そのくらいでいいのだと思う。目に見えない目標を追いかけるのは大変だから。とりあえず、見えるところまで走ってみればいい。次の電信柱までがんばるだけでもいい。それを何度も繰くり返かえしているうちに、見たことのない水平線の向こう側にだって、そのうちたどり着けるだろうから。

　自分の言葉に納なつ得とくして、話を終えた卯う月づきだったが、誰だれも何も言わないでいると、隣となりに座すわっているのどかに何やら耳打ちしていた。

「花楓かえでちゃんに聞かれたことの答えって、今のであってた？」

　すぐ側にいるので、小声で話していても、咲さく太たと花楓かえでにもばっちり聞こえている。

「百点以上の答えだった」

　咲さく太たが感じたままを口にすると、花楓かえでも頷うなずいていた。

「ほんと？　私、そういうのがわかんないから、違ちがうなら違ちがうって言ってね。他に聞きたいことあれば、どんどん聞いていいし」

「……じゃあ、もうひとつだけ、聞いてもいいですか？」

「何個でもいいよ」

「卯う月づきさんは、その……前の学校に通ってた自分と、今の学校に通っている自分、どっちが好きですか？」

　少し緊きん張ちようした面おも持もちで花楓かえでが口にしたのはそんな質問だった。

　たぶん、花楓かえでは『今』の方が好きだと言ってほしいのだと思う。卯う月づきはそう答えてくれると思っているのだと思う。でも、その期待は裏切られると咲さく太たは思った。ただし、いい意味で。

「どっちも、同じだけ好きだよ」

　迷うことなく、卯う月づきは花楓かえでの目を見てはっきりそう答えた。

「だって、前の私がいたから、今の私がいるんだし」

　その言葉に、花楓かえでの口が「あ」と開く。ぽかんとしているようにも見えるけれど、それは花楓かえでが花楓かえでなりに何かに気づいた顔だ。その証しよう拠こに、開いた口を一度結ぶと、その口元には納なつ得とくしたような笑みが浮うかんだ。

「そっか、そうですよね」

「うん、そうだよ」

「えっと……ありがとうございました」

　ぺこりと花楓かえでが頭を下げる。

「どういたしまして！　私もいっぱいしゃべって、なんか自分のことわかった気がするから、私の方からもありがと！」

　卯う月づきが花楓かえでに手を差し出してくる。花楓かえでは少し戸と惑まどいながらも、本日二度目の握あく手しゆを卯う月づきと交わしていた。




　そのあとは、卯う月づきの母親が待っている駐ちゆう車しや場じようのカフェに行って、あたたかい飲み物を飲みながら、卯う月づきが通っている学校についての話を聞いた。

　映像授業というものをスマホで流してもらい、毎朝やっているというチャットを使ったＨＲのログも見せてもらった。他にも、チャットを介かいした部活動のやり取りや、それぞれ生徒が自前で作っているという部員募ぼ集しゆうのＰＲ動画なんかも卯う月づきが紹しよう介かいしてくれた。

　それらはすべて、卯う月づきが手にしたスマホの中にある景色。それでも、活動している生徒たちの体温のようなものを確かに感じた。

　手のひらの中にある学校。そこには、きちんと先生がいて、生徒がいて、先生と生徒が話をしていて、生徒同士も普ふ通つうに繫つながっている。友達がいる。

　生徒たちが作り上げる雰ふん囲い気きは、全日制の学校と何かが大きく違ちがうということはなかった。少なくとも咲さく太たはそう感じた。

　単に、物理的に同じ空間にいないというだけ。そんなのはよくよく考えれば、インターネットがこれだけ普ふ及きゆうした世の中としては、別に珍めずらしい話ではないはずなのだ。

　だけど、高校生活がその中にあると言われると、身構えてしまう感覚はある。知らず知らずのうちに、そういう常識をみんなが作る『空気』によってすり込まれていたのだろう。

　もちろん、全部の通信制高校が、卯う月づきに見せてもらった通りだとは思わない。でも、卯う月づきが通っている『学校』は、咲さく太たの知っている『学校』だった。そこに通う生徒たちの雰ふん囲い気きが、そうだと言っている。

「これから先はさ、少子化でどんどん学校も減ってくんだよ。このままだとね。そうなると、学校が遠くて通うのが難しい子なんかも増えてくるって言われてて……だから、卯う月づきやみんなが高校生くらいの子供を持つ頃ころには、スマホやパソコンみたいなもので、授業を受けるのが当たり前になってるかもね」

　そう教えてくれたのは、卯う月づきの母親だ。

「だから、私は未来の学校に通ってるって思ってる」

　母親の言葉に乗っかって、ちょっと悪戯いたずらっぽく笑った卯う月づきは、どこか誇ほこらしげでもあった。

　きっと、卯う月づきのそういうノリも含ふくめて、この日のやり取りは花楓かえでにとって大きな意味があったのだと思う。心に何かが届いたのだと思う。




　だから、二月も残すところ二日となった週の終わり……二十七日の金曜日になると、

「お兄ちゃん」

「ん？」

「ここの、学校説明会に行きたい」

　と、風ふ呂ろから上がったばかりの咲さく太たに、花楓かえではパンフレットを差し出してきた。それは、前に咲さく太たが美み和わ子こと説明会に参加した学校のもの。すなわち、卯う月づきが通っている通信制高校のものだ。

「今度の説明会がいつか、友とも部べさんに聞いてみるか」

「学校のＨＰ見たら、三月は毎週日曜日にやってるって」

　コタツの上からノートＰＣをわざわざ持ってきて、咲さく太たに画面を見せてくる。確かに、三月の予定は、一日、八日、十五日、二十二日……と続いている。

「ネットって便利だな」

「うん」

「でも、明後日あさつての一日は卒業式だから……次の八日でいいか？」

「麻ま衣いさんの卒業式なんだから、一日に行きたいなんて言わないよ」

　それくらいわかっていると、花楓かえでがむくれた顔をする。でも、すぐに、

「八日は、お兄ちゃん予約ね」

　と、どこか上じよう機き嫌げんな様子で言ってきた。それに、「わかった、わかった」と咲さく太たは返事をして、冷蔵庫から出したスポーツドリンクを飲んだ。





２






　翌日、二月の最終日となる二十八日の土曜日は、午前中から花楓かえでに急せかされて、一いつ緒しよに藤ふじ沢さわ駅に向かった。

「お兄ちゃん、早く！　こみちゃん、もう来てるかも」

　花楓かえでが『こみちゃん』と呼ぶのは、鹿か野の琴こと美みのことだ。横よこ浜はま市しに住んでいた頃ころの花楓かえでの友達。同じマンションに住んでいて、物心がつく前から一いつ緒しよに遊んでいた幼なじみの関係。『琴こと美み』なのに、花楓かえでが『こみちゃん』と呼ぶのは三つの音を上手うまく発音できなかった幼い頃ころからの名残なごりだ。花楓かえでの方は、『かえちゃん』と今も呼ばれている。

　琴こと美みは冬休みにも一度遊びに来てくれて、そのときに「もし気が向いたら」というくらいの感覚で、メールアドレスを記したメモを花楓かえでに渡わたしていったのだ。昨日の晩、そのアドレスに、花楓かえでの方からメールを送って、ふたりで何度かやり取りをしているうちに、今日遊びに来るという話がまとまったらしい。

　聞いたときは、急な話にも思えたが、

「咲さく太た、今日ヒマよね？」

「ヒマです」

「じゃあ、デートするわよ」

　という感じで、麻ま衣いとの予定は決まるので、意外とそんなものなのかもしれないと咲さく太たは納なつ得とくした。

　藤ふじ沢さわ駅に着くと、咲さく太たと花楓かえではＪＲの改札口に向かった。すると、電車が到とう着ちやくした直後らしく、次々に人が出てくる。

「あ、こみちゃん、いたよ。こみちゃん」

　先に気づいた花楓かえでが声をかけて手を振ふる。

　琴こと美みも咲さく太たと花楓かえでを見つけて、駆かけ寄よってきた。そのまま、花楓かえでの前まで来ると、花楓かえでと手のひらを合わせて、

「かえちゃん、二ヵ月ぶり」

　と、喜びを分かち合っていた。

「うん。来てくれてありがと」

「来るよ、いつだって。メール、すっごいうれしかった」

　それが噓うそじゃないことは、琴こと美みの目の端はしを見ればわかる。その瞬しゆん間かんのことを今も思い出しているのか、涙なみだできらきら光っていた。

　前に花楓かえでが通っていた中学校で、花楓かえでがいじめにあったことは琴こと美みも知っている。その中学校に、琴こと美みは今も通っているのだ。

　そのときは、クラスが違ちがったために、何の力にもなれなかったと、琴こと美みは当時のことを悔くやんでいた。

　しかも、解かい離り性せい障害のこともあったので、咲さく太たたちは引ひっ越こしの挨あい拶さつもしないまま、以前住んでいた場所を離はなれたのだ。

　琴こと美みにとっては、喪そう失しつ感かんが大きかったと思う。

　そういう琴こと美みだからこそ、こうして花楓かえでとまた会えて、メールのやり取りもできるようになったことを、心から喜んでくれているのだ。

　その気持ちにつられて、花楓かえでもちょっと涙なみだぐんでいた。

　前の学校のクラスメイトとは上手うまく付き合えなかったが、琴こと美みのように仲良くなれる相手はいる。友達はいる。花楓かえでのことを好きになってくれる人はいるのだ。

　いじめられてよかったなんて、絶対に思うことはないけれど、その経験が自分にとって誰だれが大切な人なのかを花楓かえでに教えてくれたのだとは思う。だから、麻ま衣いやのどかと、メールの練習をしたあとで、花楓かえでは誰だれよりも早く琴こと美みに連れん絡らくを取った。会いたいと思ったから。そして、琴こと美みも同じように思ってくれた。

「お兄さんも、迎むかえに来てくださってありがとうございます」

　眼鏡の隙すき間まから、目の端はしの涙なみだをそっと拭ぬぐうと、琴こと美みは小さくお辞じ儀ぎをしてきた。

「いいよ。スーパーで、米と醬しよう油ゆを買って帰りたかったから」

「はい。ちゃんと荷物持ちしますね」

　半分は冗じよう談だんだったのだが、真面目な琴こと美みはやる気満々の返事をしてくれた。




　ひとりひとつずつ買い物袋ぶくろを持って家まで戻もどると、リビングの時計の針は十一時十分を差していた。とりあえず、琴こと美みをリビングに通して、お茶だけ出しておく。

　部屋着に着き替がえたあとで、咲さく太たはキッチンに立つと、昼食の準備をはじめた。じゃがいも、にんじん、玉ねぎ……カレーかシチューの二に択たくの材料を用意していると、その様子を見ていた琴こと美みが、「私、手伝います」と言ってきた。

「お客さんだしいいよ」

「手伝います」

　咲さく太たがさらに言葉をかける前に、もう琴こと美みは丁てい寧ねいに手を洗っていた。せっかくやる気になっているのを断る理由はない。

　琴こと美みには皮むきをお願いした。

　こうなると、普ふ段だんは料理をしない花楓かえでも、黙だまって見ているというわけにもいかず、学校の調理実習のような気分でカレーを作った。

　出来上がったカレーは、具材の大きさや形がばらばらで、食感がバラエティに富んでいた。煮に込こむ時間もなかったから、ルーはゆるゆるだ。だけど、味の方は不思議と悪くなかった。

「美味おいしいね、かえちゃん」

「うん、美味おいしい」

　花楓かえでと琴こと美みは、自分たちで作ったカレーにご満まん悦えつだ。

「ちょっと作りすぎちゃったかもしれないけどね……」

　心配そうに琴こと美みが振ふり向むいたコンロの上には、寸ずん胴どう鍋なべが鎮ちん座ざしている。

「朝昼晩食べても、三日分はあるな」

「美味おいしいけど、そんなには食べたくないかも」

　先ほどまで美味おいしい、美味おいしいと言っていた花楓かえでの表情が曇くもる。

「麻ま衣いさんと、豊とよ浜はまに、食べに来てもらえば大だい丈じよう夫ぶだろ」

　きっと、「花楓かえでが作ったカレーがあるんですけど」と誘さそえば、喜んで食べに来てくれる。麻ま衣いからは、「花楓かえでちゃんを口実に使うんじゃないの」とお[image: 叱]しかりを受けるだろうが、むしろ、それも含ふくめて咲さく太たとしては一石二鳥どころか、三鳥だ。これはもう、明日の卒業式のあとは、カレーパーティーで決まりだ。

　琴こと美みを交えての昼食を終えると、片付けは咲さく太たが請うけ負おった。咲さく太たが洗い物をしている最さ中なか、花楓かえでと琴こと美みは仲良く並んでコタツに入って、ノートＰＣを見ていた。

　断だん片ぺん的てきに聞こえてくる会話の内容から、高校についての話をしているのだとわかった。花楓かえでが興味を持っている通信制高校のＨＰを琴こと美みにも見てもらっているのだ。

　最初は、琴こと美みの反応を露ろ骨こつに気にしていた花楓かえでだったが、「すごいね、この学校。こんなにいろんな勉強できるんだ」と、琴こと美みから驚おどろきの声がもれると、少し饒じよう舌ぜつになって今まで調べたことや、広ひろ川かわ卯う月づきから聞いた話なんかを琴こと美みに語っていた。

「ほんと、すごいね」

「そうでしょ。他にもね、色々な勉強ができて」

「ううん、かえちゃんがすごい」

「え？」

「私、こんなにちゃんと自分で調べて、高校選んでないよ。『今の成績だと、この辺だね』って先生に言われて、それで決めちゃったから。かえちゃん、自立してる」

　そんな風に、褒ほめられた花楓かえでは、恥はずかしそうに俯うつむいていた。でも、口元がうれしそうなのは、キッチンから見てもわかった。

　今日、このタイミングで琴こと美みが遊びに来てくれてよかったと思う。前向きになっている花楓かえでの気持ちに、追い風を吹かせてくれている。

　一通り洗い物を済ませると、咲さく太たは一いつ旦たん部屋に戻もどって、また着き替がえた。このあと、午後三時からバイトがあるのだ。

　出かける前にリビングに顔を出すと、花楓かえでと琴こと美みは相変わらずふたりで仲良く並んでコタツに入っていた。ふたりでノートＰＣの画面を見ているのも、さっきまでと一いつ緒しよ。ただ、見ているのは、変な声で鳴くヤギの動画だったり、どうしても液えき晶しようＴＶの上に乗りたい猫ねこの動画だったりした。流行のやつを、琴こと美みが花楓かえでに教えてくれているようだった。

「あとね。これも、流行はやってる」

　そう言って、琴こと美みが検けん索さくして開いたのは、別の動画投とう稿こうサイトのあるページだった。

　咲さく太たが後ろから覗のぞき込こむと、投とう稿こう者の名前の欄らんには『霧きり島しま透とう子こ』と書いてあるのが見えた。

「きりしまとうこ？」

　そのままを花楓かえでが声にする。

「うん。映像も綺き麗れいで、歌もすごくいいんだ」

　琴こと美みが再生ボタンをクリックすると、幻げん想そう的てきな映像に合わせて、心に響ひびく歌声がスピーカーから流れ出した。

　以前、麻ま衣いに見せてもらったものとは違ちがう映像と楽曲。琴こと美みが知っていたことに、「ほんとに流行はやってるんだな」と咲さく太たは、ぼんやりそんなことを思った。そのあとで、

「僕ぼくはバイトに行ってくるけど」

　と、後ろからふたりに声をかけた。

「あ、はい、いってらっしゃい」

　先に琴こと美みが振ふり返かえる。

「鹿か野のさん、暗くなる前には帰りなよ」

「そのつもりです」

「お兄ちゃん、いってらっしゃい」

　お辞じ儀ぎをする琴こと美みと、小さく手を振ふる花楓かえでに見送られてリビングを出て行く。けれど、玄げん関かんで靴くつを履はきかけたところで、電話のベルが鳴なり響ひびいた。咲さく太たの家の電話だ。

　仕方がなくリビングまで引き返す。すると、電話の手前には、コタツから出てきた花楓かえでがいた。一歩離はなれた微び妙みような位置からディスプレイを覗のぞき込こんでいる。

　表示されているのは見たことのある番号。

「これ、美み和わ子こ先生？」

　顔を上げた花楓かえでが咲さく太たに確かく認にんの言葉をかけてくる。

「だな」

　返事をしつつ、受話器に手を伸のばした。でも、持ち上げる前に、

「私が出てもいい？」

　と、花楓かえでが聞いてきた。

「麻ま衣いさんからの電話でなければ、いつでも出ていいぞ」

　そう言って、受話器から手を引っ込める。一歩下がって、花楓かえでに電話の前を空けた。入いれ替かわりで電話の前に立った花楓かえでは、「ふぅ」とひとつ息を吐はき出だしてから受話器を取った。

「は、はい。梓あずさ川がわです」

　緊きん張ちようからか、第一声は裏返っていた。でも、そのあとは、持ち直して、

「はい、花楓かえでです。お兄ちゃんはいますけど……美み和わ子こ先生の番号だったから、出ようと思って……はい」

　と、きちんと美み和わ子この話を聞いて受け答えをしている。

「はい……はい……」

　美み和わ子この声が聞こえないから、何の会話なのかはわからない。

「え？　合格!?」

　だから、その花楓かえでの驚おどろきも、咲さく太たにとっては突然だったし、コタツに入ったまま花楓かえでの様子を見守っていた琴こと美みにとってもそれは同じだったのだろう。咲さく太たと目が合うと、「なんでしょう」と首を傾かしげていた。

　でも、今、花楓かえでは合格と言っただろうか。

　一体、何に……。

　一体、誰だれが……。

　さっぱり話が見えてこない。

　花楓かえでは花楓かえでで、その後も美み和わ子この言葉に「はい……はい……」と相あい槌づちを打っていた。ただ、あまり気持ちが入っているようには見えない。心ここにあらずといった様子だった。

「かえちゃん……？」

　心配そうに、琴こと美みが後ろから声をかける。

「花楓かえで？」

　咲さく太たも呼よび掛かけると、

「お兄ちゃんに、替かわってって」

　と、花楓かえでから受話器を渡わたされた。

　こうなると、花楓かえでに話を聞くよりも、美み和わ子こに直接聞いた方が早い。

「咲さく太たです。友とも部べさん？」

「あ、咲さく太た君、話は……わかってないわよね？」

　咲さく太たの最初の一言に含ふくまれた疑問から、その辺は察してくれたようだ。

「さっぱりです」

「結論から言うわね」

「はい」

「花楓かえでちゃん、峰みねヶが原はら高校に合格してるわよ」

「……」

「合格してる」

「は？」

　一いつ瞬しゆん、間を置いてから、咲さく太たは間ま抜ぬけな声を出していた。

　今、美み和わ子こはなんと口にしただろうか。

　花楓かえでが合格している。

　峰みねヶが原はら高校に……。

「なんで？」

　浮うかんだ疑問を、咲さく太たはそのまま美み和わ子こにぶつけていた。

「なんでも何も、定員割れしたのよ。峰みねヶが原はら高校が」

「倍率高くなりそうって言ってませんでした？」

　仮に予想より倍率が低くても、受験者数が定員を下回るような雰ふん囲い気きではないと、前に美み和わ子こからは聞いていた。芸能人の『桜さくら島じま麻ま衣い』が通っている学校として、一部で有名になってしまっていたからと……。

「最初の出願では、実際、二倍を超こえてたの」

「それがなんで？」

「受けても半数が不合格になるってわかったから、出願変へん更こうが続出したのよ。過去に例がない数の……。これじゃあ、絶対に受からない……とか、不安を煽あおるような情報が、ＳＮＳなんかを通して、受験生に拡散してしまってね」

「……なるほど」

　要するに、変へん更こうしないとまずいという空気が蔓まん延えんして、ただでさえ不安を感じている受験生が翻ほん弄ろうされてしまった……ということだろうか。

「とにかく、経けい緯いはどうであれ、花楓かえでちゃんは峰みねヶが原はら高校に合格した」

「はい」

「その通知書を受け取るのに、受験票が必要になるの。まだ取ってあるかしら？」

「花楓かえでに確かく認にんしないとわかりません」

　咲さく太たが最後に受験票を見たのは、試験の当日だ。体調を崩くずした花楓かえでに代わって、荷物を鞄かばんに片付けたとき。

「手続きもあるので、どうするかが決まったら、早めに連れん絡らくをもらえる？」

「はい、花楓かえでと話してみます」

「お願い。それじゃあね」

「はい」

「あ、そうだ」

「なんですか？」

「合格、おめでとう」

「受かったの、僕ぼくじゃないですよ」

「花楓かえでちゃんには、さっき言ったわ」

　そう言い残して、美み和わ子こは電話を切った。

　耳には、美み和わ子この言葉が残っている。「合格、おめでとう」というやさしい声。家族に対する「おめでとう」を言われるのは、慣れない経験で、少し不思議な感じがした。でも、それは自分自身のことではないから、なおのこと「おめでとう」に咲さく太たはありがたみを感じていた。

　そういう言葉のかけ方もあるのだ。いいことを教えてもらったような気分で、咲さく太たは受話器を置いた。

　ゆっくり部屋の内側に振ふり返かえる。

　すると、花楓かえでと目が合った。何か言葉をかける前に、花楓かえでの瞳ひとみが強く語りかけてくる。それだけで、花楓かえでの意思は伝わってきた。

　花楓かえでがどうしたいのかは、いちいち言葉にされなくてもわかった。

　それでも、花楓かえでは咲さく太たの目を見たまま口を開く。

「お兄ちゃん、私──」

　その言葉の続きは、咲さく太たが頭に思おもい描えがいた通りのものだった。
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　出かけ際の電話で家を出るのが遅おそくなった咲さく太たは、急いでいくのは早々に諦あきらめて、まずはバイト先のファミレスに連れん絡らくを入れた。店長に事情を話し、シフトを一時間遅おくらせてもらう。それが済むと、咲さく太たは父親に電話をかけた。

　花楓かえでの意思は明確になっているけれど、進路のことなので、父親にも相談した方がいい。父親としても相談されたい内容のはずだ。

　咲さく太たの電話に父親はすぐに出てくれた。しかも、咲さく太たが用件を告げる前に、

「定員割れのことか？」

　と、父親の方から切り出された。

　花楓かえでの受験のことは、咲さく太た以上に気にしていたはずなので、県立高校の受験に関する情報を逐ちく一いち確かく認にんしていたのだろう。

「手続きのことなんかもあるから、早めに返事ほしいって友とも部べさんから連れん絡らくあった」

「その件で、夜にでも連れん絡らくしようと思っていたんだ」

「明日、こっち来られる？」

「わかった。夕方、母さんの病院に寄ったあと、そっちに行く」

「じゃあ、明日話して、月曜には返事するって友とも部べさんに言っとく」

「ああ。その辺の連れん絡らくは任せていいか」

「さっき、決まったら連れん絡らくするって話してあるから」

「わかった。頼たのむな」

　少しボリュームを落とした父親の声。電波が悪くなったわけではない。意図的なもの。だから、父親は今も母親の病院にいるんだろうと思った。

　母親が精神的に病やんでしまったのは、いじめを発ほつ端たんとした花楓かえでの諸々があった時期。父親の声が小さくなるのも仕方がない。

「じゃあ、また明日」

　細かい話は明日すればいいと思い、咲さく太たは用件だけを伝えて電話を切った。

　そのあとで、咲さく太たは父親にも伝えた通り、美み和わ子こに折り返した。明日、父親と相談して結論を出し、月曜日にまた連れん絡らくすると約束しておいた。

　そうして、一通りの連れん絡らくが済んだのが午後三時半。

　バイトの開始時刻は四時に変へん更こうしてもらったので、今すぐ出かけると少し早い。だから、琴こと美みが持ってきてくれていた焼き菓か子しでお茶をしてから、咲さく太たは出かけることにした。

「ごちそうさま。んじゃ、今度こそバイト行ってくるな」

　ぐいっとお茶を飲み干して、コタツを出る。すると、

「あ、だったら、私も一いつ緒しよに出ます」

　と、琴こと美みも立ち上がった。

「あんまりご迷めい惑わくにならないようにって、お母さんに言われているので」

「全然、迷めい惑わくじゃないのに」

　花楓かえではちょっと名残なごり惜おしそうだ。

　とは言え、琴こと美みが住んでいるのは、横よこ浜はま市内にある郊こう外がいの街。横よこ浜はま駅までなら、藤ふじ沢さわ駅から東とう海かい道どう線で二十分程度の距きよ離りだが、そこから乗のり換かえも必要な内陸の地域なので、実際は一時間ほどかかる。帰るのも楽ではない。

「今度来るときは泊とまっていきな」

　咲さく太たの提案で花楓かえでも納なつ得とくしたのか、「またメールするね」と琴こと美みに声をかけていた。

　そんな花楓かえでに見送られて、咲さく太たは琴こと美みと一いつ緒しよに家を出た。

　藤ふじ沢さわ駅に向かって歩き出す。日も傾かたむきかけた四時前。一週間前は、この時間になると、夜の寒さが顔を覗のぞかせはじめていたが、今日は日差しのあたたかさをわずかに感じることができた。

　明日は三月一日。いつまでも冬のつもりでいてもらっては困る。

　大通りに出たところで、赤信号に捕つかまった。

「かえちゃん、すごいですね」

　信号機に目を向けながら、琴こと美みが突然そんなことを言ってくる。

「すごい？」

「大人っていうか」

「大人……？」

　ますますわからなくて、咲さく太たは露ろ骨こつに首を傾かしげた。

「学校、自分で選んで。さっきも」

「あー、峰みねヶが原はら高校のことね」

　ようやく、琴こと美みが何を言いたいのかがわかった。

　あのあと、花楓かえでは咲さく太たに向かって、

　──お兄ちゃん、私、峰みねヶが原はら高校にはいかない。行きたい学校は、自分で見つける

　と、はっきり宣言したのだ。

「私がかえちゃんの立場だったら、やっぱり、全日制の学校に行きたいって言い出してたと思います」

「それは、みんなと同じがいいって思うから？」

「はい」

「ま、花楓かえでの場合は、めぐり合わせもあるんだよ」

　たまたま、通信制高校に関する話を聞ける相手がいた。その相手が、広ひろ川かわ卯う月づきであったことも大きい。卯う月づきのお母さんの存在も、同じくらい大きかったと思う。

「でも、そうだな。めぐり合わせもあったけど、立派は立派かも」

「それ、かえちゃんに言ってあげてくださいね。絶対喜びます」

「やだよ。調子に乗るし」

「じゃあ、私が伝えておきます」

　視線を琴こと美みに向けると、その手にはスマホが握にぎられていた。軽快な指運びで素す早ばやく操作をしたかと思うと、

「メール、送っておきました」

　と、咲さく太たが止める前に言ってきた。

「あ、もう、返事来ましたよ」

「なんだって？」

　画面を見ていた琴こと美みがくすっと笑う。

「『そんなこと言うお兄ちゃんは偽にせ者ものかも』だそうです」

　文面を読み上げながら、スマホの画面を咲さく太たに向けてきた。

「花楓かえでも、少しは面白おもしろいことを言えるようになったか」

　その点は、花楓かえでも成長したし、大人になったのかもしれない。

　信号が青に変わったところで、琴こと美みと一いつ緒しよに歩き出す。

　駅に着くまでの残りの道のりは、咲さく太たがやっているバイトの話なんかをしながら歩いた。高校生になったら、琴こと美みもバイトをしようと考えているらしい。基本的にはきはきしている琴こと美みなら、きっと、どんなバイトでも、器用にこなすことだろう。

　駅に到とう着ちやくすると、改札の前まで琴こと美みを送った。

　ぺこりと丁てい寧ねいに頭を下げてから、琴こと美みはＩＣカードをタッチして改札の中に入っていく。すると、咲さく太たを振ふり返かえって、

「春休み、お泊とまりに来ますね！」

　と、笑顔で手を振ふってきた。

　咲さく太たが軽く手をあげて応えると、琴こと美みは軽快な足取りでホームに続く階段を駆かけ下おりていった。

　その姿が完全に見えなくなると、咲さく太たもバイト先のファミレスに足を向けた。

「これって、麻ま衣いさんに怒おこられるやつなのか……」

　妹の友達を家に泊とめるのがありなのか、なしなのか……ボーダーラインがどこにあるのかが、いまいちわからない。




　シフトを一時間ずらしてもらった手前、咲さく太たはいつもよりほんの少しだけ真面目に働いた。席が空けば率そつ先せんして食器を片付け、レジに向かう客がいれば「あ、やります」と店長に一言アピールしてからレジに立った。

　そうこうしているうちに、店内には空席が目立ってきた。ティータイムが終わり、ディナータイム前のまったりした時間帯。

　咲さく太たが空いたテーブルを拭ふき終えると、

「梓あずさ川がわ君、今のうちに休きゆう憩けい入って」

　と、店長に声をかけられた。

「いいんですか？　一時間遅おくれたのに」

「いいよ、国くに見み君がもう来てるから。あ、でも、三十分だけね。時間帯的に、そろそろ混むだろうし」

「あー、はい」

　店長がいいと言うので、休きゆう憩けいは素す直なおにもらっておくことにした。

　フロアから店の奥おくへ入る。店員用のドリンクを注いでいると、

「咲さく太た」

　と、背中に声をかけられた。振ふり向むくまでもなく、相手は国くに見み佑ゆう真まだとわかる。

「なんだ？」

「こっちを向け」

「なんだよ」

　仕方なく振ふり返かえると、チョコレートパフェをトレーに載のせた佑ゆう真まがいた。

「おごってくれんのか？　どうせなら、ハンバーグにしてくれ」

「六番テーブルに可愛かわいらしいお客さんが来てる」

　佑ゆう真まはそう言いながら、チョコレートパフェのトレーを咲さく太たに押おし付つけてきた。

「麻ま衣いさん？」

　咲さく太たがそう聞き返しても、佑ゆう真まは「行けばわかる」としか言わなかった。オーダーのベルが鳴り、「ただいま、お伺うかがいいたします」と、さわやかに声を出しながらフロアに出て行ってしまう。

　もし、麻ま衣いであるなら、佑ゆう真まは「可愛かわいらしい」とは言わなかったと思う。綺き麗れいとか、美人とか、そういう言葉の方が麻ま衣いには似合うから。

　パフェを持ったまま立たち尽つくしているわけにもいかず、咲さく太たは「誰だれだろうな」と思いながら遅おくれてフロアに出た。

　佑ゆう真まに指定されたテーブルで待っていたのは、中学校の制服を着たひとりの少女だった。四人掛がけのボックス席にちょこんと座すわっている。

　やってきた咲さく太たに気づくと、ぱっと笑顔になって、

「あ、咲さく太たさん」

　と、明るい声をフロアに響ひびかせる。

　そこにいたのは、牧まき之の原はら翔しよう子こだった。

　まずは、チョコレートパフェを翔しよう子この前に置く。

「チョコレートパフェになります」

「わぁ」

　目を輝かがやかせる翔しよう子この正面に、咲さく太たはとりあえず座すわった。

「どうかした？」

「あ、時間もらって大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

　翔しよう子この視線がパフェから咲さく太たに注がれる。

「今、休きゆう憩けいに入ったところだから」

「ごめんなさい。休きゆう憩けい時間をもらってしまって」

　でも、翔しよう子この目は、先ほどからちらちらとチョコパフェを気にしている。

「食べながらでいいよ」

「では、いただきます」

　スプーンを持つと、上のホイップクリームとチョコレートアイスをすくって、翔しよう子こが口に運ぶ。表情は幸せそうに綻ほころんでいた。どこからどう見ても健康そのもの。心臓の移植手術を受けて、翔しよう子こは正しよう真しん正しよう銘めい、元気な体になったのだ。

「体調もよさそうだね」

「手術を受けたのが、もう一年前ですから」

　えっへんと翔しよう子こが誇ほこらしげに胸を張る。

「麻ま衣いさんのおかげです。あの映画があったから」

「反はん響きよう、すごかったもんな」

　まだ、麻ま衣いが中学生だったときに主演した作品。活動休止をする直前に全国公開された映画で、瞬またたく間まに「泣ける」と話題になって大ヒットした。

　麻ま衣いが熱演したヒロインは、生まれながら心臓に疾しつ患かんがあり、移植手術を受けられなければ、余命は残り数ヵ月と言われている中学生の少女だった。それは、翔しよう子こが患わずらっていた病気と同じものだった。

「映画の公開以降、一気にドナーが増えたとお医者さんが言ってました」

「ほんと、何よりだったよ」

「麻ま衣いさんは、わたしのことを覚えていたんですか？」
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「いや、全部忘れてた。思い出したのは、僕ぼくと同じで、あの初はつ詣もうでに行った日の帰り……七しち里りヶが浜はまの海岸で牧まき之の原はらさんに会ったときだってさ」

「じゃあ、麻ま衣いさんはどうしてあの役を引き受けたんでしょう。やり直す前は、別の映画に麻ま衣いさんは出演していましたよね？」

　こちらも大ヒットした映画。ただし、ジャンルはホラーだった。

「あの役が来たときに、どうしてもやりたいって思ったって言ってたよ。理由はわからないけど……やらなきゃいけないって感覚だけは、強きよう烈れつにあったんだって」

　それがどうしてなのかは、言葉にしなくとも翔しよう子こにはわかるはずだ。咲さく太たにもわかっているのだから。

「僕ぼくもそうだったけど、忘れているときも、漠ばく然ぜんとした感覚だけはあったんだよ。何か大事なことを忘れているっていうか、何かしないといけない気分っていうかさ」

　咲さく太たの場合、地道な募ぼ金きんを繰くり返かえすことで、焦あせりにも似た妙みような気持ちを発散させていた。いつから、何の切きっ掛かけではじめたことなのかは覚えていないが、募ぼ金きん活動をしている人たちを見かけたら、そのときに持っている小こ銭ぜにを全額募ぼ金きんするという変なルールを、咲さく太たはいつのまにか自分に課していたのだ。それをやめようと思ったことはない。今なお続いている。意思を持って続けていた。

　一回、数百円の募ぼ金きんで誰だれかを救えるとは思っていない。今すぐに救いたい身近な誰だれかがいるわけでもない。でも、その小さな積み重ねが、誰だれかを救うこともある。

　今、咲さく太たの目の前で、にこにこしながらパフェを食べている翔しよう子この存在がなによりの証あかし。咲さく太たが助けたかった翔しよう子この命を、ドナー登録をしてくれた誰だれかの善意が未来に繫つないでくれたのだ。

「それで、今日はどうしたの？」

　咥くわえていたスプーンを翔しよう子こが慌あわてて離はなす。

「咲さく太たさん、これ、ご存知ですか？」

　そう言って、翔しよう子こは鞄かばんから出したスマホの画面を咲さく太たに向けてくる。映っていたのは、見覚えのあるミュージックビデオ。霧きり島しま透とう子この名前で投とう稿こうされたものだ。

「今日、妹の友達が話題にしてたな」

「さすが咲さく太たさんですね」

「どの辺がさすが？」

「運命に愛されています」

「そんな得体の知れないものに愛されてもなぁ」

　どうせ愛されるのなら、やわらかくて、あたたかいものに愛されたい。

「でも、その動画がどうかした？」

　ただの世間話として、翔しよう子こが口にしたとは考えにくい。

「少し気になることがありまして」

　口調は今まで通りだったが、翔しよう子この表情には真しん剣けんさが宿っている。

「気になること？」

　理由がわからずに、咲さく太たは首を傾かしげて聞き返した。

「わたしは、全部覚えているんです」

「……」

「咲さく太たさんや麻ま衣いさんとは違ちがって、わたしだけはずっと覚えていました。先に未来を経験した何人もの『わたし』の記き憶おくを……今も、覚えています」

　それは、咲さく太たの心臓を移植された『翔しよう子こさん』の記き憶おくでもあるだろうし、麻ま衣いの心臓を移植された『翔しよう子こさん』の記き憶おくでもあるのだろう。他にも咲さく太たが知らない別の未来の記き憶おくも、今の翔しよう子こは持っているのだと思う。

「うん、それは、わかってる」

「だけど、出てこないんですよ」

「出てこないって……」

「『わたし』が見てきた何通りもの未来の記き憶おくの中に、霧きり島しま透とう子こさんの動画は存在していませんでした」

「……」

　すぐに反応できなかったのは、語るにつれて真しん剣けんさを増していく翔しよう子この表情に気を取られていたからではない。翔しよう子この言葉を、自分の感覚に置おき換かえるのに少しだけ時間が必要だったからだ。

「なるほど、そういう話か……」

「そういう話です」

　翔しよう子こが一いつ切さいの冗じよう談だんを挟はさんでこなかった理由がようやくわかった。翔しよう子こが『翔しよう子こさん』として経験してきたあらゆる未来に霧きり島しま透とう子この動画は登場しなかった。厳密に言えば、存在はしていたのかもしれない。けれど、その投とう稿こう動画が現在のように流行はやっている未来はなかった。その、『なかったこと』が、今、この世界には存在している。それは、つまり……。

「風が吹けば桶おけ屋やが儲もうかる的な感じで、牧まき之の原はらさんは自分のしたことが、未来の世界を変えたのかもしれないって、心配しているわけだ」

「そこは、咲さく太たさんも共犯者だと思っています」

　残っていたパフェの最後の一口を、翔しよう子こがぱくっと口に入れる。ようやく、冗じよう談だんっぽく翔しよう子こは笑った。

「でも、そんなの牧まき之の原はらさんが気にすることじゃないよ」

「たとえ、今、わたしが話したことが事実で……どこかの誰だれかの人生を変えてしまっていたとしても、それはそのどこかの誰だれかの問題だからですか？」

　いかにも咲さく太たが言いそうな答えを、翔しよう子こは悪戯いたずらが成功した子供のような顔で言ってきた。その子供っぽさを含ふくんだ表情は、『翔しよう子こさん』がよくしていた顔だ。

「そうだよ。会ったこともないどこかの誰だれかの心配をしてあげられるほど、僕ぼくの親切は余ってないんでね」

「募ぼ金きん活動を見かけたら、持っている小こ銭ぜにを全部入れてしまう咲さく太たさんは、十分、無自覚に親切だと思います」

「それくらいしか思いつかなかったんだよ。牧まき之の原はらさんを助ける方法が」

　それを今も続けているのは、翔しよう子こを助けてくれたことへの恩返しのようなものだ。特定の誰だれかに対する恩返しではなく、この世に存在している無自覚な善意に対しての恩返し。

「どの道、誰だれかが不幸になったわけでもないなら、放っておけばいいって。ま、未来を変えたことで得をした人間がいるなら、ちょっとは分け前がほしいけどさ」

　少なくとも、『霧きり島しま透とう子こ』は流行はやるという点では得をしているわけだし。

　咲さく太たの冗じよう談だんに、翔しよう子こは小さく笑うだけだった。

「他人の心配より、牧まき之の原はらさんにはもっと他にやることがあるだろ？」

　こっちの方が、大事なことだ。

　とても大切なこと。

　翔しよう子こにしかできないこと。

　咲さく太たが真まっ直すぐ目を見て気持ちを訴うつたえかけると、翔しよう子こはやわらかく微笑ほほえんだ。わかっているという顔だ。

「病気だった今までの分も、人生を謳おう歌かすることですね」

「そういうこと」

「ちゃんと謳おう歌かしてますよ。今日も食べたかったチョコレートパフェを食べました」

「ちっちゃいな」

「ちっちゃい幸せを幸せだって思えることが、実は一番幸せなことなんですよ」

『翔しよう子こさん』みたいな口調で言って、翔しよう子こが勝かち誇ほこった笑みを浮うかべる。

「そういや、そうだった」

　翔しよう子この言葉に納なつ得とくしつつ、店内の時計に目を向けた。休きゆう憩けいもあと五分。

「話は、今ので全部？」

　さすがにこの流れで、これ以上の話はないだろう。だけど、翔しよう子こからは、

「いえ、実は、もうひとつあります」

　という返事があった。

「こっちの話が、今日、お伺うかがいした本当の理由です」

　少し困ったような顔で、翔しよう子こが咲さく太たを見ている。言いづらい話なのだろうか。その理由は、あとに続いた翔しよう子この言葉が教えてくれた。

「わたし、引ひっ越こすことになりました」

　言葉を理解するのに、時間は必要なかった。ものすごく単純な話だったから……。

「いつ？　どこに？」

　だから、咲さく太たは自然な間でそう聞き返した。

「明日、午前十時の便で、沖おき縄なわに行きます」

「そりゃまた急だな」

　それは、咲さく太たにとってであって、翔しよう子こにとっては違ちがったのかもしれない。

「あたたかいところの方が、体への負担も少ないので」

　どこか落ち着いた様子の翔しよう子この顔を見ているとそんな気がした。

「学校は？」

「中学校の授業はもちろんまだあるんですけど……三月は、向こうに慣れるのに使って、春からまた通います」

「そっか」

「麻ま衣いさん、ちゃんと秘密にしていてくれたんですね」

「え？」

「先週、麻ま衣いさんには手紙を出して、先に伝えておいたんです」

「そうだったのか」

「咲さく太たさんのこと、お願いしておきました」

「麻ま衣いさんから返事は？」

「今日、届きました」

　鞄かばんから、翔しよう子こが空色の封ふう筒とうを取り出す。

　咲さく太たから見れば、初はつ恋こいの人と今の恋こい人びとの組み合わせ。一体、どんなやり取りになったのかは、知りたいような知りたくないような……複雑な気分になる。

「なんて書いてあった？」

　それでも、聞かないで別れるのも落ち着かないので、咲さく太たはそう尋たずねていた。

「落ち着いた頃ころに、咲さく太たさんと遊びに来てくれるそうです」

「そっか」

「はい」

「沖おき縄なわか……いいな」

「向こうの生活に慣れたら、咲さく太たさんにも手紙を出しますね」

「待ってる。沖おき縄なわの写真とかも送ってよ」

「はい。悩のう殺さつ水着写真をつけますね」

「それは、三年後くらいでいい」

「じゃあ、そうします。麻ま衣いさんと大おお喧げん嘩かになるようなのを送りつけますから」

「そりゃ、楽しみだな」

「はい」

　にっこりと翔しよう子こがやさしく微笑ほほえむ。眩まぶしいくらいの笑顔。それを、咲さく太たはしっかりと記き憶おくに焼き付けようとした。

　沖おき縄なわなんて飛行機に乗れば、ひとっ飛びだ。過去や未来に行くのに比べたら、どうってことのないこの国のひとつの地域。

　それでも、しばらくは翔しよう子この笑顔を見ることができなくなってしまうから……。

　正直、寂さびしい気持ちはある。寂さびしいに決まっている。だけど、「寂さびしくなるな」とは口にしなかった。病気を克こく服ふくして元気になった翔しよう子こには、これからの人生があるのだ。引ひっ越こしはその一歩。だから……。

「牧まき之の原はらさん」

「はい？」

「いってらっしゃい」

　エールを送るような気持ちで、咲さく太たは右手を差し出した。

「いってきます」

　その手を、翔しよう子この小さな手がしっかりと握にぎり返してきた。
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　澄すんだ青空を飛行機が横切っていく。

　海の上に広がる空。

　水平線より遠い空の上。

　ここからだと、紙飛行機みたいに音もなく飛んでいるように見える。

　七しち里りヶが浜はまの砂すな浜はまに立った咲さく太たの耳に聞こえているのは、波と風の音だけ。

「牧まき之の原はらさん、沖おき縄なわに着いた頃ころかもな」

　昨日、ファミレスに会いに来てくれた翔しよう子こは、午前十時の便だと言っていた。時計を持っていないから、正確な時刻はわからないが、空腹の具合から察するに、そろそろ午後一時になると思う。

　今日は、飛行機の出発と同じ午前十時から、咲さく太たは峰みねヶが原はら高校の卒業式に出ていた。在校生として三年生を送る立場。

　卒業式はつつがなく進行し、概おおむね予定通りの時間に終わった。それが十二時前だ。

　そのあと、解散の号令がかかる前に、うだうだする時間がしばらくあって、ようやく担任教師から解散を言いい渡わたされたのが十二時半。

　学校を出た咲さく太たは、すぐには帰らずに、ここ、七しち里りヶが浜はまの海にやってきた。

　別に卒業式の余よ韻いんや感傷に浸ひたるためではない。咲さく太たにはあと一年間の高校生活が残っている。感傷に浸ひたるほど、学校生活に特別な思い出があるわけでもなかった。今のところは……。

　麻ま衣いが卒業していくことに関しても、寂さびしさのようなものは感じていなかった。「麻ま衣いさんの制服姿も今日で見納めかー」と今朝に思ったくらい。

　海に立ち寄ったのは、今朝、学校まで一いつ緒しよに行く電車の中で、「終わったら、海で待ってて」と麻ま衣いに言われたからだ。

　その麻ま衣いは、まだやってこない。

　待っている間に、先ほどの飛行機は、どんどん小さくなっていく。誰だれかを乗せて、空の彼方かなたへ飛んで行こうとしている。

　翔しよう子こがその飛行機に乗っているわけでもないのに、咲さく太たは尾おを引いた雲が完全に消えるまで、その姿を見送った。

　見えなくなると、七しち里りヶが浜はまの海を右から左へ見み渡わたしていく。

　翔しよう子こと出会った海。

　あのときは、『翔しよう子こさん』だったけれども……。

　あと何年かしたら、『牧まき之の原はらさん』は咲さく太たと出会った頃ころの『翔しよう子こさん』と同じ年ねん齢れいになる。待っていれば、いずれまた会えるのだ。

　それが、なんだかおかしく思えてきて、咲さく太たは自然と笑っていた。

　おかしくて、楽しくて、本当にあたたかい気持ちになる。

　きっと、その頃ころには、信じられないような体験の数々も、お互たがいに懐なつかしい思い出として笑って話せる気がするから。そういう未来だったら待ち遠しい。

　そんなことを咲さく太たが思っていると、砂すな浜はまを蹴ける足音が後ろから聞こえてきた。

　最初は、麻ま衣いであることを期待した。でも、音は軽くて、妙みように歩ほ幅はばが小さい感じがする。それを怪け訝げんに思った瞬しゆん間かん、海の方を見ていた咲さく太たの視界の隅すみに、小さな人ひと影かげが映った。

　ランドセルを背負った小さな女の子が、咲さく太たの脇わきを駆かけ抜ぬけていく。赤いマフラーをひらひらさせながら……。

　波なみ打うち際ぎわまで行くと、濡ぬれないぎりぎりのところで立ち止まった。

　肩かたくらいまで伸のびた癖くせのない綺き麗れいな黒くろ髪かみ。背負ったランドセルはまだ新しくて、瑕きずや汚よごれは見当たらなかった。

　恐おそらく、年ねん齢れいは六、七歳。

　ちらっと見えた横顔には見覚えがある。ＴＶの中で、子役として活かつ躍やくしていた幼い頃ころの麻ま衣いにそっくりだ。

　そして、それを認にん識しきした瞬しゆん間かん、咲さく太たの体は違い和わ感かんに襲おそわれた。既き視し感かんに囚とらわれる。

　前に似たようなシチュエーションを、咲さく太たは経験していた。

　いや、正確に言うのであれば、夢で見た、と表現するのが正しい。

　でも、ここは夢の中の世界ではない。

　現実だ。

　ならば、これはなんなのか。

　頭の中が疑問で埋うめ尽つくされていく。

　咲さく太たはその答えを求めて、

「麻ま衣いさん……？」

　と、名前を呼んでいた。

　髪かみを揺ゆらして女の子が振ふり返かえる。

　少し警けい戒かいした表情。それでも、凜りんとした瞳ひとみに咲さく太たを映すと、

「おじさん、だぁれ」

　と、無む邪じや気きな声で言ってきた。

　その言葉も、夢で見たのと同じだった。











あとがき









　新展開、はじめました。

　アニメ化、はじめました。

　続刊、続報、お待ちいただけると幸いです。




　本書を執しつ筆ぴつするにあたり、快く取材に応じてくださいましたＮ高等学校の生徒さん及および関係者の皆みな様さまに、厚く御おん礼れい申もうし上あげます。




　溝みぞ口ぐちケージ様、編集部の荒あら木き様、藤ふじ原わら様、黒川様、黒くろ崎さき様にも大変お世話になりました。




　次回、９巻でまたお会いできればと思います。





鴨かも志し田だ一はじめ
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鴨かも志し田だ 一はじめ

１９７８年４月11日誕生。神奈川県出身の左利き。

江の島にふらりと出かけていってパシャリ。

行きはすいすいエスカーで上がりましたとさ。

水平線はいいものですね。
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イラスト／溝みぞ口ぐちケージ

お久しぶりです。そして祝！　アニメ化！

さくら荘以来久しぶりの仕事量に困惑していますが、

嬉しい悲鳴を上げながらひーこらする日々です。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「鴨志田 一先生」係

「溝口ケージ先生」係











初出



第一章　あの日の続き／「電撃文庫MAGAZINE Vol.58」（2017年11月号）

第二章　歩くような速さで／「電撃文庫MAGAZINE Vol.59」（2018年1月号）

第三章　扉を開けて／「電撃文庫MAGAZINE Vol.60」（2018年3月号）

第四章　夢を見るか／書き下ろし




文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。











この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。












青せい春しゅんブタ野や郎ろうはおでかけシスターの夢ゆめを見みない
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電撃文庫





2018年4月10日　発行





ver.003





©HAJIME KAMOSHIDA 2018





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『青春ブタ野郎はおでかけシスターの夢を見ない』

2018年4月10日　初版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only
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